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就 任 挨 拶

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長 松 本 俊 也

巻

石
只
＿口μ

言

平成27年6月21日に鹿児島県診療放射線技師会長に就任しました。

松本俊也です。前任の池田会長が公益財団法人として大き くしてく

ださった鹿児島県診療放射線技師会を引き継ぐことになりました。

しばらく技師会業務から離れていた時間がありましたので技師会を

外から見る期間を得られました。何らかの見えていなかった事など

が分かり活かされれば良いと考えています。

不慣れな点がまだあると思いますが皆様のご支援を得ながら、がんばっていきた

いと思います。

さて、最近、新任会長会議に参加して中澤会長の考えを聞いてまいりました。日

本診療放射線技師会には開かずの扉がいくつかある。その中で今回3点ほど進展があり

ましたのでご紹介したいと思います。

l. 技師法改正は昭和26年6月に技師法ができて、 33年に2年制から3年制に、 58年には2つの

身分エックス線技師と診療放射線技師がひとつになりました。平成5年にMR．超音波の明

記がされてから今回の27年の改定まで22年かかつて抜本的な改正を行ってきた簡単にはで

きないことで診療放射線技師法の改正には50年くらい時間が必要になる。

2. 日本中に52,000人の診療放射線技師がいるがその中で28,000人が診療放射線技師会員で

ある。我々診療放射線技師がやるべきことは国民・県民の健康増進のために努力している

中で我々に何ができるかということで医療被ばくの相談員を60名ぐらい育てているが各県

2~3名できたら来年度はレントゲン週間とかに国民に対して無料電話相談を行いたい。各

県では国民に対して、県民に対して何ができるか考えていただきたい。

3. 診療放射線技師法ができて63年間ずっと国家試験は放射線科医師が作成している。なぜ

かという と試験問題をつくる能力が技師にあるかということです。医師は教授・準教授・

助教は博士を90数パーセントもっている、技師は博士を持っている人56パーセントだった。

今はこれ以上になっているが24年25年26年技師会で日本放射線技師会国家試験評価委員会

を立ち上げて対応してきたことで、やっと厚生労働省に試験委員に技師の副委員長を出す

ことができた。これも5年間戦ってきた結果である。

そのほかにもマンモ検診、胃検診は医師の立会いの下ではなくて包括的な指示でできるよ

うに したい。医療機器安全管理責任者は全国で放射線技師が行っているのが17パーセント ぐ

らいは行っている。そこで診療放射線技師の業務として 日ごろ使用している放射線関係の機

器の管理も放射線技師が行うと技師法を改正したい。法改正などはすぐにはできないものが

あるか目標に向かって行く。

大きな開かずの扉はたくさんあるが一つ一つ解決していくとのことでした。

さて、鹿児島県診療放射線技師会としましては地道に行っていけた らと思います。

まずは統一講習会を来年開催したいと予定しております。

また、鹿児島県では、発表支援窓口の開設、など新しい企画も考えています。会員からの要

望・意見等に耳を傾けなが ら、県民の健康増進にも寄与できる鹿児島県診療放射線技師会を

目指していきたいと思います。
平成 27年 8月

-1-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

会長退任に際して

鹿児島県診療放射線技師会池田 睦

平成 21年 6月の定時総会において、西本孝市会長の後を引き継ぎ第 17代の社団法人

鹿児島県放射線技師会会長を拝命してから6年間、会長職を務めることができご協力く

ださいました理事、監事の皆様方にはお礼を申し上げます。

過去には平成 3年度から 10年度までの 8年間、第 12代の湯ノ ロ武司会長、第 13代

の村山光生会長の基で技師会活動に携わることができ、また、 平成 19年度から 2年間

は西本孝市前会長の基で副会長を務めておりま したので、技師会活動並びに会長職につ

いてはある程度の業務内容は把握していましたが、鹿児島県放射線技師会会員約 450名

の全責任を負 う身となることはそれなりの覚悟が必要でした。

会長職を拝命して、大きな課題は公益法人への移行問題でした。新公益法人制度の施

行は平成 20年 12月 1日から開始されており、私が会長に就任した平成 21年4月には

新公益法人への移行がすでに始まっていました。「一般社団法人」 もしくは「公益社団

法人」のどちらへ移行するのかも 1つの課題であり、社会的な信頼度・認知度から考慮

すれば 「公益社団法人」 への移行が最も理想的でしたが、その設立には厳しい条件が課

せられておりました。幸いにも鹿児島県においては、我々医療職能団体の公益化には行

政側が非常に好意的であり、 「公益社団法人」への移行に積極的に応援を頂きま した。

また、当時の社団法人の定款改定も大きな問題であり、改定のための総会出席には委

任状を認めないという非常に厳しく不可能と思える様な課題も残っておりましたが、 平

成 23年 10月 16日に鹿児島大学医学部鶴稜会館をメイン会場と して、大隅地域、北薩

地域、霧島・姶良地域、大島地域の4会場を結び臨時の定款改定WEB総会を開催するこ

とができ、 無事に定款を改定する事ができました。この後、公益法人審査会、法務局へ

の法人登記を経て、平成 25年 4月 1日付けで公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

に移行することができました。当時の理事の方々には大変なご苦労をかけました。本当

に感謝申し上げます。

県技師会の執行部を引き受けることは本当に大変だと思います。年間行事予定を見て

も各月に必ず何かイベン トが入っており、月によっては土、日曜日 がほとんどない状況

もあります。ただ、自身が所属する職能団体である 日本診療放射線技師会が現在どのよ

うな意思や目的を持って行動し、また将来において何を目指しているのかを直接感じる

ことができます。さらにはご自身の診療放射線技術学はもちろん、交友関係も拡大し、

間違いなくスキルア ップに繋がります。今回の理事選挙で常務理事、理事の半数が入れ

替わりました。会長並びに副会長初め理事の方々は鹿児島県診療放射線技師会の代表で

もあります。公益法人にふさわしい執行部の方々の努力が鹿児島県診療放射線技師会の

明るい将来を決めます。新執行部としての更なる活躍を期待しております。
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理事退任にあたって

川内市医師会立市民病院大久保光男

初秋の候 会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、私は平成 15年 4月より 12年間理事を務めさせて頂きましたが、この度退任にす

るにあたり、その間を振り返ってみました。在任中数多くの大きな事業がありましたが、

特に生涯学習システム開催、鹿児島県放射線技師会 60周年記念式典、第 25回放射線技

師総合学術大会、社団法人から公益法人移行などが強く 印象として残っています。その

事業の度、いつも大変な状況のなかではありましたが、会員皆様のご協力を頂きながら

会長を中心に理事一丸となり取り組み事業を達成してきました。技師会の運営は、会員

皆様方の協力を頂けなければできないことを、理事になりつくづく感じました。

また。前鮫島会長の指示により、鹿児島県原子力等防災連携計画、および大規模災害

医療支援マニュアルを、委員会の方々と作成したときの苦労が思い出されます。

理事となり、多くの施設の会員の方と知り合えご指導をして頂いたたことは、私にと

って大きな財産であると思います。

今後も微力ながら、県技師会の発展に協力させていただくとともに、会員皆様の御協

力とご指導に感謝申し上げて、退任の挨拶とさせていただきます。誠にありがとうござ

いました。

理事退任にあたって

鹿児島県厚生連原口誠

2003年に技師会の理事を受けて以来、 12年が経っていたこと にただ驚くばかりで

す。いわゆる一回りしてしまったわけで、この間には様々なことがありました。

なかでも印象深いのは 2009年（平成21年） に鹿児島にて開催されました第25回

放射線技師総合学術大会です。前年度が北海道開催であり、 地方での運営の難しさを肌

身に感じての引継いでのスタートで、予想通り困難な課題の連続でしたがなんとか乗り

切ることが出来ました。

と言っても、自分などは微力も微力で何の役にも立ちませんでしたが、当時の会長をは
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じめとする各理事と一緒に仕事をさせていただいたことは、大変ありがた＜貴重な経験

でした。

他にも九州放射線医療技術学術大会の鹿児島開催や、ほぼ同時期に行われた定款改定

のための特別臨時総会（いわゆるWEB総会）など枚挙に暇はありませんが、いずれに

しても貴重な経験ばかりでした。

また、本会のホームページを担当させていただいておりま したが、こちらも実験的な

試みを採用いただき、貴重な経験となりました。当初はホームページ作成ソフトでデー

タをつくり、サーバヘアップロー ドするという一般的な方法でした。しかし、地域から

も情報発信しやすい体制を作るためすべてを WEB上で行う方法に変更いたしました。

CMS等検討しましたが、より簡便に更新することが出来るブログをベースにいたしまし

た。まだまだ未熟な点ばかりで中途半端な状態での退任となってしまいましたが、次の

担当理事を全面サポートしていきますのでご容赦いただきたいと思います。また仕事が

ら出張が多いためレスポンスが遅くなってしまい皆様にはご迷惑をおかけいたしまし

たことをお詫びいたします。

これからは、本会の発展を陰ながら応援いたします。皆様、本当にありがと うござい

ました。

理事退任にあたって

鹿児島市医師会病院平田勝

2期4年広報理事を務めさせていただきました。思い出として最も印象に残っている

のは定款改正です。公益法人化に伴い必要であるとされながら計画が上手く行かず、何

度も変更を重ねながら進めて参りました。いざ本番を迎えると「本当に会員の皆さまに

集まって頂けるのか？」と不安がとても大きく心配していました。定款改正成立を聞い

た瞬間には胸が空いたのを今でもハッキリ憶えています。役員として活動させていただ

いた4年間はとても貴重なものとなりました。とても忙しい時期があるのも事実になり

ますが、『この貴重な経験をぜひ若い会員の方々にも』と考えたりもします。いろいろ

ご迷惑をおかけした時もありました、短い期間ではありましたが、本当にありがとうご

ざいました。
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鹿児島県放射線技師会理事退任にあたって

鹿児島市立病院放射線技術科瀬戸和人

約 2年前に鹿児島県放射線技師会の理事を任命され時は、放射線技師の啓蒙活動に少

しでもお役に立てればと思い、できることを少しずつでも会務を行うことを目標にした

ことを覚えております。少しでも藤阪総務理事の手助けになればと思いもありましたが、

少しもお役にたてずすみませんでした。

思い起こすと各地域での勉強会参加などが記憶としてありますが、特にリレーフォー

ジャパンに参加したことは、癌患者さんとの向き合い方を考え直すとてもいい機会にな

りました。また、真夜中のウォーキングも感慨深いものがありました。

これからは、一技師会会員として協力してまいます。ありがとうございました。

鹿児島県放射線技師会理事退任にあたって

鹿児島市医師会病院齊藤二郎

1期2年の短い任期ではありましたが、何かと至らぬ点も多かったと思います。会員

の皆様ならびに各理事の方々には大変お世話になり、この場をお借りしまして御礼申し

上げます。思い出としては支部研修会やリレーフォーライフに参加の際に改めて組織の

大切さを教わりました。今後は側面から協力をさせて頂きたいと思います。

最後に新年度の役員の皆様のご活躍と鹿児島県診療放射線技師会の益々の発展を祈

念しまして退任の挨拶と換えさせて頂きます。
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理事就任にあたって

鹿児島市立病院太田原美郎

この度、理事に就任いたしました鹿児島市立病院の太田原美郎です。

私たち診療放射線技師を取り巻く環境は、 2025年問題を見据えた厚生労働省による

医療費削減、予防医学の推進と抜本的な見直し、また、大学教育においては、文部科学

省のG型（グローバル）とL型（ローカル） への分別再編の提言など、大きな変化が訪

れようとしています。このような中、 診療放射線技師会には時代の変化に対応し、時代

を先取りした組織運営が求められているかと思います。それを実現していくためには組

織の強化、会員の資質向上というものが不可欠と考えられますが、会員の皆さまの協力

なくしては実現できるものではありません。

理事としてできることは僅かではありますが、今後、会員の方々にとりまして未来の

ある、そして魅力のある会にしていけたらと考えておりますので、皆さまのご協力を宜

しくお願いいたします。

理事就任にあたって

清泉クリニック整形外科渡盪義治

この度、総務理事・鹿児島市夜間急病センター管理業務を務めさせていただく事にな

りました清泉クリニック整形外科の渡邊義治です。

昨年の半ば頃に理事のお話をいただき、 「私にできるのだろうか？」と悩んだ時期もあ

りました、 6月の理事就任後、多岐にわたる会務の中、都度、諸先輩方からア ドバイス

をいただきながら務めており ます。

少しずつではあ りますが、「よしっ！まずはやってみよう！」とい う前向きな気持ちで

取り組めるよ うにな りました。

任期 2年間の中で少しでも会員の皆様にお力添えができますよ うに、1つ1つの会務を

丁寧に、また楽しみながら務めさせていただきたいと思います。

ご迷惑をおかけ致しますが、 よろしくお願いいたします。
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新理事着任のご挨拶
徳久整形外科松野下直美

この度、平成 27年度より、鹿児島県診療放射線技師会理事を、務めることになりま

した松野下です。

学術を担当させていただくことになりました。

初めての理事という任務で、また、理事経験者が傍にいない状況のなか、不安は少な

からずありますが、松本会長はじめ、学術担当の新村副会長・藤崎拓郎常務理事・藤崎

誠理事や、諸先輩の指導を仰ぎつつ、鹿児島県診療放射線技師会の運営•発展のお手伝

いが少しでもできるよう努めたいと思います。

女性ながら女性らしさの乏しい私ですが、私が理事になったことによって、女性技師

の方々にも身近に感じてもらい、より多くより積極的に鹿児島県診療放射線技師会にか

かわってもらえるようになればとも思う次第です。

不慣れではありますが、できる限りしつかり取り組む所存ですので、皆様、宜しくお

願いいたします。

理事就任にあたって

福利厚生西憲文

この度、理事改選に伴い平成 27年度から理事に選出されました鹿児島厚生連病院の西で

す。前任者の原口理事の福利厚生を引き継ぎホームページ等の担当をさせて頂きます。

鹿児島県技師会では平成 26年度まで鹿児島消化器画像研究会の世話人をさせて頂き、透

視関係に関する検査など色々と多くのことを学ばせて頂きま した。また、鹿児島超音波研

究会は引き続き世話人をさせて頂き、超音波の勉強をさせて頂こうと思っております。

理事の業務内容も把握できていない部分が多く、松本会長をはじめ皆さんにご迷惑をか

けることがあると思いますが、微力ながら頑張っていきたいと思っています。皆様よろし

くお願いします。

理事就任あいさつ

鹿児島市医師会病院吉村洋一

今期より編集広報理事を担当 させて頂きます、 鹿児島市医師会病院の吉村と申します。

松本会長新体制のもと、主に会報を通して個々の技師へのサポート、活動への参加促進等、

技師会運営へ協力したいと考えております。皆様にご迷惑かけることの無いよ う尽力して

まいりますが、至らぬ点は遠慮なくご意見いただければと思います。よろしくお願いいた

します。
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平成 27年 9月10日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会員各位

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長松本俊也

永年勤続表彰候補者のお知らせ

日本診療放射線技師会より功労表彰および永年勤続表彰候補者の案内が来て

おります。候補者は①功労表彰 ②永年勤続表彰 50年 ③永年勤続表彰 30年

の会員が対象となっております。この表彰の推薦は自己申告となっております。

功労表彰の要件はかなり厳しいですが、永年勤続表彰 30年は会費納入 15年

以上の会員で、特に賞罰で問題なければ推薦できます。また永年勤続表彰 50年

は永年勤続表彰 30年を表彰された方が対象となります。

該当されると思われる会員の方は鹿児島県診療放射線技師会として推薦いた

しますので申し出て下さい。

履歴書を記載して貰う必要がございますので早目に申し出て下さい。毎年、

各都道府県診療放射線技師会で4~5名の表彰者がおります。鹿児島県診療放

射線技師会ではなかなか申し出が無いようです。現在、勤続年数を総務に調査

をさせておりますが、会員の皆様方からの申請をお待ちしております。

なお、表彰は日本診療放射線技師学術大会の開会式で記念品と共に表彰状が

贈与されますが、特に学会場まで出かけて行かなくても後日郵送されて来るよ

うです。推薦の締め切りが平成 27年 11月 13日（金）までとなっており ます。

早めのご連絡をよろしくお願い致します。

連絡先

〒890-8520 鹿児島市桜ケ丘8丁目 35-1

鹿児島大学医学部 ・歯学部附属病院 臨床技術部

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会事務局

会長 松本俊也

TEL 099-275-5664 （放射線部受付） FAX 099-275-5915 

Mail: matumoto@m3. kufm. kagoshima-u. ac. jp 
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永年勤続表彰 30年（平成 26年度の表彰者）

1.室屋純一 2 0 7 8 7 

2.新村栄次 2 0 7 8 6 

3.竹元信秀 1 8 2 5 9 

永年勤続表彰 30年の対象者の方は 1983年（昭和 58年）以降に診療放射線

技師職に就かれた方です。その方は鹿児島県診療放射線技師会では約90名以

上おられ、平成26年度の対象者としては上記の 3名の方が表彰されております。

ご自身の技師職年数を確認され、もし 30年表彰のご希望があれば手続を致し

ますのでご連絡をください。ただし、 1度に推薦できる人数は限られますので早

く連絡をくださった方を優先とします。また、永年勤続表彰 30年受賞者の方で

50年表彰の基準を満たされている方もご連絡をお待ちしております。

よろしくご検討下さい。

以下に永年勤続 30年表彰対象者のリストを掲載致します。

ご確認ください。
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平成27年度・表彰対象者名簿

氏名（漢字） 会員番号 資格登録年月日 勤務先施設名

1米澤照彦 35102 1969/9/12 鹿児島徳之島保健所
2大久保光男 16763 1974/5/27 川内市医師会立市民病院
3久永健司 17880 1975/6/14 名瀬保健所
4出水田尚文 24209 1976/7/1 鹿児島県立北薩病院
5廣瀬洋一 22558 1977/5/10 国立療養所星塚敬愛園
6藤橋弘 28815 1977/5/10 川辺生協病院
7渡辺泉 24732 1978/6/9 今村病院
8穂満信行 20785 1979/5/28 鹿児島大学病院
9吉留正刀 21271 1979/5/28 パールランド病院
1 0 中村裕 21955 1979/6/9 井之上病院
11 古田正成 20866 1979/6/19 出水総合医療センター
12 下吉則孝 23188 1979/6/19 鹿児島県立薩南病院
13 中原隆重 26294 1979/10/17 県民健康プラザ鹿屋医療センター
14 本村登 22252 1980/5/22 独立行政法人国立病院機構南九州病院
15 村野和久 22364 1980/5/22 済生会川内病院
16 宮脇明光 22221 1980/5/31 湯田内科病院
17 太田原美郎 22359 1980/5/31 鹿児島市立病院
18 伊原孝志 23186 1980/5/31 南風病院・消化器病センター
1 9 橋口善治 21939 1980/10/1 鹿児島市医師会病院
20 竹之内学 22360 1980/11/26 今給黎総合病院
21 里隆照 22365 1981/5/14 鹿児島県立大島病院
22 濱田耕 22796 1981/5/14 加世田病院
23 飛松浩一郎 28813 1981/5/14 谷山生協クリニック
24 中山龍一 29176 1981/5/14 鹿児島県立薩南病院
25 末永浩一 22607 1981/5/16 鹿児島大学病院
26 重信隆彰 22797 1981/5/16 JA厚生連健康管理センター
27 田畑一文 28604 1981/5/26 鹿児島県立大島病院
28 茶園計義 31047 1981/5/30 鹿児島徳洲会病院
29 瀬戸和人 23189 1981/6/30 鹿児島市立病院
30 大迫正美 27457 1981/6/30 鹿児島県立大島病院
31 安田秀作 23386 1981/11/18 岩尾病院
32 隈元満広 31043 1982/5/24 鹿児島生協病院
33 餅原信広 26472 1982/5/31 県民健康プラザ鹿屋医療センター
34 鶴田正人 30402 1982/6/22 鹿児島徳洲会病院
35 児玉公輝 26099 1982/11/1 鹿児島県立北薩病院
36 飯伏順一 25571 1983/5/10 今給黎総合病院
37 吉谷正浩 31875 1983/5/10 肝属郡医師会立病院
38 隈元忍 26915 1983/5/12 パールランド病院
39 園田実郎 24831 1983/5/17 久木田整形外科病院
40 内田一久 26241 1983/5/17 肝付町立病院
41 松本俊也 24211 1983/5/25 鹿児島大学病院
42 前東純一郎 25013 1983/5/25 鹿児島県立大島病院
43 瀬戸口勲 25015 1983/5/25 河井脳神経外科
44 駒水義文 25757 1983/5/25 鹿児島県民総合保健センター
45 前床寿隆 29836 1983/5/25 ウエルフェア九州病院
46 長野秀行 31356 1983/5/25 大井病院
47 大迫良一 32931 1983/5/25 今給黎総合病院
執印裕之 吉井中央病院48 25018 1983/5/31 
前田哲也 鹿児島県庁保健福祉部健康増進課49 26293 1983/10/29 
50 斉藤二郎 ― 25539 1983/11/30 鹿児島市医師会病院
51 田上浩幸 29712 1983/11/30 鹿児島県立大島病院
52 河野正人 9650 
53 村山光生 9912 
54 鮫嶋宗俊 13150 
55 谷俊雄 19764 川内市医師会立市民病院
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平成 27年度九小卜1地域放射線技師研修会

テーマ「我々診療放射線技師がやるべき読影補助について（パートII)」

謹啓 初夏の候、皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

平素は九州地域放射線技師会の諸事業に格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、下記要項にて平成 27年度九州地域放射線技師研修会を開催いたします。

九州各県会員の皆様に是非ご参集頂けますようご案内申し上げます。 謹白

日 時 ：平成 27年 9月 12日（土曜） 13:30,--..__,18:00 

会 場：ホテルパレスイン鹿児島

（鹿児島市樋之口町8-2)

参加費： 500円（非会員 3,000円、学生／一般無料）

13: 30,...___, 開会挨拶 九州地域放射線技師会会長 廣木昭則

1. 情報提供 司会公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 松本俊也

13:35,--..__,13:55 「平成 28年度診療報酬改定に向けて」

講師 一般社団法人日本画像医療システム工業会 鍵谷昭典

2. 基調講演 司会九小卜I地域放射線技師会会長 廣木昭則

14:00,--..__,14:50 「日本診療放射線技師会の現状と将来」

講師 公益社団法人日本診療放射線技師会 会長 中澤靖夫

3. 特別講演 司会 九州地域放射線技師会副会長 江藤芳浩

15: 00,--..__,15: 50 「医療現場の最前線で、今何が起こっているのか？～読影補助と人材育成～」

講師社会医療法人共愛会戸畑共立病院 山本晃義

4. テーマ討論 司会九小1、I地域放射線技師会学術教育委員 増田康夫
司会 九州地域放射線技師会学術教育委員 藤崎拓郎

16:00~18:00 

「我々診療放射線技師がやるべき読影補助について

～ 九州地域の各モダリティーにおける読影補助の実際 ～」

1. 「X線単純撮影における読影・診断補助について」
医療法人同信会福岡整形外科病院 釘宮慎次郎

2. 「心臓CT検査における読影補助の実際」
（財）平成紫川会 小倉記念病院 松崎静信

3. 「MRI検査の質を高める読影補助」
社会福祉法人恩賜財団済生会熊本病院 沖川 隆志

4. 「乳房検査における読影補助の実際」
社会医療法人博愛会相良病院 岡本瑠美

18: 00,..__, 閉会挨拶 九ヽ州地域放射線技師会 副会長 ‘江藤芳浩
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5.情報交換会
18: 30,..____,20: 30 場所：ホテルパレスイン鹿児島 会費： 3,000円

（鹿児島市樋之口町8-2)

尚、この研修会参加の日本診療放射線技師会会員には、公益社団法人日本診療放射線技師会生涯

教育カウントとして 4.5C付加される予定です。

主 催：九）小I地域放射線技師会（公社）福岡県診療放射線技師会（公社）大分県放射線技師会
（一社）宮崎県放射線技師会（公社）鹿児島県診療放射線技師会(-社）沖縄県放射線

技師会(-社）熊本県放射線技師会

（一社）佐賀県放射線技師会(-社）長崎県診療放射線技師会

共 催 ：（公社） 日本診療放射線技師会

開 催： （公社） 鹿児島県診療放射線技師会

企画）九州地域放射線技師会 学術教育委員会

問合せ） （医）聖医会藤川病院放射線科内 TEL:0952-29-0311 増田康夫
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第10回
九州放射線医療技術学術大会／ゑ

「大会テーマ」

診療放射線技師のこれから，，i
～すべては未来に向けて ！、 ん，、

第61回九州放射線技師学術大会

第64回日本放射線技術学会九州支部学術大会
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第32回 ～かこしま市民すこやかプラン～
四芯寸屯
号加7.

．．き舌古！

--、
！ 

ー....( 

｀` ..．．．．_ ＼ 

I --・ i 

ゞ-/／ /‘ ミ・ジ／＇
‘,）．．--、プ~、 ／＾'／ /‘_、 9

ゞ
ノ‘

I ¥ 
＼．..一／）

。平成2710月4日（日） 〇墨匹息？。り；；z・芦）
午前10時～午後3時30分※受付は午前9時から午後3時まで

莞科で涅I定位験ができます（整理労不要｝ ！ 

“；け名9Z9
慇ぢ t 
予．：〗＇．

八八

0体力測定 I 
R血圧・血糖疇尿検奎

0鍼（はり）体険
0健頌体探・太極拳

0らくらく体操
0ぉ口の体操

戸麟ぎ戸＼寇邸攣

! it閲！屈ヱほ9

〈整理券が必要なコーナー〉

整理券は下記の時問にメインアリーナ入：：：：］

ば］ピー）で配在します2（無料）

●血管年齢測定

●骨密度測定

鬱マッサージ体験

9時］5分

93引5分
＇ 99き］5分 12時45分 l
i 

-----..... J 

卑 if,、世科医師蕊剤師・石箋師・栄祖士などに無科て相談できますeftりにもたくさん］
の相談コーナーが茫りま＾§ので詳しくは疇をこ翌ください' i 

吋
，; 年と口の健尿相菜
r , 

、 人i、ハ0歯みがき指導
＼ し

（ 

¥ 1▽o伍こしま市民すこ
1ハ、Itやかプラン紹介
ツ 0がん検診案内

栄蓑相談 .... 0薬の相談

糖尿病相談 芸;:'0禁煙相淡 ｀ゞ/ゾ、~:介誕相淡こが一｝ ¢> 占 ') 
-'.、 〇転倒骨折

提性特涵病四で至
四四；

〇諒護相談 べJ /、千 ＼ 予防相談二□鵠三：:::::、ふ§’R門儡
“9,t|E塁Z己9午後詈二詈1ま百。
「ピロリ菌をやっつけて胃がん予防！」

I 
‘̂ ..... し―し囀囀雙釦¢ -美園俊明先牛麟旦翠蒜朗 西川弘剛完竺巨鴨贖茎踪

日本人に多い阿がんの人のほとんどはピロリ菌が原因。除菌すれ
ば胃がんにかかりにくくなります。口がんとピロリ菌の関係・正しく
除菌する方法について医師と薬剤邸がくわしくお話しますc

J
i
i
i

~

ー
｝
倍

「
l
'
i
i
i
ー

ー

・

ズ

問
ィ

会

と

て
つ

サ

に

協

サ

ク

―

ク

士

）

ら

案

ク
ッ

ン

ナ

エ
ェ
ニ
ー

法
ン
つ
提
は
こ

チ

後

＿

コ

療
ョ9
え
を
勢
産
＇
ン
リ

姿

前

ト

ビ

美

産

摂

ハ

9
芦
と

い

筋

リ

県

卜

乗

の

方

な

底

の

ス

を

め
ン

む

き

け

埜

め

印
ン
ト
た

二七
J
 瓢三
[
[
[

分
分

，

図

凰

健

吾

性

ー

／

一
案

匂
一
（
霞
：
40

祠

1

3

J

面

女

／

時

時

襄

ヽ

ー
ー
＼

m-
f

：

し

＼

／
 

j
 ・・ ” マ ，； • 一 ＾ 

9 -l - ．＾ .．． ．: ・ 。 ;° . ;i: =、ロ ・こ和： ’` ・ • -- -

朧三AIf.うAl.91. ir·19 喪ょ•一凡、 文行を8 尖． ・ 1 賃必ス ●；i，.宍ぬ ・ビ上C·う ~已 ●喪 、“g,••';；；； 1、：さ,1全 〇箕．ンi.E，今菜mgt合 •腹．，忍料］ ⇒迅 —ご会 ●呼．，i．5以iri呂・.み二
●牲見息月泣：5．9釘が廷呑t ●’:t兌§}記？iが．5,l"iが姑，；；； ●性、兌息ih乎が{l:i:・".:D・玄 ●＇た．？ 島': ●‘←名：ご・i.<g炉．． 
・・ふ:・.,:;打i.;4:;:;,i_ ・tt兌!!-,"it!知百応．潰•3 打 '.:3ぷま ●を．？仕＝只王名笠弓沌・g目注廷・・さふ宝 ●f!`,せ!2旦翌．,::字；9．ロ・点 ●偲、t口g:’・ヱ玲"'.!.ミ、

•\•j・凡．也只せji ; ；1：ヱ~ご＇と ●、『児名只竺訊tm3.•:•.:: •iシ、門互<,!'I·.' 甚茶 ・・； ・'.：文 ●？．，; R．患駐災令か・2 .,n·,＂患心~紺・ク・、 ． ，・ 1 .. . . f,ら六 • ·"、送．9 ，31; ·ふ；．•し＇・・

・性芯民，い≪ ・̂；；；・文 ●全ゴ・i·;.．． 9ゞ tr．；•'·.;芸社．： i. 社i1 本き、 ●よ 且さ出．．••...·:·-·. ,.-1,,:.: •ぇ．咲・名 6 社；；•. y ：''.:}．苓 ‘.,,,i:.· ・てふ•; 
●：りに ;_~-?年 ・在、立弓t•7f· )' . . ;;;;, i .j.ii;;~ ・i江！二：ぢ汁なしう主 •笠宣 t 笠芍炉咋文衣 ニ^ ・、ク 、'.::''丘ぷ、：ぅ宝 •..._ .!.·;-ヲ勺〖尺五 i！えぎ
・希日;;:r午．． て ●＇ゞHなt:0ふがタス~；

-15-
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第32回～かこしま市民すこやかプラン～ 。平成27年
~10月4日（日）
受付午前9時～午後3時
開場午前10時～午後3時30分

〇鹿児島アリーナ
（鹿児島市永吉1-30-1)
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平成27年 8月17日

会員各位

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長松本俊也

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会南薩地域

理事野中康博

第 31回南薩地域定期研修会開催について

拝啓

皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

前回7月11日付け案内文書で伝達の通り、第31回南薩地域定期研修会を下記日程にて開催

いたします。会員の皆様には多数のご出席とご協力の程、宜しくお願いします。

記

開催日：平成27年 9月 19日（土）

時間： 15時～ 18時

会 場：ウエルフェア九州病院 2F研修室（電話0993-72-0055)

■研修会 (8月13日現在の内容です。以降の変更分はホームページにてお知らせいたします。）
1.会員発表

① 「肩関節撮影軸位撮影（変法）が有用であった一例」今林整形外科病院 福留三朗技師

② 「新規導入MRI更新手順と使用経験」 馬場病院長野勝悟技師、佐多洋二技師

2. 南薩継続企画～施設紹介～

①尾辻病院 （枕崎市）

②唐仁原内科クリニック （南さつま市）

3. メーカー講演

①「CT、MRI最新情報～臨床から技術まで～」

GEヘルスケア ・ジャパン CT営業推進部一番ヶ瀬敬様

GEヘルスケア ・ジャパン MR営業推進部 日比野茂 様

② 「クラウドサービス 『NOBORI』のご紹介」

テクマ トリ ックス株式会社福岡営業所長 田中知広 様

■交流交歓会
「みんなのゑびす家」 1 8時30分～ （3,000円程度の会費制）

【問い合わせ】

地域理事野中康博（菊野病院） 0993-56-1135

学術理事長野勝悟（馬場病院） 099-296-2611

学術理事 川 西義浩（じんごあんクリニック） 099-272-5151

◎非会員の方は参加費として 500円を徴収いたします。ご了承下さい。

◎出欠表を同封いたします。 FAXまたはメーカー便にて送付ください。
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連 絡 先
研修会、交流会、出欠表送付先等は以下の通りです。準備の都合上、研修会及び懇親会

について、出欠の意思表示を下記期日までに送ってください。「緊急連絡網」整備および作

成のため、所属技師数と登録数をお知らせください。皆様のご協力をお願いいたします。

都合が悪く欠席される会員もおられるかと思いますが、確認のため出欠表は必ず送付下さ

しヽ。

【送付先】

FAX 0993-56-5654菊野病院・野中宛て、 又はメ ーカー便にて。

【締め切り】

平成27年 9片 72日までこ送付下さい。

【交流交歓会】

会場；「みんなのゑびす家」（枕崎市西本町85 電話0993-72-1737)

時間； 18時30分～21時30分

会費 ；3,000円位で予定しています。

＊会場は研修会会場から車で7~8分。

＊会費は当日会場にて集めます。（キャンセル時も会費徴収しますのでご了解を ！）

＊会場は「南薩放射線技師」で予約してあります。

古懇親会のみの参加も大歓迎、お気軽に申し出てください。

【問い合わせ】

地域理事野中康博（菊野病院） 0993-56-1135

学術理事長野勝悟（馬場病院） 099-296-2611

学術理事 川 西義浩（じんごあんクリニ ック） 099-272-5151

―お願い一一—
口頭での不確実な受け付けはいたしません。面倒ですが“出席、欠席’'に関

わらず、所定の出欠表にて連絡ください。提出は FAX、及びメーカー便にて

お送りくださいますよう会員の皆様のご協力を願い致します。
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平成 27年 8月吉日

関係各位

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会 長松本俊也

地域理事 岡野 三男

第24回北薩地域研修会の開催について

拝啓

皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、標記の件につきまして下記のとおり北薩地域研修会を開催いたします。

尚、研修会終了後に情報交換会（懇親会）も開催いたします。

会員の皆様には多数のご出席とご協力の程、宜しくお願いいたします。

記

時

所
日

場
、

、

1

2
 

3、 内容

平成 27年 11月 14日 （土） 1 5時より

（医）栄和会寺田病院 3階 会議室

別紙 プログラムにて

◎送（g粟にて餅修芸・情親交換芸の出欠をE-mai]またはFAXにて
必ず11ガ 7Bまでに送（g願います。

送信先 E-mail 

FAX 

okano@ maruta.dr -clinic.jp 

0996-32-3541 

（医）杏林芸丸BJ病婉 闘野三男まで
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第 24回北薩地域研修会プログラム

司会 いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 灰床利隆

【1】 開会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会北薩地域理事 岡野 三男

【2】 会長挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会会長 松本 俊也

【3】 会員発表 座長 済生会川内病院 村野和久

① 「ダットスキャンの使用経験について」

県立北薩病院 吉福 淳

② 「造影エコーが有用であった症例」

出水郡医師会広域医療センター 高野亮一

③ 「下肢動脈撮影におけるプロトコルの検討」

出水郡医師会広域医療センター 入口雅実

④ 「スクリ ーニングCTCはじめました」

大海クリニック 森 宥貴

⑤ 「当院における Ai症例」

（医）栄和会寺田病院 春口良久

休憩 16 : 20 ~ 16 : 30 

【4】 講演 座長 ： 県立北薩病院 中山龍一

1. 『PEG （経皮内視鏡的胃痩造設術）について』

（医）杏林会丸田病院 岡野 三男

2. 『核医学検査 最近の話題～認知症編』

日本メジフィジックス株式会社 長畑敬大

【5】 閉会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会 北薩地域世話人 兒玉 康照

【6】 施設見学会 17 : 30 ~ 18: 00 

付扱丈柊公 五府飲み叔送公虎350 0ダ ／ g： 3 0ぶり祖劣：ず田店沈永fjふ之
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送信票
送信日 平成 年 月

日

〒896-0015 

いちき串木野市旭町83

送侶先
（医）杏林念丸田府院放射線室 岡野万男迄

E-m紅1 : okano@maruta.dr-clinic.jp 

FAX : 0996 -32 -3541 

発僧者 E-mail: 

施設名 FAX: 

送信内容 花薩地城協惰紀令 ． 懇親芸の出欠について

氏 名
鹿児島原診療放射線技願全 北薩地城笏修芸 懇親芸

芸貴 ・ 界全貴 出・欠 出・欠

芸員・葬芸員 出・欠 出・欠

委員・罪念貨 出・欠 出・欠

芸員・堺芸員 出・欠 出・欠

委員・渉芸貴 出・欠 出・欠

芸員・葬食員 出・欠 出・欠

試に中し訳ございませんが6名以上のえ抜はコピーにてお願いいたします。
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業務拡大に伴う統一講習会開催（鹿児島）のお知らせ

初秋の候、会員の皆様方におかれま しては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は鹿児島県診

療放射線技師会活動へのご理解とご支援頂きまして有難うございます。

さて、公益社団法人日本診療放射線技師会では、診療放射線技師法の一部改正に伴い、 診療放射線技師の業

務が拡大され、 新しく業務範囲に含まれる業務を安全かつ正確に実施するために、有資格者を対象に業務拡大に

伴う統一講習会を開催します。つきま しては、鹿児島県では、 下記日程で開催することとなりま したのでお知ら

せ致します。この機会に是非、 受講されますようお願い申し上げます。尚、今回は、 「静脈注射（針刺し除く）

に関する講習会」既受講者のみを対象にしていますので、ご了承下さい。

記

開催目的：業務拡大に伴う必要な知識、技能、態度を習得する

日時：平成28年 1月23日（士） 13:10~11:oo 

1月24日（日） 8 ： 5 0~ 1 7 : 4 0 

会場：鹿児島大学病院 総合臨床研修センター（新病棟8階）

受講料：会員13,000円 非会員50,000円

受購者数： 60名（定員になり次第締め切り）

内容： DVDによる講義（視聴）及び実習指導者による実習・演習

2 3日（土） 24日（日）

時間 時項 時間 時項

8: 10~8: 50 受付

8:50~9:00 10 オリエンテーション

9:00~9:50 50 講義 (DVD)下部消化管 1

9:50~10:40 50 講義 (DVD)下部消化管2

10:40~10:50 10 休憩

10:50~11:40 50 講義 (DVD)下部消化管3

ll:40~12:30 50 講義 (DVD)下部消化管4

12:30~13:20 50 昼休憩

12:40~13:10 受付 13:20~14: 10 50 実習・演習 下部消化管

13:10~13:30 20 開講式・オリエンテーション 14: 10~14:20 10 休憩

13:30~14:20 50 講義 (DVD)法改正 14:20~15:10 50 実習・演習 IGRT 

14:20~15:10 50 講義 (DVD) IGRTl 15:10~15:20 10 休憩

15:10~15:20 10 休憩 15:20~16:20 60 実習・演習 BLS 

15:20~16: 10 50 講義 (DVD) IGRT2 15:20~16:30 10 休憩

16:10~17:QQ 50 講義 (DVD) IGRT3 16:30~17:20 50 試験説明＆確認試験

17:20~17:30 10 休憩（確認作業）

17: 30~17:40 10 閉講式

申込方法：日本診療放射線技師会ホームページ (JART情報システム）より、お申込み下さい。

主催：公益社団法人日本診療放射線技師会 共催：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

問合せ ：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会事務局 099 (275) 5664 藤坂、藤崎まで
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業務拡大に伴う統一講習会（九州地域日程）

9月 5-6日 福岡県① ナースプラザ福岡

10月 3-4日 福岡県② 久留米大学医療センター

10月17-18日 長崎県① ]CHO諫早総合病院

11月28-29日 福岡県③北九J州市立看護専門学校

11月28-29日 長崎県②長崎県対馬病院

12月 5-6日 佐賀県 ]CHO佐賀中部病院

12月12-13日熊本県 熊本地区

12月26-28日沖縄県①

1月 9-10日 大分県

1月16-17日 沖縄県②

1月23-24日 鹿児島県鹿児島大学病院

1月23-24日 長崎県③上五島地区

1月30-31日 福岡県④福岡大学病院

2月27-28日 大分＆宮崎県
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「業務拡大に伴う統一講習会」， 
r- ----- ------------ ------- ----- - ------ --------- --- --------------------~ 
I 「業務拡大に伴う統一講習会」のカリキュラムには、過去に開催した「静脈注射（針刺しを除く） I 

l に関する講習会」と「注腸 X線検査臨床研修統一講習会」の内容を含みます。 I 

， そのため、これら講習会の受講実績により、受講料が異なります。
L------------------------------ ----- -- --- -- - --------------- ------ ----- ~ 

受諏料

15,000 Fl 

ー

2

4

|

13,000円 5,000円

肯争目代5主身寸 （金忙束」しを除く） に関する講習会修了者を優先します

J 今年度は、静脈注射（針剌しを除く）

会を優先的に開講します
- - - - - - - - - - - - - - - - - -

: .支払いパターン②と④の方が対象となります。また、静脈注射（針刺しを除 く）に関する講装の ： 
： 一部を免除いたします
： ・全ての方を対象とした購習会は、現在、開睛に向けて率備しておりますが、今年度は上記の講習 ： 
： 会を僅先しますので、ご案内までお待ちください
'-----------------------------------------------------------------------' - 1  以下の点にご注意ください I 

ィ申し込み後にキャンセルする場合、返金に必要な手数料は申込者のご負担となリます

J 間違えて申し込んだ場合には、 一度キャンセルしていただくことになリます。
ご自身が対象となる支払いパター ンを十分ご確認の上、お申し込みください

J 「イ彦了証」を JART情幸艮システムに登録されている自宅住所に郵送します。
お申し込み時に、登録内容に誤リがないかを確認してください

に関する講習会修了者を対象とした講習
浬
活
掴
涵
惹
涛
淀
翌
器
澪
埋
玲
宰
郡

瀕
1
2
2
~



講習会プログラム1例

通常謂翌会でのプログラム ＂屈庄射（針割しを除く）に閏する讃翠会畳講~7'11"場合

n四会1日目のタイムスケジュール（や考例：9:00スクートの場合）

|

2
5
1
 

印闇

1 7:30 

2 7:30-7:40 

3 7:40-8:00 

4 8:10~!:SO 

5 8:50-9:00 

6 9:00~9:SO 

7 9:50~10:40 

8 10:a0~10:50 

9 10:SO~ll:40 

10 11:40~1.l:50 

11 11:50~19:40 

12 口：,o~B:30

1 3 13:JO~ 14:20 

14 1"20~ 15:10 

15 15:10-15:20 

1 6 15:20~ 16:10 

17 16:10-17:00 

1 8 17:00-17:20 

19 17:20 

謂誓会2日目のタイムスケジュール（全考例 • 9:00スタートの場合）

玲間

1.;00 

2 B:10~8:SO 

3 8:S0~9:00 

4 9:00~9:SO 

5 9:50~10:<0 

6 10:40~10:SO 

7 10:50~11:40 

8 11:40~12:30 

9 12:30~13:20 

1 0 13:.0~1':IO 

11 1ヽ：10~14:20

12 14:20~15:10 

13 15;10~15:20 

14 15:20~16:20 

15 16:20~16:30 

16 16:30~17:20 

'7 17:20~17:30 

18 17:30~17:AO 

19 17:40~1810 

20 18:10 

稟JJI

集合

10全体ミーティング

20会場は宮

40受付

10間蹟式・オリエンテーション

”コ沢 (DVD放峡）＂駈注財 IRII9,

印講和 (DVD軟映） h？脈注射IPJ(K

10休懇

”1#1¥l (DVD政映） m訳注J}j閲（争
10休l!!II準鑽）

50※実賣・濱四 nll注射
50昼休懇

四衣 (OVDfu映）法改正

匹 ill(DVD股映） IGRT

10体懇

”l¥'I (DVD政映） IGRT
”培荘 (DVD欣映） IGRT

20散窪の片づけなど

1日目修7

事項

繹含

40受付

lOIJII鵡式・オリエンテーション

50噴荘 (OVO政映） 下闇泊9し密

501#¥1: (DVD放峡）下郎消II：性

m体想

50悶茂 (OVO欣峡）下闇：n化行
10鳩f!1(DVD政袂）下部消化を

50墨体懇

50※冥賢・濱日下B9渭化管

10体懇および準儡

50※実詈・濱誓 IGRT 

10体懇および準瀾

印※冥冒・濱輩 BU

ID休憩および渾磁

90※ltlll設閉及び遭氾訳験

10船吝mI血収・讀1ヤ梨

IO閉n式
30歓宣の片づけなど

鰈敗

講詈会1日目のタイムスケジュール（参考例：9:00スタートの場合）

碍間 事項

免除

12,,o~u,10 

12 13:10~13:30 

13 13：印～1':20

14 14:20~15:!0 

1 5 15:10~ 15:20 

16 1s,20~16,10 

17 16:10~17:00 

18 17:00~ 17:20 

19 17:20 

受付

SOオリエンテーション

so埠表 (DVD放映）法改jE

50111荘 (DVD政映） IGRT

10休憩

so麻 (DVD欣映） IGRT
so切:i5!(DVD政映） IGRT

20軟露の片づけなど

1日目修了

謂翌会2日gのタイムスケジュール（誓考例：9:00スタートの場合）

"/VI 
1 8'00 

2 8:10~8:SO 

3 8：印～9:00

4 9:00~9:50 

6 9:50~10:40 

6 10:40-10:50 

7 I0:50~11:40 

8 11:40~12:30 

9 12:30~1':20 

10 13:20~1ヽ：10

11 14:10~ 14:20 

12 Iヽ：20~15:10

13 15:10-15:20 

14 15:20~ 16:20 

1 5 16:20~ 16:30 

16 16:30~ 17:20 

17 17:20~17:30 

18 17:30~17:40 

19 17:40-1810 

20 18:10 

事項

累合

40受付

10間綱式・オリエンテーション

50日荘 (DVD孜映）下関が1il；セ

SO!R荘．（DVD改映）下邸泊化世

10休懇

”荘 (DVD放映）下部消化世

101#壼 (DVD寂映）下邸消化営

so墨体憩

50※実醤・濱習 下郎渭化胃

10体憩および準償

so※実E・濱四 IGRT 

10休憩および準四

60※実甘・濱翌 BLS

10体懇および準償

20※肛験設閉及び覆比保嘘

10鮒答用紙回収 ・誼屁作煤

10閉講式

30軟宣の片づけなど

閤散

注IIX樟検葦航ー講醤会受講修T'ltの場合

謂翌会1日日のタイムスケジュール（や壽例：9:00スタートの場合）

闘間

1 7:30 

2 7:30~7:40 

3 7:40~8:00 

4 B:10~8:SO 

5 8:50~9:00 

6 9:00～9:50 

7 9:S0~10;40 

8 10:40~10:SO 

9 10:S0~11:40 

1 O 11:<0~ 11:SO 

11 ll:SO～立：40

12 12;40~13:30 

93 13:30~l4:20 

14 14:20~15:10 

15 15:10~ 15:20 

16 15:20~16:10 

17 16:10~17:00 

18 17:00～17:20 

19 17:20 

詩1111

10 13:30~14:00 

1 1 14:00~14:20 

1 2 14:20~15!10 

, a 1s,10~1s:20 

1 4 15:20~ 16:20 

1 5 16:lO~lG:30 

16 16:30~17:20 

17 17'20~17!30 

1 B 17:30~17:40 

19 1N0~1810 

20 18:10 

事項

集合

10全体ミーティング

20会場殷営

40受付

10開n式・オリエンテーション
SOl/1西（印0攻映）”煎江n姐ll,9
SOl/1匹 (DVD政映） n＂註 r．射閲(K
10体懸

so講和 (DVo政映） 1，9訳注射間(K

10休憩1準!.1)

so※実誓・濱翌9"脈注対
so昼休懇
so濃和 (DVD成映）法改正
SOl/1,'ll (ova放映） IGRT

JO休団

501/1洒 (DVO政映） IGRT

SOl/1~ (DVD政映） IGRT

20軟宣の片づけなど

1日目修7

講営会2日目のタイムスケジュール（や考例：9：OOスクートの場合）

事項

免除

印受付

10オリエンテーション

so※実誓・演誓 IGRT 

10休堕および導臼

,o※賓誓・漬翌・LS
10体懸および準偏

20;/lは該説明及びII~は腹

10解吝m捐回収・ 硝111(r累
10閉讚式

30牧霊の片づけなど

“" 

＂ぽ注討および注騒x"検査の受講修7者

籟曰会1日日のタイムスケジュール（＂ 考例：9:00スタートの場合）

閃間

免除

12:10-13:10 

12 13:10-13:30 

13 13:30-14:20 

14 l●:20-15:10 

1 5 15:10-15:20 

16 15:20-16:10 

1 7 16:10-17:00 

18 17;()()~17:20 

19 17:20 

時間

1 0 13:30~ 14:00 

11 1':00~14:20 

12 14:20-15:10 

13 15:10~ 15:20 

14 15:20-16:20 

15 16:20-16:30 

16 16;30~17:20 

17 19:20~17:30 

18 17:30~17:<0 

19 17:40~1810 

20 IB:10 

哀項

受付

soオリエンテーション

5四沢 (DVD政映）法改正

SOl;;,11 (DVD放映） IGRT

10体懇

50訊ill(DVD政映） IGRT

50ぶill(DVD放映） IGRT

20敦査の片づけなど

1日目修7

n日会2日目のタイムスケジュール（や考例：9衣）スクートの場合）

寧JJI

免除

S-0受付

10オリエンテーション

50※冥冒・濱誓 IGRT 

10体懇および準偽

印※冥誓・濱響 BLS

10休懇および準偽

lO※匹説明及び菫認肛該

10闘磁醸ヽ誼認僭

10閉慎式

30較定の片づけなど

肝散
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診療放射線技師の追加講習カリキュラム（案）
【一般目標］

〇診療放射線技師の資任及び業務の範囲を理解し、感染管理及び医療安全に配慮して、造影剤の投与など適切に検査に伴う行為ができる能力を身につける。

0造影剤の投与に伴う危険因子を認識し、特にアナフィラキシーなど重篤な合併症の発生時に適切に対処できる能力を身につける。

0造影剤の投与などの検査に伴う行為は医師又は歯科医師の指示の下で行われる宰を認識し、責任をもって対応する。

I 項目 i 達成目標 時限

法律、倫理に関する知諾 1 I診療放射線技師法に関する法的知識及びその責任範囲、医療倫理について説明できる。

1造影剤に関する薬理を説明できる。

響戸I:l:::;：::；ここ：；：：：：ロニて説明できる。
41アナフィラキシー等を含めた剤作用が発生した培合に速やかに医師等に速絡し` 自らが一次救命処箆(BLS)を実施できる。（シミュレーション）

51適切に感染管理及び医控安全対策を行い` 安全に静脈路の抜針及び止血ができる。（シミュレーション）
|

2

6
ー

5 

1検査を受ける患者の心理や高齢者・女性にも配慮した接遇について説明できる。

下部消化管検査に関 2肛門及び直腸を含む下部消化管に関する解剖を説明できる。

する業務に必要な知 3下部消化管検査における造影剤に関する薬理を理解し、安全に造影剤及び空気を注入する方法について説明できる。 5 
識・技能・態度

4感染管理及び医療安全対策について説明できる。

5下部消化管検査において、適切I::hテーテル挿入部を硝認し、肛門よりカテーテルを挿入して』安全に造彩剤及び空気を注入できる。（シミュレーション）

1検査を受ける患者の心理や高齢者・女性にも配痘した接遇について説明できる。（再掲）
画像誘導放射線治療

2肛門及び直腸を含む下部消化管並びに前立腺や子宮などの骨盤内臓器に関する解剖を説明できる。(image-guided 
radiotherapy : IGRT) 3骨盤内職器がんに対するIGRT(J)内容を理解し、安全に空気を吸引する方法について説明できる。 4 
に関する業務に必要

4感染管理及び医療安全対策について説明できる。（再掲）な知識・技能・態度

5適切にカテーテル挿入部を確謡し、安全に肛門よりカテーテルを挿入することができる。（シミュレーション）

巴
吝

且
1 6 

※1時限＝50分
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都道府県医務主管部（局）長 殿

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

医政医発0331第2号

平成27年 3月31日

厚生労働省医政局医事課長

（公印省略）

診療放射線技師法及び臨床検査技師等に関する法律の一部改正の施

行等について

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備

等に関する法律」 （平成26年法律第83号）、 「医療法施行令等の一部を改正する

政令」，（平成27年政令第46号）及ぴ「診療放射線技師法施行規則及び臨床検査技

師等に関する法律施行規則の一部を改正する省令」 （平成27年厚生労働省令第18

号）により、診療放射線技師及び臨床検査技師の業務範囲が見直され、本年4月

1日から施行されます。

これらの改正の内容については、 「医療法施行令等の一部を改正する政令の公

布について」 （平成2，7年 2月17日医政発0217第 8号）等により、厚生労働省医政

局長から都道府県知事宛てに通知されたところですが、これに関する留意事項は

下記のとおりですので、貴職におかれましては、その内容を御了知いただくとと

もに、貴管下の市町村（特別区を含む。）、医療機関、審査支払機関、関係団体

等に周知をお願いいたします。

記

第一 診療放射線技師の業務範囲の見直しについて

(1)新たな業務に関する留意事項

診療放射線技師の業務範囲に新たに追加される行為は、以下の 3つであるこ

と。

① 静脈路に造影剤注入装置を接続する行為（静脈路確保のためのものを除
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

く。）、造影剤を投与するために当該造影剤注入装置を操作する行為、当

該造影剤の投与が終了した後に抜針及ぴ止血を行う行為

② 下部消化管検査のために肛門にカテーテルを挿入する行為、当該カテー

テルから造影剤及び空気を注入する行為

③ 画像誘導放射線治療のために肛門にカテーテルを挿入する行為、当該力

テーテルから空気を吸引する行為

「造影剤を投与するために造影剤注入装置を操作する行為」とは、造影剤注

入装置のスイッチを押す行為のみを指すものであること。

また、 「造影剤を投与するために造影剤注入装置を操作する行為」において

は、造影剤の血管からの涸出やアナフィラキシーショック等が生じる可能性が

あるため、診療放射線技師は、医師や看護師等の立会いの下に造影剤注入装置

を操作するものであること。

(2)新たな業務の研修に関する留意事項

診療放射線技師が新たな業務を行うに当たっては、法令により、研修の受講

が義務付けられているものではないが、その養成課程において新たな業務に係

る教育を受けていない診療放射線技師については、医療安全の確保の観点から、

新たな業務を行うに先立って、公益社団法人日本診療放射線技師会が実施する

研修を受ける必要があること。

また、当該研修における教育の内容は、別添 1の表に掲げる内容以上とし、

同表に掲げる達成目標に到達する必要があること。

第二 臨床検査技師の業務範囲の見直しについて

(1)新たな業務に関する留意事項

臨床検査技師の業務範囲に新たに追加される行為は、以下の5つの検体採取
及び2つの生理学的検査であること。

く検体採取＞

① 鼻腔拭い液、鼻藉吸引液、咽頭拭い液その他これらに類するものを採取

する行為

② 表皮並びに体表及び口腔の粘膜を採取する行為（生検のためにこれらを

採取する行為を除く。）
のう

③ 皮膚並ぴに体表及び口腔の粘膜の病変部位の膿を採取する行為

④ 蘊籐、命皮その他の体表の付着物を採取する行為
ふん

⑤ 綿棒を用いて肛門から数便を採取する行為

く生理学的検査＞
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

① 基準嗅覚検査及ぴ静脈性嗅覚検査（静脈に注射する行為を除く。）

② 電気味覚検査及びろ紙ディスク法による味覚定量検査
のう

「皮膚並びに体表及び口腔の粘膜の病変部位の膿を採取する行為」について、

蘊であるか否かが明らかではない滲出液等の採取も含むものであること。

(2)新たな業務の研修に関する留意事項

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備

等に関する法律（平成26年法律第83号）附則第32条第 1項の規定により、平成

27年4月1日において現に臨床検査技師の免許を受けている者等が新たな検体

採取を行おうとするときは、あらかじめ、厚生労働大臣が指定する研修を受け

なければならないとされているが、臨床検査技師が新たな生理学的検査を行う

に当たっては、法令上、研修の受講は義務付けられていない。

しかしながら、その養成課程において新たな生理学的検査に係る教育を受け

ていない臨床検査技師については、医療安全の確保の観点から、新たな生理学

的検査を行うに先立って、一般社団法人日本臨床衛生検査技師会が実施する研

修を受ける必要があること。

また、当該研修における教育の内容は、別添2の表に掲げる内容以上とし、

同表に掲げる達成目標に到達する必要がある こと。
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診療放射線技師法施行規則及び臨床検査技師等に関する法律施行規則の

一部を改正する省令について

I 診療放射線技師法施行規則の改正の内容

0 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法

律（平成26年法律第 83号。以下「医療介護総合確保推進法」という。）により、診療放射線

技師の業務範囲を見直すため、診療放射線技師法（昭和 26年法律第 226号）の一部が改正さ

れ、平成27年4月1日から施行することとされている。

〇 具体的には、診療放射線技師法第 24条の2の規定が改正され、診療放射線技師の従来の業

務（人体に対する放射線の照射及びMRI等を用いた検査）に関連する行為として厚生労働

省令で定めるものが、新たに診療放射線技師の業務範囲に追加することとされたことから、

この「厚生労働省令で定めるもの」として、以下の行為を定める。

① 静脈路に造影剤注入装置を接続する行為（静脈路確保のためのものを除く。）、造影剤を

投与するために当該造影剤注入装置を操作する行為並びに当該造影剤の投与が終了した後

に抜針及び止血を行う行為

② 下部消化管検査のために肛門にカテーテルを挿入する行為並びに当該カテーテルから造

影剤及び空気を注入する行為

③ 画像誘導放射線治療のために肛門にカテーテルを挿入する行為及び当該カテーテルから

空気を吸引する行為

11 臨床検査技師等に関する法律施行規則の改正の内容

〇 医療介護総合確保推進法により、臨床検査技師の業務範囲に一定の検体採取を追加するた

め、臨床検査技師等に関する法律（昭和 33年法律第 76号）の一部が改正され、平成27年4

月1日から施行することとされている。

〇 この「一定の検体採取」の内容については、別途、政令で定めることとしているが、この

業務範囲の見直しに併せて、臨床検査技師等に関する法律第 2条で臨床検査技師の業務とさ

れている「厚生労働省令で定める生理学的検査」として、以下の検査を追加する。

① 基準嗅覚検査及び静脈性嗅覚検査（静脈に注射する行為を除く。）

② 電気味覚検査及びろ紙ディスク法による味覚定量検査

I11 根拠条文

診療放射線技師法第 24条の2第2号、臨床検査技師等に関する法律第2条

w 施行期日

平成27年4月1日
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診療放射線技師学校養成所指定規則及び臨床検査技師学校養成所指定規則の

一部を改正する省令について

I 改正の趣旨

〇 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律

（平成26年法律第83号）の一部の施行等により、平成27年4月1日から、診療放射線技師及

び臨床検査技師の業務範囲が拡大されることになる。

（参考 1)新たに診療放射線技師の業務範囲に追加される予定の行為

① 静脈路に造影剤注入装置を接続する行為（静脈路確保のためのものを除く 。）、造影剤を投与するた

めに当該造影剤注入装置を操作する行為並びに当該造影剤の投与が終了した後に抜針及び止血を行

う行為

② 下部消化管検査のために肛門にカテーテルを挿入する行為並びに当該カテーテルから造影剤及び

空気を注入する行為

③ 画像誘尊放射線治療のために肛門にカテーテルを挿入する行為及び当該カテーテルから空気を吸

引する行為

（参考 2)新たに臨床検査技師の業務範囲に追加される予定の行為及び検査

① 鼻腔拭い液、咽頭拭い液、鼻腔吸引液等を採取する行為

② 膿、 表皮、 粘膜等の表在組織を採取する行為

③ スワプにより 便を採取する行為

④ 基準嗅覚検査及び静脈性嗅覚検査（静脈に注射する行為を除く 。）

⑤ 電気味覚検査及びろ紙ディスク法による味覚定量検査

〇 これに伴い、診療放射線技師及び臨床検査技師の養成課程における教育内容の見直しを行う。

II 改正の内容

〇 診療放射線技師の学校又は養成所として指定を受けるための教育内容の基準について、「人体

の構造と機能及び疾病の成り立ち」の単位数を 「12単位」から「13単位」に改めるとともに、

新たな教育内容として「医療安全管理学 1単位」を追加する。

〇 臨床検査技師の学校又は養成所として指定を受けるための教育内容の基準について、「人体の

構造と機能」の単位数を「7単位」から「8単位」に改めるとともに、新たな教育内容として

「医療安全管理学 1単位」を追加する。

〇 その他所要の改正を行う。

皿経過措置

〇 この省令の施行の際、現に指定を受けている学校又は養成所において診療放射線技師又は臨

床検査技師として必要な知識及び技能を修得中の者に対する教育の内容は、なお従前の例によ

ることができる。

IV 根拠条文

診療放射線技師法施行令（昭和 28年政令第385号）第7条

臨床検査技師等に関する法律施行令（昭和 33年政令第 226号）第 10条

v 施行期日
平成27年4月 1日
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報 告 鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

．
 

平成 27年度（公社）鹿児島県診療放射線技師会 春季学術大会 開催報告

恒例により、平成 27年度（公社）鹿児島県診療放射線技師会の春季学術大会が、平成 27年6月

21日（日）に鹿児島大学医学部保健学科共通講義棟5F503講義室にて開催された。

演題は、いつもの様にモダリティが多岐に渡り、 8演題のエントリーがあった。参加者数は、 77名で、

会場からの質疑も多く、熱心な大会となった。又、今回は、セッションの間に鹿児島在住の洋画家

佳月優先生の特別講演を行い、数学的観点からの絵画の見方や、芸術家としての先生のはなしが

聞けて非常に有意義な時間となった。

是非、発表者には更に研究を進められ、今年宮崎県で行われる第 10回九州放射線医療技術学

術大会にもエントリーして頂きたいと思います。尚、鹿児島県診療放射線技師会では、秋季学術大

会を大島地域で開催予定ですので、多数の発表と参加をお願い致します。

「学術大会プログラム」

【セッション 1】 13時 30分～14時 30分

座長鹿児島大学医学部歯学部附属病院

1. 320列CTの初期使用経験について

大隅鹿屋病院放射線科

坂下周一郎

田中謙太郎

2. 携帯型迅速クレアチニン測定装置を利用した造影検査前腎機能測定の有用性について

鹿児島市立病院 木原悠太

3. 当院における警察依頼の Aiの現状

医療法人一誠会三宅病院 日高浩文

4. AERA1.5TMRIにおける新しいソフトウェアバージョン(syngoMREll)の使用経験

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 本村克朗

【特別講演】 14時 30分～15時 30分

「芸術と数学と私」

洋画家 佳月優先生

【セッション 2】 15時 30分～16時 30分

座長公益社団法人鹿児島共済会南風病院 藤崎誠

5. 医療用高精細モニタの品質管理と当院での運用報告

鹿児島市立病院 米田寛彬

6. 当院における装置の時間のずれの現状

霧島市立医師会医療センター

7. 当院における放射線障害予防規程の改正

池田隆太

公益財団法人昭和会今給黎総合病院 小屋俊彰

8. ファントムを用いた SEPCT・CT撮像における再構成技術 xSPECTの検証

一骨シンチ SPECT・CT撮像条件における定量性について一

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 藤坂智史
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「参加者」

浅井愛邦，池田睦，池田隆太，石本裕二，石山重行，市木由美，市園淳二，

井ノ上祐二，梅北陽平，大久保光男，大園健一，太田原美郎，岡野三男，梼祐幸，

上川智弘，川西義浩，木原悠太，木屋尾祐太朗，隈元満広，高田橋司，児玉公輝，

小屋俊彰，小屋保浩，西郷康正，斉藤 二郎，坂下周一郎，佐々木雅史，佐藤洋一，

鮫嶋宗俊，島児末治，下園大介，新村栄次，瀬戸和人，園田実郎，園田隆，

竹之内学，田中謙太郎¥,田中嵩人，田畑 ー文，中島さおり，中島祐二，長野勝悟，

中村純雄，永山 照明，西憲文，野中康博，萩原純久，橋口満，林六計，原口織歌，

原口誠，日高浩文，平賀真雄，平田勝，福山直樹，藤坂智史，藤崎拓郎，

藤崎誠，淵脇崇史，穂満信行，穂山和章，前床寿隆，松野下直美，松本俊也，

丸尾美由紀，室屋純一，本村克朗，山口信夫，山下友也，山本 愛，吉見公作，

吉村洋一，米田寛彬，渡邊義治， 山下 貴大，浮田裕，森ゆうと（敬称略順不同）

坂下周一郎氏

り←

た
L'

新村 栄次氏

田中 謙太郎氏 木原 悠太氏
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日高浩文氏 本村克朗氏

▲ヽ

佳月優先生 藤崎誠氏

米田 寛彬氏 池田 隆太氏

小屋俊彰氏 藤坂智史氏
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携帯型迅速クレアチニン測定装置を利用した造影検

査前腎機能測定の有用性について

鹿児島市立病院放射線技術科木原悠太

「背景」

CT検査を行う上でクレアチニン値は造影検査の可否を決める重要な値とな

る。しかしながら、採血結果が出るまでに長時間要する場合があり、患者の待

ち時間の増加、クレームの原因につながる場合がある。

今回当院では、クレアチニン値を迅速に測定するため携帯型迅速クレアチニ

ン測定装置 スタッ トセンサー（以下、スタットセンサー）を導入したので、

この使用経験を報告する。

0スタットセンサーの使用方法

装置の電源を入れ、テストストリッ

プを装着、先端に血液を点着し 30秒

ほど待ちます。解析終了するとクレア

チニン値が表示されます。検体は検査

部の検査用検体と同時に採血した静脈

血としています。

造影 CTではeGFR値で可否を判断

するため当院では、このクレアチニン

値を性別、年齢とともに RIS上のエク

セルに入力し、 eGFR値を求めています。

「方法」

スタットセンサーを使用した

クレアチニン値測定方法

StヨtSensor ~press-, 
(novョbiomedicョI)

1翼スタットセンサーのテストス
リップの先端に血液を点着し、
30秒ほど待つ。

2 クレアチニン値測定結果が表
示される。

3，エクセルを使用厄GFR値へ変
換する。

1. 2014年 11月～2015年 1月までに行われた CT検査をもとに血液検査のク

レアチニン値と携帯型迅速クレアチニン測定装置での結果の比較を行った。

2.携帯型迅速クレアチニン測定装置を使用することで、造影検査開始までの

時間の変化を調査した。
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「結果」

1.従来の血液検査のクレアチニン値の結果と携帯型迅速クレアチニン測

定装置での結果で 70％が誤差率 20％以内の範囲にあった。値の中には

誤差率が 40％を超えるものも見られた。

2.造影検査開始までの時間が 40分程度短縮した。

検査室測定機器として東芝 アボットの Ci16200を使用している。測

定原理は、スタットセンサーでは酵素電極法、 Ci16200では酵素法が用

いている。測定時間は、スタ ットセンサーでは 30秒、 Ci16200では遠心

分離 10分を含む 25分となった。結果が表示されるまでの時間はスタッ

トセンサーでは 30秒、 Ci16200では平均して 35分となった。なお、

Ci16200での結果表示時間は、採血終了より電子カルテヘの結果が通知

されるまでの時間とした。

結果1
表スタットセンサーと検査室測定梅器比較

測定原理 酵索両極法 酵索法

検体
全血（動脈血、萄脈血、毛繕

血渚、血碩、尿
血菅血）

サンブル呈 1.2μL 2.5μL 

測定範囲 0.3-llmg/dl Q_l-lOOmg/dL 

QC QC溶液 QC溶液

測定0寺間
ー，

30秒 25分（速心分躍10分含む）

結果表示までの時惜l 30秒 30~40分

スタットセンサーと検査室測定機器のクレアチニン値の相関に関して

は、テストストリップ4を除くと良い相関があった。個々の値を見ると、

全体の 70％が誤差率 20％以内の範囲にあった。しかしながら、値の中に

は誤差率が 40％を超えるものも見られた。また、テストストリップ間で

の差も見られた。
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結果2 結果2
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図スタットセンサ・ーと検査室測定機器 クレアチニンi直誤差率分布

スタットセンサーと検査室測定機器との値に誤差が生じた要因として、

測定原理の違いが考えられる。スタッ トセンサーの測定原理として、酵素電

極法が用いられている。酵素電極法は、 クレアチニンの濃度に比例して発生

した電子流を電気化学法により検出し、検体中のクレアチニン濃度を測定す

る方法である。全血を使用する場合は、 血液中の血清濃度に依存する。この

ため、テストス トリップに点着する血液量に値が左右される。一方、検査室

の測定機器では、酵素法により、遠心分離して生成した血清と酵素により発

生したキノン色素量から吸光度を測定することでクレアチニン濃度を求め

す。この測定原理の違いが、誤差を生じさせたと考える。

誤差が生じた要因 誤差が生じた要因
・ス羹・：，＇， トセンサーの測定原理：酵素電極法

クレアチニン＋0戸酵素1➔比02
出0けフェロ シアン 化合物＋酵素2➔フェリシアン化合物＋

比0
フェリシアン化合物＋ ➔フェ ロ シアン化合物
※酵索1：クレアチニンアミドヒドロラーゼ、クレアチンアミジ．）
ヒドロラーゼ、ザルコシンオキシタ‘ーゼ

※酵栞2：ベルオキジ§'ーゼ

クtノアチニ，度に比例して発生した霊子足を電気化学法によ
り庚出し、検本中（むクレアチニン濃度2凋lj疋する。

⇒命町を使用するため、佃液中の佃清濃席に依存
，
、

/
r
 ｀
 

t
 

・検査室測定椴器の測定原理：酵秦法
クレアチニン ＋ H20＋酵素 1➔クレアチン
クレアチン＋凡〇＋酵泰2➔サルコジン＋尿素

ザルコシン＋ H10+ 02十酵素3➔ 凡01 +，グリシン＋
ホルムアルデヒド

2H凸＋4-AA十色体＋酵素4 ➔ 色専~，キ 色主 ＋4H20 
※酵索1：クレアチニンアミドヒドロラ •ーゼ
※酵索2：クレアチンアミ:).Jt:ドロラーゼ
※醇索3：サルコシンオキシタ＇．ーゼ
※酵索4：ペルオキシぎ＇ーゼ’

生成したキノン色素の吸光度を測定することでクレアチニン濃度を
測定．3
⇒血清・血漿を使用するた1l奴血液中の血清濃雨に怜存しない＾
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テス トス トリ ップ4について、平均 25％の誤差があ り、検査室のク レ

アチニン値と大きな解離があった。この原因を追究すると、テス トスト

リップの不適切な管理が原因であると分かった。テストストリップは、

バイアル開封航は、 2~8℃で冷蔵保存しなければな らないが、冷蔵庫の

扉付近においていたため、温度変化が大き くテス トストリ ップの品質が

低下した。

品質の低下に早く気付くためにはこまめな QCを行う必要がある。

「考察」

誤差が生じた要因

・テス ト ス f• リ ップの適切な管理

バイアル開封前：2~8℃ （有効期限24ケ月）

バ•（アル開封後 ： 15~30℃（有効期限3ケ月）

⇒温度変化の大きい場所に置くと、テズト
ストリップの品質の低下を招く

・適切はQC

クレアチニンQC溶液を使用したQC

携帯型迅速クレアチニン測定装置を使用することで、クレアチニン値を迅速

に知ることができた。また、造影検査開始までの時間が短縮し、診断と治

療をさらに迅速に行うことができた。しかしながら、血液検査の結果と比

較し、値の誤差が大きくなる場合があった。この対策として定期的な QC

が必要となる。
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当院における警察依頼Aiの現状

三宅病院放射線部 日高浩文

【目的】 Ai（死亡時画像診断）は解剖と比較し、需要は高まっている。当院における Aiは

警察依頼に特化しており、鹿児島県警との提携により、死亡が確認された方の死因特定・

事件性の判断を目的とした Aiの依頼を受けている。この検査を円滑に行うために 「検査

の流れ・感染防止・撮影方法」などを検討し取り組んでいる。当院で行われた Aiの現状

と症例を報告する。

【Aiの実施手順】

当院での記は放射線科医師3名と診療放射線技師4名で対応し、かごしま救急医療遠

隔画像診断サービス事業協力機関でもあり 、他院で行われた Aiの画像診断にも対応し

ている。

【Ai検査時における感染防止】

当院での Aiは警察において遺体収納袋に保護されて搬入されるため、汚染の危

険性は比較的低く検査ができている。

【検査の現状】

戸 1

検査件数は平成 24年 7月から平成 27年 3月で 55件、 事件性のある症例は 0件、

自殺が4件、事故が4件でした。 性別は男性が 7割、女性が 3割で、年代別はどの
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年代でも優位性は認めません。死亡推定時刻から Ai開始までの時間は約 73％の症

例で 24時間以内に行われているが、 7.3％は 3日以上経過しています。この時間に

より、遺体も腐敗が進み画像にも影響してきます。Ai診断による死因の分類では

溺死が 10件、脳障害が 7件と多く、死因不明は 27件ありました。溺死が多いのは、

入水自殺や転落事故によるものです。

【撮影条件】使用機器： GE社製 Optima CT660 Pro (64列）

＊頭頚部はヘリカル撮影し、頭部はコ ンベンショナル撮影を追加している

120Kv、350mA、ls、ST: 5mm、FOV32 ASiR 30% （ヘ リカル撮影）

120Kv、200叫、 2s、ST: 5mm、FOV22 ASiR 10% （コンベンショナル撮影）

＊胸・腹部・骨盤部・両上・下肢（ヘリカル撮影）

120Kv、Auto、1.Os、ST: 5mm、FOV50 ASiR 10% 

＊胸部は肺野条件を 2.51nmで再構成し、画像再構成用に 1.25mmも作成し必要に

応じて 3D • MPRなど画像構成を行う

【症例 1】死因の特定のためAi依頼

年齢・性別 46歳男性

発見日時 5月 25日 9: 00頃

死亡推定日時 5月 24日 夜頃

発見状況

通行人が駐輪場で倒れているのを発見

検視結果

特異外傷等なしで死因特定できず

Ai所見

上行大動脈に大動脈解離を認め、心膜内に

大量の血液と心嚢液が貯溜しており、

心タンポナーデによる循環不全あり

両肺に胸水と肺水腫も認める、その他出血や外傷等は認めない

死因 大動脈解離による心不全

検視では特定できなかった死因を断定でき、事件性はないと判断された。

［症例 2】死因の特定のためAi依頼

年齢・性別 55歳男性

発見日時 3月 5日 9 : 30頃

死亡推定日時 3月 3日 夜

発見状況

死者の姉が自宅の脱衣所で仰向けに

倒れているのを発見

検視結果

腐敗なし、後頭部に出血あるが、

その他特異外傷等なく、タール便ある

ことから消化管出血死と判断された
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Ai所見

後頭部頭蓋骨骨折、左小脳出血 ・挫傷、 両側外傷性硬膜下血腫、外傷性クモ膜下

出血あり、 腹腔内には出血部分は特定できず、その他異常は認めない

解剖所見

頭部打撲による脳障害（左右硬膜下血腫、左右大脳・小脳クモ膜下出血、

左右大脳 ・左小脳挫傷、脳腫脹、左右テン ト切痕ヘルニア）と、冑小弯に活動性

の筋層まで達する深い胃潰瘍を認め、胃瘍底に小孔 2個を認め、この部分から血

液が漏出し、周囲に粘膜下出血を伴 う

死因 頭部打撲による脳障害

検視ではタール便があることで消化管出血死としたが、 Aiと解剖の結果より頭部打

撲による脳障害と診断され、結果と状況より警察は事件性がないと判断した。

【症例 3】事件性を考慮したAi依頼

年齢・ 性別 73歳男性

発見日時 1月 31日 11 : 30頃

死亡推定日時 1月 30日 午後頃

発見状況

食事中に突然苦しみだし、右側臥位に

倒れ動かなくなった

検視結果

左目にブラックアイあり、

その他特異外傷等な し

Ai所見

左眼周囲血腫、頭部皮下血腫あり、

その他骨折等なし、腹部に異常なし、

気管・ 食道内に餅らしき異物あり

死因 餅を誤聰したことによる窒息死

当院で内視鏡により 口腔内 ・気管内を確認し餅を取り出した

検視でブラックアイがあることより事件性を考慮したが、骨折等なく窒息死と

診断され、事件性はないと判断された

【まとめ】

今回紹介した 3症例からも Aiは死因究明において重要な役割を果たしていると

いえる。事実、当院で行った Ai55件のうち、解剖まで行ったのは 5件であり、

非破壊検査で短時間に情報提供できる Aiの重要性が今後高まるのは明確である。

当院での Aiは警察において遺体収納袋に保護されて搬入されるため、感染や

汚染の危険性は比較的低く検査が行われている。

また、周辺住民や一般患者との接触を避ける配慮をした上で、滞在時間の短縮

のためにも検査を円滑に行う工夫が重要である。

今後は、死後変化による画像特徴をふまえ、撮影方法や画像処理など検討し、

より多くの情報が提供できるように努めていきたい。
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AERA1.5TMRIにおける新しいソフトウェアバージョン(syngoMR E 11)の使用経験

鹿児島大学医学部歯学部附属病院

［背景］

本村

放射状のスポークの数を 「radialview」

克朗

と呼び、

当院では、SIEMENS社製MRI AERA1.5Tがバ

ージョンアップ(syngoMRE 11)された。それに伴

い新しい機能として、 体動の影響を軽減させる

STAR-VIBEシーケンス、金属アーチファク トを

低減させる SEMACなどが追加された。今回

STAR-VIBEとSEMACの使用経験を紹介する。

［方法］

STAR-VIBEはQ-bodycoilを用いて装置付属の性

能評価均ーファン トムを撮影し、 SNRを測定し比

較した。SEMACは水の中に京セラメデイカル製

人工股関節を入れたファン トム （図 1)を撮影し、

金属アーチファク トの程度を比較した。

さらにそれぞれ臨床画像でも比較した。

（図 1)

STAR-VIBEの厘理

従来のVIBE(3D-TlGRE)法にラジアルサンプリ

ングを応用するこ とで， （本動の影響を軽減させる

ことを目 的としたシーケンス。

-●-9999999999999 999999 99 9999999 9999999999 ---
9 •--—-' -- 渫

この数が多いほど撮影時間は伸びるがモーション

アーチファクトやストリークアーチファクトを軽

減できる。

SEMACの厘理

SEMAC(Slice Encording for Metal紅 tifact

Correction) 

1スライスに対して，スライス励起後最初のTRで

そのスライスのデータを収集し，次のTRで同じス

ライスを再度励起後，隣のスライスのデータを収集

する この過程を繰り返しこれらの画像を足し合

わせることにより，Slice方向に歪んだデータを1画

像に描出することができ，スライス方向の金属ア

ーチファク トを低減することができる技術。

上図で点線のものが金属の影靱で歪んで波線のよ

うな信号になったとし、 SEMACファクターに応

じて収集できる範囲を縦方向のピクセルとする。

この場合のファクターは歪んだ部分もすべてカバ

ーできている「11」に設定するというようになる。

ただし、 SEMACファクターを大きくすると撮影

時間が長くなる。

9” 

,．
 •• ~
 

．`
 

上の左の画像が直線状にデータを埋める従来の

VIBEのサンプリング方法で、右が放射状に埋める

STAR-VIBEのサンプリ ング方法。
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［結果 ：STAR-VIBE]
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横軸が ra由alviewの数で縦軸がSNRを表す。

radial viewを多くする事で SNRが良くなった。

次に臨床画像で比較すると、

小児の腹部↓

STAR-VIBEを使う事で腹部の動きによるアーチ

ファク トが軽減した。

頸部↓

［結果： SEMAC]

評価方法

信号低下域ボクセル数の比較
ー水SIが500となるように正規化

ー 金属部にROI設定

-ROI内ヒストグラムよりS1300以下の

ポクセル数をカウント 0
 

↓
 

|i応双 翠＇フ；ントム叫l定 望贔f’〗
99:,；；＇"烹99:.ニニ二．二己――込とと-—…――SEM心6-

m
 

さらに SEMACファクターを大きくすることでさ

らに金属アーチファク トを軽滅することができる。

舌の動きによるアーチファクトが軽減した。
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次に臨床画像で比較する

人工股関節↓

人工股関節の周り の歪みが低減していた。

歯科領域↓ （因 2)

中咽頭病変↓（図 3)

図 2、図 3では、歯のアーチファク トが低減した。

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

［まとめ］

STAR-VIBE 

腹部領域では，小児など息止めができない患者の体

動によるアーチファクトを抑えることができ，頸

部領域では，舌などの口腔内で動きの強い部位の

アーチファク トを抑えることができた。

SEMAC 

人工骨頭や口腔領域では金属があるとアーチファ

クトが目立っていたが， SEMACを使用することで

歪みの少ない画像が得られた

［結語］

今回ソフトウェアのバージョンアップで新たに追

加 された STAR-VIBE、SEMACは非常に有用であ

ることがわかった。
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医療用高精細モニタの品質管理と当院での運用報告

鹿児島市立病院

【目的】

当院では平成22年4月 1日よりフィルムレ

ス運用を開始し、 高精細モニタを導入して

診療を行っている。適正な画像診断を維持

するため、定期的なモニタの品質管理を行

っているが、経年劣化によ る輝度低下など

品質の低下が生じている。

また、高精細モニタの大半をフィルムレ

ス運用開始と同時期に導入 しているため、

今後大規模な更新や新規導入を考慮した計

画的な購入が必要となっている。今回当院

の全モニタ 119台の品質や管理の状況を分

析し、今後のモニタ管理や更新の方針を検

言寸したので報告する。

【システム構成】

モニタ ：EIZO RadiForce（ナナオ社製）

ツーJレ：

G8310 G8220 G11-S RX210 

Radi Net Pro Lite（ナナオ社製）

RadiCS（ナナオ社製）

モニタセンサー： Clip-On Swing Sensor 

G2（ナナオ社製）

【システム概要】

モニタ管理ツール「RadiNet Pro Lite」を

用いることにより、院内の各モニタの輝度

や階調などの測定がリモートで可能となっ

ている。測定結果は管理サーバーに保存さ

れ、 過去の測定結果やキャリブレーション

の履歴閲覧や設定の変更などが可能である。

゜"-"疇C・～^

上と
；ーと・ニ
/・・"' 
. / 

米田 寛彬 永田 隆二 太田原 美郎

【方法】

L院内にある全モニタの使用時間、輝度の

測定、目視による確認によ り、モニタの

劣化の状況を調べるとともにキャリブレ

ーションを行い、問題のあるモニタを描

出した。

2．方法 1の結果やガイドラインを考慮して

更新の目安となる基準を決定した。

3．方法 2の結果より、現在更新の必要とな

るモニタを抽出した。また、 1年間あた

りの平均使用時間や輝度の低下のデータ

を算出し、今後の劣化を推測し計画的更

新台数を決定した。

【結果 1】

全 109台のモニタを測定した結果、 21台

のモニタにて異常がみられた。不変性試

験で不合格となったものは 11台、 目視

にて異常が見られたものは 10台となっ

た。

輝度不良当叫品年、 9（カラーモニタ）

輝度不良国註]\ • I 2（モノクロモニタ）
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ト1JII 9令999.

図 1モノクロモニタ使用時間に対十る最大輝度のグラフ
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図2．カラーモニ タ使用時間に対する最大輝度のグラフ
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【結果 2]

JISRAガイドラインでのモニタの更新基準

①最大輝度の最低値はグレード 1で

170cd/m 2,グレード 2で lOOcd/m2 

②モニタ管理者は最大輝度の設定値を決め

る際には、診断に必要とされる値を決め、

決められた最大輝度の基準値に達せず不変

性試験で不合格となった場合には、その医

用モニタの更新時期と判断する

メーカの推奨交換目安は使用時間が 3万時

間以上。

測定の結果、カラーモニタとモノクロモニ

タでは輝度の低下の許容できる使用時間が

異なるために更新の目安は別とした。

ガイドラインをふまえ、メーカと相談し使

用時間を基準として更新の目安とした。

モノクロモニタ
使用時間4万時間
I （設定輝度250cd/m')

カラーモニタ 1 
使用時間3万時間
（設定輝度100cd/mり

【結果 3】

モノクロモニタ使用時間 台数（全71台）
4万時間以上 22 
3~4万時間 15 

2~3万時間 10 

1~2万時間 18 

1万時間以下 6 

カラーモニタ使用時間 台数（全38台）
4万時間以上 4 I 
3~4万時間 5 

2~3万時間 7 

1~2万時間 12 

1万時間以下 2 i 

現在モノ クロで 4万時間、カラーで 3万時

間を超えたモニタは 30台であった。

また使用時間の 1年平均が 6217時間とい

う結果となり、一年あたり約 20台のモニタ

が 4万時間を超えていく試算となった。

この結果を受け 1年あたり 20台のモニタを

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

更新し、全 119台のモニタを計 6年で入れ

替える方針とした。

【まとめ】

今回の結果によりモニタの更新台数を予測

することが可能となり、計画的な予算の構

築を決定することができた。今後も定期的

な測定を行い管理を行っていくことはもち

ろんのことではあるが、使用時間が長い部

署においては未使用時には電源を切るよう

医師や看護師に注意を喚起していくことや

モニタのローテーションを行うことで更新

時期を延長していけるものと考えている。
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当院における装置の時間のずれの現状

霧島市立医師会医療センター 池田 隆太

【目的】

多くの装置は電子化され、機器が行う様々な情報の記録に対し、内蔵時計の時

間が付与され記録されている。しかし、それらの時間の正確性は、管理されて

いなければ信頼性はない。各装置で記録された情報が時間的にずれた場合、経

時記録の履歴が破綻する可能性があるため当院の装置の時間のずれの現状を検

討した。

【対象装置】

● CR装置 フジメディカル FCRSpeedia CS 

● 透視装置 CUREV I ST17 

● マンモゲうフィ (CR装置） REGIUS MODEL 190 

● CT装置 CT Light Speed VCT 

● MRI装置 MAGNETOM Symphony 1. 5T 

● 頭腹部血管撮影装置 lnnova 313110 

●心臓血管撮影装置 Artis ZeeBC 

● US装置 ap I i o • HIV IS I ON • Vivid • acsend 

【結果】

70 
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全体平均が 1週間で7秒ずれる結果となった。また、秒単位まで表示する装置に関し

て最大の時間のずれは 14秒であり、全装置 1週間の時間のずれは不規則である結

果となった。 CT装置、頭腹部血管撮影装置に関しては時間が分単位までしか表示さ

れていなかったため、時間が0秒または 1分のずれになってしまった。

【考察】

各装置に時間のずれがあったことに関しては、分単位でしか表示する事が出来ない

装置もあり秒単位のずれが確認できなかったこと、また電子カルテの時刻合わせを

不定期で行っていたことが関係していると考えられる。

水晶振動子

水晶を振動させて時間を
刻んでし＼る，

1秒間に1431万8180回
振動する 。

水晶は品質にばらつきかある。

品質が悪い場合1カ月で
4分近 くずれる可能性がある。

水晶（オ熱に弱く振動が
不安定になる。

また時間のずれには水晶振動子

が関係してる可能性があり，左図で

述べていることが考えられる

装置 ＼ヽ
3叶少以下

玲ご:二／両子カルテ
3d!少以下

.'’’た9--
/ 

； ＇ 

ヽ ヽ
＼ 

、/

今後の時間合わせにば

左図のように最低でも

正確な時間から 30秒

以下のずれでなければ

ならない
い3C 36秒

1
1
 

パヵハ
カ
ー

2
-1
 
30l:少 3,) 

士6o秒以内で時間のずれが、一3o秒 :>x>• 3吐坪寺間（J）ずれの場合
毎：大で2分のずれとなる。

【結語】

当院の装置で一週間の最大の時間のずれは 14秒だったため、土30秒以内であるこ

とを考慮すると、 2週間に一度の時間合せをすること、また、管理者に電子カルテの

時間合せを定期的に行ってもらうことで時間のずれに対する改善が出来るのではな

いかと考えられる。
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「当院における

放射線障害予防規程の改正」

公益財団法人昭和会

今給黎総合病院中央放射線部

0小屋俊彰

飯伏順＿ 浮田啓一郎

松下芳正 室屋純一

中證久彦（放射線治療科）

背景 ②

• 平成25年4月 1 日より

原子力規制委員会設置法に基づき、

文部科学省研究開発局開発企画課核不拡散・保障措

置室が所管していた業務が

原子力規制委員会（事務局：原子力規制庁）へ移管

↓ 

予防規程内の「文部科学大臣」を「原子力規制委員会」

に変更することが必要

当院の放射化物への対応

・法により規制される当院の放射線治療装置は

X線の最大エネルギーがlOMeV以下

↓ 

空気及び水の放射化の考慮は不要

・放射化物保管設備や放射化物保管廃棄設備は

設置しない

・放射化物が放射線発生装置から取り外された後は

速やかに許可廃棄業者に払い出す
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背景 ①

・改正され、平成24年4月1日より施行された

「放射性同位元素等による放射線障害の防止に

関する法律（以下「法」という）」

↓ 

放射化物が規制対象に追加

↓ 

法改正に伴う当院の放射線障害予防規程（以下「予防

規程」という）の改正が必要

背景 ③

• 平成26年5月に定期検査・定期確認が行われ、

監査員より

「予防規程が古くなっているので、そろそろ改正を

して下さい」

との指摘

（当院の予防規程の最後の改正は平成19年9月15日）

目的

•平成24年4月 1 日に施行した改正法に伴う、予防規程

の改正

・予防規程全体の見直し



予防規程改正の概容

・放射化物に関する変更

• その他の必要に応じた変更

•原子力規制委員会に予防規程変更届の提出

その他の変更

凹予防規程全体の見直し

・「文部科学大臣」➔「原子力規制委員会」

・「つどげ「都度」

・「しゃへいげ「遮蔽」

•その他、現在の運用等を考慮して、必要に応じた
記載の追加や適正化

予防規程変更届提出までの流れ ②

(3)下書きの確認後に担当者より手続き方法や予防規程

変更届の記入方法について指示

↓ 

(4)担当者の指示に従い、 (2)と同じ提出先に

・予防規程変更届

・改正前の予防規程

（※法的義務はないが、担当者の要望）

・改正後の予防規程

（※担当者の要望で変更及び追加部分に

下線を引いて）

を提出し、変更手続き終了

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

放射化物に関する変更

図主な変更箇所

・「目的」

規制対象に放射化物を追加

・「用語の定義」

放射化物、放射性汚染物、放射性同位元素等

・「使用」、「廃棄」、 「記帳」

放射化物の取り扱いに関する記載の追加及び

適正化

予防規程変更届提出までの流れ ①

(1)手続き方法について原子力規制委員会に問い合わせ

↓ 

(2)予防規程変更届提出前に、改正後の予防規程の

下書きを変更及び追加部分に下線を引いて提出

（※法的義務はないが、担当者の要望）

提出先：原子力規制庁

放射線防護対策部放射線対策・保障措置課

放射線規制室

↓ 

改正前の予防規程

今袷黎捻合筋院 放酎認ぼ喜予防規程

第1重絨 Ill．

I 1日的）
如函 この環m19.UII19間19元鸞奇によるは9／鳩m事d約"43閉するlkit似下『怯Jとい
． ぅ．）に憂づき今I!蓼は合匹似Tl＊双」という．）における紋／繕飛生g置 Ui下「リ
， ニアッケj という．） とヨウ霊／2M笠叩1せIT.位冠 0;11• rシ・ードJという．）匹
い及U菅遭に開する事項ぞ定めけ9l匹書成土を99止し． あわせて公J9の寮全そほ箕
することeH的とする， ←

I・ 
I匹四i

I 

革埠 本損頁93亨 a,1t1111黛tむ・立ら入るすぺての者に適用する． ．

(IllII<n序爵）

爪謬' "'策蹟にか` てRlいる用U頭 II93次のとわりとする．．
(l) fit91樟1"記 とは、リニアックやシ-・ドの侵用0)1環 Eいう●＇
(29 ""31そ事含jと(3.,)ニアックや,,_ド0川環い．冒遭又はこhに11'訂る璽万に
”するたれ賛遭区ぶに立ら入る書で．憫完島"""”"'枕事書と して承ほした

零そいう璽‘

(a ru 四,,と9よ便尾MI9そいう．
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改正後の予防規程

今給黎総合病院放射ほ悶冨予防規程

| !III 掌鑢扇•
"＂り） ．． 
Ml政 この観窪13．紋11tt/11位元鸞均によるU9iは這喜C£9止に関す●法憎じゞrr企jとい
か）に基づき今1"孔鯰四 也1'「本）という．）におけるIniti関位元鸞及び紋討
虹年素によって内染されたもの及び貌射比伶王Uにれ計繍兄生鑓置の肛伍い及び管
環に閏する事項を完，，．紋9i四＊モ”止し．あbせt公共の安全ゼ這償することを目的
とする．

瀑用範Ill).

聾ぽ こ磁程U本C和)!.¥針檎紐れに立ら入るすべての書に遭用する．．．

(J1111の定懲）．，
鼻濾 この鑓担において用いる月騒の定鼻{9次の名•9のとおりとする ． ．
(1) ；紋釘ゼ防位元鸞」とは．怯撓 2 ゑ綱が負に定，，る紋性閏位元鷺をいう• ~ 9 
(t) f紋 j纏餞生騎置1とは．怯昂 い全聾い訳、定＂る紋 9鳩髯生侠量そいう． ＂ i 
(3) ：IU砒"''とU、!¥IIW配頃置九襄夏叫釦m'“m・奪口．＂， t90で紋針這蛯 ！
生置から狐笠した1111“により生じたけ射樟を紋出する足位元濱しコよっむ令出さ i
れたも91をし’・')ド‘
99) t"m;9叫9 1 と 19 .H91 1紐(t.；；；：：9J.＾,"弓沃された tダ”ti孜99ik99 もい•,.
（！・） ：紋釘づ閉位元鴛苓Iとり紅J9性缶位、そ，，及ひ炊JH19岱惰aし‘9.．

”り“”…い• 9 9』,"”ュ---・ ··- · ー• •一...心-▲9•• 一~-· ヽ > '

考察 ①

•今回の予防規程の改正では、放射化物の取り扱いに

関する記載の追加や適正化だけでなく、予防規程全体

の見直しも行い、改正内容について何度も審議を重ねな

がら改正を行ったことや、全員が通常業務を行いながら

の改正作業であったことが、予防規程変更手続き終了

までに約5ヶ月の期間を要した原因と考えられる。

結語①

•今回の予防規程改正は、予防規程を見直す良い機会と

なった。

•今後も放射線管理を適切に行うためには、法令の改正

等に注意して、予防規程を定期的に見直し、必要に

応じて改正していくことが重要である。

・予防規程の変更手続きを行う前に、原子力規制委員会

と連絡を取り、手続きに関する指示を受ける方が良い。
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結果

・今回の予防規程の改正には、約5ヶ月の期間を要した。

•平成26年9 月 24 日に予防規程変更届を原子力規制委

員会に提出し、平成26年10月1日より改正予防規程が

施行となった。

•原子力規制委員会での予防規程変更の手続きは、

速やかに行われた。

考察②

・予防規程変更届を提出する前に、原子力規制委員会と

連絡を取り、手続き方法等について細かく指示を受けた

ことで、特に手続き上の問題もなく、速やかに予防規程

変更の手続きを終えることができたと考えられる。

結語②

•今回の改正予防規程で規定した放射化物に対する措置

では管理業務を軽減できるが、修理等の突発的な集荷

が必要となった場合に負担する費用が多くなることなど

のデメリットがあることを認識しておく必要がある。
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ファントムを用いた SPECT・ CT撮像における再構成技術xSPECTBoneの検証

一骨シンチSPECT• CT撮像条件における定量性について一

【目的】

当院に導入された SPECT・ CT装置は再構

成法にガントリーのたわみ補正、実測による開

口補正を加えた OSCGM法を用い SPECTを

CTにアライメントする xSPECT。CT値によ

り画像を組織区分し画像再構成に利用するゾ

ーンマップを行うことで分解能を高めている

とされている。また 99111Tcを用いた SPECT画

像のボクセル値を Bq/mlで表示しており定量

化もできるとされている。

今回我々は当院での骨シンチグラフィ撮像

条件でファントムを撮像し xSPECTの画像の

定量性評価を行ったので報告する。

(99I11Tcでクロスキャリブレーションを行って

評価した。）

【検討項目】

1・ 99!1'Tc水溶液濃度の違いによる定量性評価

2.アクリル筒内径の違いによる定量性評価

【実験方法】

●99111Tc水溶液濃度の違いによる定量性評価

アクリル筒（内径 30mm) に 99111Tc水溶液

濃度 148kBq/ml,74kBq/ml, 37 kBq/ml, 

18.5 kBq/ml（土5％以下に調整）を封入し周

囲に散乱体（水）ありとなしを撮像し 65%

領域に ROIを設定し中心付近 5スライスの

定量値の平均値を求め、キュリーメータ実測

値と比較した。

藤坂智史松本俊也小屋保浩西郷康正

鹿児島大学病院放射線部

●アクリル筒内径の大きさによる定量性評価

内径 19mm、16mm、13mmのアクリル筒

に99111Tc水溶液 37kBq/ml（土5％以下に調

整）を封入し周囲に散乱体（水）ありとなし

を撮像し 65％領域にROIを設定し中心付近

5スライスの定量値の平均値を求め、キュリ

ーメータ実測値と比較した。

【収集条件】

●xSPECT法 ：マトリクスサイズ256X256 

ピクセルサイズ 2.4mm View数 45、

lVIewあたりの収集時間を 10秒，20秒，

40秒とし、再構成法 OSCGM ゾーンマッ

プ処理でデータを収集した。

【使用機器】

SPECT ・ CT装置， SIEMENS社製

Symbia Intevo 

LEHRコリメータ

ファントム ：SPECTファントム

JSP型（京都科学）

JIS SPECT PHANTOM 

TY-lllL 

キュリーメータ ：IGC-7(ALOKA) 

測定範囲 lOkBq~

約 lOOGBq(99mTc) 

精度土5%(99mTc) 
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【結果】

9999'Tc水溶液の構度の違いによる定量性評価（散乱（本あり）

‘19’"Tc水浴液の農度の違いによる定量性評価（散乱体なし）

アクリル筒内径の大きさによる定量性評価（散乱（本あり）

アクリル筒内径の大きさによる定量性評価（散乱（本なし）

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

【考察】

● 99mTc 水溶液濃度の違いによる定量値

(30mm)は散乱体の有り無 しともにキュリー

メータ測定値の土8％以内の範囲となった。

これはxSPECTの補正効果とゾーンマップ

の効果と思われた。

●アクリ Jレ筒内径の大きさによる定量値は散

乱体ありの場合は内径 19mm以下でキュリ

ーメータ測定値よ り低い値となった。

散乱体なしの場合は内径 19mmではキュリ

ーメータ測定値の 5％以内の値となったが、

16mm以下で低い値となった。これは部分

容積効果の影響と考えられた。

【まとめ】

今回の実験ではアクリル筒内径 30mmで収集

時間 10秒以上であれば 定量値がキュリーメ

ータの測定値の 8％以内で保たれていると考

えられた。

99!llTcでクロスキャ リブレーションを行なっ

ての定量性の評価となったが、今後更に 57Co

校正用線源でクロスキャリプレーションを行

なった場合の定量性の評価、また多施設での比

較も必要となると思われる。
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平成27年度「レントゲン週間イベント」 開催報告

平成 27年度（公社）鹿児島県診療放射線技師会の啓蒙活動としての「レントゲン週間イベント」が、平成

27年 3月 15日（日 ）に、かごしま県民交流センターにて開催されました。

今回も、高校生の進路選択の一助となればと考え、医療専門技術者の中で「診療放射線技師」、「臨床

検査技師」、「理学療法士」、「臨床工学技士」、「歯科衛生士」の5職種の代表の先生に、チーム医療の中

でそれぞれの医療専門技術者が果たす役割についての講演と、九朴1大学医学部保健学科の杜下淳次

先生より、 診療放射線技師の教育、将来、学園生活などについて講演を企画しました。

ちょうど進級、卒業の時期と重なり、 参加者は 30名位と少ないでしたが、ご両親揃ってのご参加や鹿屋

市、南さつま市といった遠方からのご参加もいただいて、ディスカッションの時間には、熱心な質問や、アン

ケートでは、とても役に立ったなどの感想を戴きました。

以下に、配布チラシを掲載します。来年度も開催予定ですので、医療技術系職種に興味がある高校生

など、お近くにいらっしゃいましたらお知らせ、是非、お誘い下さいますようお願い申し上げます。

► レントゲン瓢イペント脱民頌鷹座L^墨璽臼’．．．．．．醸．．．．．．．．．．．．．．．瓢鵬．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．璽

～病防でのコ・メディカルの仕事について～
皆さまの健康を守るため、私たちはこんな仕事をしていますmm2
►..．．...．．．．．．．．...．．．．．．．．....．．．.．．．．．．......．....．．．．．... 

＜鹿児底県診痘放射線技師会牛拝教育誨座＞

日時：平成27年 3月 15日（日） 14時より（開揚13時）

賜所：かごしま瞑民交流センター大研修室3（束棟4F)
懇市山"Fl!D14-50

問会の挨拶 Ic1400;:• 公益社団却、鹿児麟診痴放匂諏師会会長池田睦

緒涯 1 (．14Cざー1420) 15分

「歯科晦生士の仕享について」

鹿児忌咤歯科函生土会哩宰歯科画生士未定

昂 2 (1420-1435) 1.5分

「臨床工学技士の仕事について」

鹿児忌咤臨床工学技土会会長臨床工学技士 未定

腐 3 (1435-1455) 20分

「理学痘法士の仕宰について」

鹿児忌栗理学毎法土協会理亭理学療法技土 未定

厖 4 (14忠— f510) 15分

「臨床検否技師の仕事について」

鹿児忌咤臨床検亘技師会会民臨床検盃技師 未定

忌 5 ff5だ5-1530) 15分

「診痘放射綜技師の仕享について」

鹿児忌莞診痘放射線技師会 理奎診忌放射線技師未定

疏6 (．1550-15•OO) 3虚

「診痘放射綜技師苗成の大学はとうなの｀楽いAの？」

九州大学医宇部（呆湮学科数授杜下湮次 先生

ディスカッション (11GOO-1蕊 a)3O分
• 「暉扇スタッフヘの蜘タイム・・・何でも呻して下さい」

そ‘ • るX怠 Cた MRI、RÌ ．鴎固藝等滋互為匹
のパネ／“戸と武蹴上配各慮喧に蹄わる戯絋舜奴祖額コーナー与缶函します．

疇、貶膀苺穴書くコ・メディカル（医究按’系苺座）め廿専こつ（．ぽ紹介プる企画こし表したと

んなことやe;；て(.J西醤塩をろうと疑窃二声ていだ市昂磁距弐倍采頌声とし匹頭綜のお仕茎iこ呉

味企もる弓・生（をか乙西翠さぎ）の与式芙了吝・ご尿痢結介いをし表びこ来歴をお汚ちしておりぎプこ

入は無料ですが、会坦の関係で先吾1a廷墳までといだします．はがき又頃AXJこて茎
前にお申込み下さい。詳u,＼いか・法は襄面をご参煕ください．
(3回へはコ—メデイカJ口XR鋲m百内滋舎吹の陪介等のパンフレッド苔を差し且プます。）

直 ：公滋匹兒i--会ゾエーザイ株式会社
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／

＼

 

レントゲン週間
ヽ

ノ

池田 会長

． 

杜下 淳次先生

放射線技師 藤崎拓郎氏 理学療法士 平石章二氏

ー

演

者

歯科衛生士下川真弓氏
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臨床検査士有村義輝氏

＾炉云笏
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臨床工学技士 谷口賢二郎氏
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□ ～瑞宝双光章受賞～
日時：平成27年 3月 14日 （土） 1 8 : 0 0~ 

会場： ホテル吹上荘

① 開会の挨拶 池田睦会長

② 略歴紹介 鹿児島市立病院瀬戸和人氏

③ 祝辞 鮫嶋宗俊氏

④ 花束贈呈 西元氏新村副会長

⑤ 謝辞 西本孝市先生

⑥ 乾杯の音頭 河野氏

⑦ スピーチ 大久保氏

⑧ スピーチ 内山先生

⑨ 祝電披露 司会今田氏

⑩ 万歳三唱 小川氏

司会： 今田氏
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開会の挨拶 池田会長

略歴紹介瀬戸氏

孝市先生瑞宝双光章受章祝賀会

祝辞鮫島氏

花束贈呈西元氏、新村氏

醒孝甫先生埴工Iハノー ・

謝辞西本先生

乾杯の音頭河野氏
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,...... 

4
 

スピーチ 内山先生

万歳三唱小川氏

祝電披露司会今田氏
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平成 27年度リレー・フォー・ライフ・ジャパンかごしま参加報告

鹿児島県診療放射線技師会藤坂智史

5月 9日（土） 12時～ 10日（日） 12時まで 24時間リレー・フォー・ライフ・

ジャパンかごしまが開催されました。当日は前夜から降り続いた雨でテントの

中は水溜り状態でしたが、防水シートなどで凌ぎながら放射線検査説明パネル、

骨密度測定装置などの設置を行ないました。

鹿児島県診療放射線技師会は今年で 4度目の参加となり、 24時間ウォークリ

レーにも参加しました。コースを 1周回るたびに 1円寄付するとい うルールで

23名の放射線技師で欅をつなぎ、 291円の募金ができました。

コースにはがん患者さんや家族が書いたメッセージがルミナリエとしてコー

スの周りに設置されており、ウォークの途中で読んでいると、がんになった方

がどう感じていらっしゃるのか知ることができました。

また、ステージでは各種イベン トが行なわれ、がん患者さんの話も聞くこと

もできました。

放射線技師会のテントでは放射線検査の説明や骨密度測定では 73~18歳まで

149名の測定を行いました。

今回、鹿児島県診療放射線技師会から藤崎誠理事が実行委員として委員会に

何度も出席され、当日はステージリーダーとして取り仕切っておられま した。

また、会員の皆様にも募金、ウォークヘの参加をいただき、感謝いたしてお

ります。 本当にありがとうございました。
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平成 27年度 第 12回フレッシャーズセミナー（開催報告）

恒例により、平成 27年度の第 12回フレッシャーズセミナーが下記の日程・内容にて開催

されました。今回も、公益社団法人 日本診療放射線技師会と公益社団法人鹿児島県診療放射

線技師会の共同開催という形をとり、プログラムは、昨年と 同様に、 エチケット・マナー講

座、医療安全講座、感染対策講座、気管支解剖講座、 X線撮影検査講座の内容で開催されま

した。参加人数は、非会員 20名、会員 15名、学生 1名の計 36名の参加数で、各施設の技師

長さんのご協力もあり、今年も多くの新人の方に参加してもらえました。

又、今回も、セミナー終了後、軽食を準備し、時間が許す新人さんに残ってもらい簡単な

自己紹介など、新人同士の情報交換の場を設けました。自己紹介をそれぞれしてもらい、顔

見知りになれたのではと思われます。今後、研修会等で顔を見かけたら積極的に話しかけて

もらい、同じ職業の診療放射線技師として、同期の新人として、情報交換など親交の発展に

繋げたら幸いです。

来年度も開催予定ですので、技師長さんや諸先輩方の新人参加へのご配慮、及び会員のみ

なさまの参加をよろしくお願い致します。

【日程及びプログラム】

日時：平成 27年 6月 14日（日） 9時～15時 30分

場 所：鹿児島大学医学部臨床講義実習棟2F 「第4講義室」

参加費：無料（非会員の方、学生さんも参加大歓迎です）

内容：

① 9時～9時 30分 エチケッ ト・マナー講座

技師長 西郷康正（鹿児島大学病院）

② 9時 30分～10時 20分医療安全講座

元 ]ART医療安全対策委員会委員長 太田原美郎（鹿児島市立病院）

≪ 休憩 ≫

③ 10時 30分～11時 20分基礎講座「X線撮影」

X線撮影研究会代表世話人 馬場隆行（今村病院分院）

④ 11時 20分～13時 気管支解剖講座

学術担当理事 藤崎拓郎（鹿児島大学病院）

≪ 休憩 >

⑤ 14時～14時 50分感染対策講座

副会長 新村 栄次（今給黎総合病院）

⑥ 14時 50分～15時 20分 診療放射線技師会活動等の紹介と入会案内

総務理事 藤坂智史 （鹿児島大学病院）

⑦ 15時 20分～15時 40分

茶話会
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【会場風景】

【参加者氏名】

新村栄次，太田原美郎，松本俊也，西郷康正，藤崎拓郎，松野下直美，

馬場隆行，坂下周一郎，藤坂智史，東幸浩，横手保樹，上野罪，荒木研太，

生見直人，萩原陽子，白木竜之進，中村 祥悟， 桐木平直輝，末永湧也，

磯邊拓哉，上幸佑，小林晃也，新名美咲， 川口 夏実，石原健三，坪口彩香，

吉満亮，嘉手苅寿林，白尾朱梨，山下貴大，大河平 美月，寺園誌穂，

若松恭平，高山大史，尾堂聡，田中みゆき

（順不同、敬称略）
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平成27年度リーダー及びリーダー育成研修会

平成 27年度のリーダー及びリーダー育成研修会は、今年の 3月に南薩地域研

修会の講演会でご好評でしたフ リーアナウンサーの中村朋美先生を招聘して研

修会を開催します。先の南薩地域研修会では地域の会員のみならず県立薩南病

院の医療スタッフの方々も多数参加され大変好評でした。今回はリーダー並び

にリーダー候補者のための研修会ですので、医療の場に限らない部下あるいは

上司と のコミュニケーションについてもご指導願う予定です。中村先生の人を

引き付ける話術も必見ですので、業務多忙と存じますが多数の皆さまにご参加

いただきますようお願い申し上げます。

記

日時：平成 27年 7月 18日（士） 15時～17時

場所：鹿児島大学医学部附属病院 第 2臨床実習室 (3F) 

参加費 ：会員：無料非会員： 500 円

その他：駐車場を利用 される方は割引きますので駐車券をお持ちください

【講演】 「管理職に求められるコミュニケーション」

講師：中村朋美先生 （元 KTSアナウンサー）

座長：鹿児島県診療放射線技師会副会長新村 栄次

中村朋美先生プロフィール ：10月 26日 鹿児島生まれ。1〈TS鹿児島テレビ放送アナウンサ

ーとして勤務後フ リーと なり、 「office中村朋美」を設立。式典やイベン ト司会他、観光・

医療 ・食等のフォーラムパネ リス トやシンポジウムコーディネーターを務める。

企業やホテル旅館業 ・金融や病院でのコミ ュニケーションカ、ビジネスマナーやおもてな

しなどについて社員研修を行なう他、大学や就職支援セミナーでの若手人材育成に携わる。
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リ ダ 研修 会

松本会長

新村副会長

中村明美氏
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第2回FRT九州研修会 開催報告

第2回FRT九州研修会大会長 丸尾美由紀

平成 27年 8月 1日（土）鹿児島商工会議所アイムビル4階アイムホールにて第 2回FRT

九州研修会を開催致しました。

参加者は、総数 146名（会員 114名、非会員 1名、学生 18名、一般 13名）でした。また、

日本診療放射線技師会中澤会長をはじめ、九小卜1地域 6県の県技師会会長等の参加も頂き、

盛会裏に終えることができ、深く感謝いたします。

［開催内容］

1．女性の会活動について

1-1診療放射線技師女性の会活動紹介

■ 岐阜県診療放射線技師会女性分科会 ぎふ綜合健診センター 吉川 典子先生

■ 鹿児島県診療放射線技師会女性の集い 徳久整形外科松野下直美

■ 全国の女性技師の会活動のアンケー ト調査報告今給黎総合病院 丸尾 美由紀

1-2質疑応答（討論会 15分）

2．コ ミュニケーション術について

「ホームパプリッシング：Wordでコミュニケーション ！～南薩女性の集い会報の作成Word

わざ～」 徳久整形外科松野下直美

3.リフレッシュタイム

「ブレークタイム．美脳イメトい筋膜ケアで頭スッキリ 1」

県民総合保健センター健康運動指導士 黒木 晶子先生

4.基礎講座

「自称 日本一わかりやすい MRIの基本」 今給黎総合病院浮田 啓一郎先生

「1-1岐阜県診療放射線技師会女性分科会の活動紹介」 では、岐阜県での立ち上げから現在

までの 7年間の活動を講演頂き、 他県の活動が知るこ とができて良かったと いう意見が多

くあ りました。

その後の討論会では吉川講師、松野下代表(FRT九州）、松本会長（鹿児島県診療放射線技師

会）、 橋本理事(JART)、私の 5名でシンポジス トとして壇上に上がり ました。福岡県の中原

技師ほか、活発な意見も出て盛り 上がり、もう少し時間を多く取っても良かったのでは、

という意見もあり反省するところでした。

「2.コミュニケーション術」では、松野下代表が南薩女性放射線技師の集いの会報を作る

際の Wordわざ、テクニック についての講演を行い、知らないわざが、たくさんあ り面白か
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った、レポートを作成する際に役立つとの学生の感想もありました。

「3.リフレッシュタイム」では、筋膜ケア方法を実際に体験しながら教えて頂き、心も体

も会場の雰囲気も和らぎ、プログラムに組んで本当に良かったと嬉しく思いました。

「4．基礎講座：自称日本一わかりやすい MRIの基本」では、学生も 18名の参加があり講演

中、 メモを取る等、熱心に聴いており、 MRIの基礎は難しいものですが、本当に分かりやす

く教えて頂きました。

今回の研修会は、参加者も多く、 内容も高評価を得る事ができ、盛会に終わる事が出来ま

した。このように、たくさんの方に参加頂けたのは、広報の努力もさることながら、なに

より講師の先生方のお陰だと思います。ありがとうござました。

次回は長崎県が企画し、開催場所は佐賀県で行う予定です。

最後になりましたが、今回、会場施設の都合とはいえ、会場が急に変更になり、ご迷惑お

かけしましたこと 、この場を借りてお詫び申し上げます。

［研修会風景］
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公益社閲法人鹿児扁娯診療放射線技師会

第 14回鹿児島地域研修会終了報告

日時：平成27年 2月 7日 土曜日 14:50~17:40 

場所：公益社団法人鹿児島共済会 南風病院 アネックス I

〒892-8512鹿児島県鹿児島市長田町14-3

I、会長挨拶

II、一般演題

(14:50~15:oo) 

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

池田睦 会長

(15:00~15:50) 

座長 公益社団法人鹿児島共済会

南風病院井ノ上祐二技師

1．高濃度バリウム注腸法の試み 鹿児島生協病院 隈元満広技師

2．腹部エコーで見つかった大腸がんの 1例

公益財団法人慈愛会 今村病院

画像診断センター岩下昌平技師

3．腔骨疲労性骨膜炎における超音波検査の有用性

学校法人原田学園

鹿児島医療技術専門学校

有薗良一技師

4.拡散強調画像の有用性の検討：肝細胞癌切除症例による比較

鹿児島厚生連病院 中央検査室

棺祐幸技師

5.SEMARを用いた画像における基礎的検討

鹿児島大学病院 臨床技術部

放射線部門 田中嵩人技師
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Ill、教育講演 (16:00~16:30) 

座長 鹿児島大学医学部歯学部病院

臨床技術部 放射線部門

岩永崇技師

『GE社 MRI最新情報 (RSNA報告中心に） 』

演者 GEヘルスケア・ジャパン株式会社

MRプロダクトマーケティング 貝原 雄 氏

IV、特別講演 (16:30~17:30) 

座長鹿児島厚生連病院

石山 重行 技師

『 野呂圭介のどっきり人生 』

演者 野呂圭介氏

※ 放射線技師会会員及び学生以外の非技師会会員の方には、会場整理費として 500

円を徴収させていただきます。御理解と御協力の程、宜しくお願いします。

※ 当日は生涯学習実績ポイントが付きます。
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平成26年度第14回鹿児島地域研修会報告

今村病院

上釜健作

平成27年2月 7日（土）南風病院 ANNEX!にて、第 14回鹿児島地域研修会が開催されま

した。会員、非会員合わせ、 48名の参加となりました。会長挨拶では、県技師会の新村副会が

2 6年度の診療放射線技師法の一部改正と業務拡大について話されたあと、技師法と現状との見

解の相違を指摘し、今後は、時代に合った技師法の改正とさらなる業務拡大に取り組んでいくと

いう全国の流れについて説明がありました。

会員発表では 5施設から演題の発表がありました。鹿児島生協病院からは『高濃度バリウム注

腸法の試み』と題して、憩室からの出血を止血する目的で憩室内にバリウムを充満させる検査法

が報告されました。会場内の他施設では経験したことのない検査法でしたので、大変興味深い内

容となりました。今村病院からは『腹部エコーで見つかった大腸がんの 1例』 として、ファース

トチョイスの腹部エコーで病変を見つけたことで、術前までスムーズに病変をターゲットにした

検査が可能であったと報告がありました。鹿児島医療技術専門学校からは『腔骨疲労性骨膜炎に

おける超音波検査の有用性』について検討したもので、超音波検査で骨膜を描出可能かとい う予

備実験から始まり、罹患歴ありなしの被験者を通して骨膜肥厚の描出に有意差を認めたとの報告

でありま した。学生が検討した内容でしたが、 臨床でも非常に参考になると思われました。鹿児

島厚生連病院からは『拡散強調画像の有用性の検討：肝細胞癌切除症例によ る比較』について報

告がありました。多くの症例を基に詳細な検討をされたもので、拡散強調画像では肝実質の辺縁

部分の描出能が低下するとの内容でした。鹿児島大学病院からは『SElVIARを用いた画像におけ

る基礎的検討』が報告され、提示された画像に競きの声が上がりました。体内金属のアーチファ

クトが大幅に低減されており、今後はAIDR3Dとの併用で被ばく低減の検討もしていくとのこと

でした。

教育講演は GEヘルスケア ・ジャパン株式会社の貝原雄先生より『GE社MRI最新情報 (RSNA

報告を中心に）』講義をいただきました。無音技術 SilentScanの原理と最新技術 MAGICの内

容を中心に、動画を交えて説明がありました。最新技術 MAGICは、1回の撮影後に（マウスで

ウィンドーレベルを変えるように） TR、TE、TIを変えることで、 TlWI、T2WI、TlFLAIR、

T2 FLAIR、PDWIが描出されるというものでした。

特別講演は 1970から 19年間放送された 「どっきりカメラ」プラカード役でおなじみの野呂圭

介先生より『野呂圭介のどっきり人生』と題して講演をいただきました。今年82歳になられる

先生ですが、とても元気で、ユーモアに溢れていました。講演中もいたるところに冗談を織り交

ぜながら、 聞いている方も全く飽きのこない、先生の話に引き込まれるような、そんな不思議な

魅力のある講演でした。中学 2年に山形屋の映画館に行ったのがきっかけで俳優を目指したこと、

中学・高校で演劇部を作ったこと、高校卒業後ひとりで東京に行き、さまざまな人との出会いで

俳優になったこと、陶（灯）芸家になったいきさつ、癌になり鹿児島に帰ってきたこと、など、

豊富な人生体験を語っていただきました。その中で、石原裕次郎氏や坂上次郎氏など、有名人の

名前が何人も挙がってきたことに驚きました。現在は陶（灯）芸家として活動しており、温かみ

のある非常に魅力的な陶器を作成し、 個展を開いたりもしています。また、癌春組（がんばるぐ

み）と題して、癌を体験された方を集め、積極的にコミュニケーションの場を設けるなど、 様々

なところでご活躍されています。講演の最後は「左の道行っとったら、あんたに会えんかったか
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も知れん。右の道行け言ったれば、誰やったんやろ。ありがとう。」という言葉で締め、人々との

出会いとタイミングが重要とおっしゃっていました。非常に元気な先生で、聞いている方も元気

をもらったような気がしました。

最後に、平成 26年度第 14回鹿児島地域研修会も多数の参加をいただき無事終えることができ

ました。この場を借りて参加いただいた会員の皆様にお礼申し上げます。鹿児島県におきまして

も、各モダリティの勉強会、研究会が発足し、会員の皆様には情報提供の場が増え、大変有意義

なことであります。その中でもより多くの会員様に参加いただける鹿児島地域研修会として頑張

っていきたいと、地域理事をはじめ世話人ともども頑張っていく所存です。今後とも会員の皆様

のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

n
 

＇ 
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第14回鹿児島地域研修会参加者名簿

令昌番号 施誇名 氏名

45990 ヲサメ内科クリニック シモゾノダイスケ
20786 今給黎総合病院 シンムフエイジ
52401 鹿児島大学病院 イワナガタカシ
56205 今村病院 イワシタショウヘイ
55202 南風病院 キムラケイスケ
28813 鹿児島生協病院 トビマッコウイチロウ
26098 鹿児島大学病院 フジサキタクロウ
56026 南風病院 ウワトコタッャ
49651 鹿児島厚生連病院 ホヤマカズアキ
61123 今村病院分院 ヤザキコウヘイ
43524 南風病院 フチワキタカシ
28819 今村病院 カワバタトシフミ
29177 林内科胃腸科病院 ヤマグチトシヒロ
54202 厚生連健康管理センター ツネヨシマサヤ
61124 厚生連健康管理センター タカハシタクマ
31043 鹿児島生協病院 クマモトミッヒロ
34995 厚生連健康管理センター ハラグチマコト
56070 今村病院 クロキトシェ
26838 鹿児島大学病院 サイゴウヤスマサ
48723 鹿児島厚生連病院 カコィヒロユキ
22363 鹿児島厚生連病院 イシャマシゲユキ
49182 鹿児島生協病院 サルワタリュウキ
52147 鹿児島医療センター マスィヒサト
42352 今村病院分院 メグミトモノリ
49184 今村病院 カミガマケンサク
40516 鹿児島大学病院 サカシタシュウイチロウ
43023 鹿児島厚生連病院 ナカシマサオリ
41248 南風病院 フジサキマコト
60123 鹿児島大学病院 タナカタカト
35101 菊野病院 ノナカヤスヒロ
50613 鹿児島逓信病院 ニイドメヒサシ
32929 南風病院 イノウエユウジ
53660 鹿児島医療技術専門学校 ヒガシュキヒロ
27458 鹿児島市立病院 ニシモトタッャ
54435 鹿児島大学病院 ハヤシムッカズ
32935 鹿児島医療技術専門学校 アリゾノリョウイチ
20787 今給黎総合病院 ムロヤジュンイチ
18216 吉田温泉病院 タケモトノブヒデ
59311 南風病院 ゴウダバシッカサ
55897 鹿児島厚生連病院 ウメキタョウヘイ
57492 南風病院 モチドメコウスケ
55649 南風病院 カミカワ トモヒロ
45831 今給黎総合病院 マルオミュキ
57447 南風病院 ヤナガワアヤミ

非会昌

鹿児島生協病院 アリキジュン
今村病院 トクナガミク
鹿児島逓信病院 マエダケイスケ
今村病院 カンマイユウスケ

会員 44名非会員 4名
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平成27年28年度鹿児島地域世話人名簿

役職 名前 会員番号 所属病院名 所属部署 職歴 連絡先

1 鹿児島地域
鹿児島大学医学部歯学

坂下周一郎 40516 部臨床技術部放射線部 CT 19年 099-275-5664 
理事

門・主任

2世話人代表 隈元満広 31043 
谷山生協クリニック・技師

放射線室 37年 099-210-221 
長

公益社団法人鹿児島共

3学術担当 井ノ上祐二 32929 
済会南風病院医療技術

一般撮影 26年 099-226-911 
音〖方女身寸甜泉才支称f手斗 昌llt支自而
長

鹿児島医療技術専門学
診療放射

4学術担当 新留 寿 50613 校診療放射線技術学科
線技術学

18年 099-261-6161 
専任教員

科専任教
員

5学術担当 浅井愛邦 53881 
公益財団法人慈愛会

MRI 9年 099-251-2221 
今村病院分院

独立行政法人国立病院
血管撮影

6広報担当 熊野純泰 32322 機構鹿児島医療セン
室
26年 099-223-1151 

ター

7広報担当 下園大介 45990 ヲサメ内科クリニック 14年 099-250-7767 

8広報担当 上釜健作 49184 
公益財団法人慈愛会今 画像診断

14年 099-226-2600 
村病院副主任 センター

鹿児島厚生連病院中央
中央検査

099-252-2228 
9総務担当 中島さおり 43023 室画像技 18年

検査室画像技術
術科

(131) 

中央検査
1 0 総務担当 椿祐幸 48723 鹿児島厚生連病院・主査 室画像技 14年 099-252-2228 

術科

鹿児島厚生連病院中央
中央検査

099-252-2228 
1 1 監事 石山重行 22363 室画像技 35年

検査室専門考査役
術科

(131) 
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平成27年 3月 13日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

南薩地域理事 野中 康博

平成 27年 3月7日（土）、南さつま市の県立薩南病院で第30回研修会が行われましたの

で報告します。今回は 30回目の節目ということで記念講演を企画、元KTSアナウンサ

ー中村朋美先生を講師に招き、有意義な研修会となりま した。

1. 開催日

開催日：平成 27年 3月 7日（士）

時間 ：15時～ 18時30分

会場 ：県立薩南病院 2階 会議室

2. 研修会

【1】開会挨拶

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 地域理事 野中康博（菊野病院）

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会会 長池田 睦 （鹿大付属病院）

【2】記念講演

「医療機関でのコミュニケーション

～患者様とご家族へ寄り添う対応力～」

オフィス中村朋美中村朋美先生

【3】施設紹介

①県立薩南病院（南さつま市加世田）

② じんごあん整形外科内科クリニ ック （日置市伊集院）

【4]メーカー講演

「遠隔画像診断支援サービスのご紹介」

株式会社ネ ットホスピタル営業・業務担当取締役木戸英明 様

【5】伝達事項

※県、 地域、研究会、女性技師会から伝達がありました。

【6]閉会挨拶

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 南薩地域世話人 長野勝悟（馬場病院）
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3.情報交換会

時間： 18時45分～ 22時 15分

会 場 ：「だいやめ処・なかむらJ（南さつま市加世田本町）※会費制にて14名参加

4. 研修会出席者 ＝4 8名（うち非会員2)

【技 師】＊は非会員

じんごあんクリニック 1 川西義浩

菊野病院 1 野中康博

指宿浩然会病院

県立薩南病院

1 國生岳志

3 久保展弘、久保ゆかり、児玉公輝

ササ‘、ソリーツぐ 3ン病院 2 前迫秀利、吉崎早紀

唐仁原内科クリニ ック 1 江平俊雄

立神リ ハ温泉病院

小原病院

1 白澤清英

1 浦郷みゆき＊

ウェルフェア九州病院 1 前床寿隆

加世田病院 1 濱田 耕

馬場病院 3 長野勝悟、橘木宏幸＊

久木田整形外科病院 1 園田実郎

尾辻病院

徳久整形外科

鹿大付属病院

今給黎総合病院

南風病院

【メーカー】

島津製作所

日立メディコ

ネッ トホスピタル

翔薬

コニカミノルタ

東芝

1 松永昭一

1 松野下直美

3 池田 睦（会長）、藤坂智史（理事）、藤崎拓郎（理事）

1 新村栄次（副会長）

1 藤崎誠（理事）

2 徳村紀彦、菅村直樹

1 木時 綾

2 木戸英明（講師）、屋形綾市

2 中村周二、寺園伸一郎

1 佐藤暢紀

1 藤原義信

富士フィルムメディカル 1 松下靖彦

シーメンス

【記念講演講師】

オフィス中村朋美

【部外者】

1 立石健太

1 中村朋美（元KTSアナウンサー）
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県立薩南病院関係者

6.総括

■理事野中康博（菊野病院）
南薩研修会30回目の節目にあたり、元KTSアナウンサー中村朋美先生を講師にお迎えし、記

念講演を企画いたしました。南薩地域としては研修会において外部講師による講演経験が乏しく、

実現に至るまでには苦労もありましたが、関係する皆様の支えと協力により盛況のうちに終了でき

1 3事務次長様、総師長様、副総師長様 ほか

ました。

記念講演を快く引き受けてくださった「オフィス中村朋美」 中村朋美先生は元KTSアナウンサー、

現在は式典やイベントの司会、トークショー、接遇・マナー・コミュニケーション術の講演会などでご

活躍のほか、非常勤講師として大学でもご指導されています。

日ごろ患者様と接する機会の多い我々放射線技師にとって、ひとつの言葉や表情が大きな影

響力を与えること、通信手段が便利になった昨今、意外と身近なところに落とし穴が潜んでいること、

クレームにも幾つか種類があり、それぞれに対応力が必要なこと、実演もあり貴重な講演をいただ

くことができました。今後の業務に活かせるよう、努めたいと思います。

尚、会場である県立薩南病院から事務次長様はじめ多くの方々が出席いただきましたこと、感謝

いたします。
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▲記念講演後の写真。（左から）新村副会長、 中村先生、池田会長、野中理事。

（平成27年 3月 13日まとめ）
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平成27年度公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
霧島・姶良地域研修会終了報告

1.日程

2.会内容

開催8：平成 27年 7月 258 (±) 
時間： 15:30,,...,., 17: 30 

会場：南九州病院大会議室

【I】開会挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会 会長 松本俊也

【II】一般演題 座長霧島市立医師会医療センター 佐々木崇

l. 『診断参考レベル(DRLs) 2015を念頭においた当院の一般撮影•CT撮影の条件について』
医療法人七徳会大井病院 愛下剛

2. 『大規模災害時（地震）において減災に向けた取組』

国立病院機構鹿児島医療センター 山下 一也
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【m】施設紹介

l．医療法人美崎会国分中央病院 藤崎基

市川和幸2．独立行政法人国立病院機構南九州病院

w．教育講演 座長霧島市立医師会医療センター 平賀真雄

『診療報酬の画像診断機器市場に与える影響』

V.ディスカッション

3.出席者 34名

EBC（欧州ビジネス協会医療機器委員会）診療報酬部会長
田中良一先生

《内訳》 JART会員 26名 非会員 8名
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4．総評

一般演題2演題、施設紹介2施設、教育講演として欧州ビジネス協会医療機器委
員会・診療報酬部会長であられる田中良一先生をお迎えし『診療報酬の画像診断

機器市場に与える影響』と題しご講演頂きました。

教育講演おいては、厚生労働省の示した『保健医療2035』という提言書をキーワ
ードに2014年の診療報酬改定についてと2025年問題を含めたこれからの保険診療
の将来についての考えをお聞きすることが出来ました。我々、診療放射線技師も他

人ごとではなく、それぞれの病院がどのように進んでいくべきかを考える良いきっかけ

になったのではないかと思います。

次回の霧島姶良地域研修会（予定）

（冬季）平成28年 1月30日（土）

場所：霧島市立医師会医療センター

0一般演題〇施設紹介
0講師を招いた特別講演
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第 2回 鹿児島乳腺画像研究会の報告

特別講演

「症例から学ぶ乳腺超音波画像」

大垣市民病院 川地俊明先生

平成 27年 3月 27日（金）に、第 2回鹿児島乳腺画像研究会を開催いたしました。

この回は、放射線技師はもちろん、我々以外のさまざまな職種に参加してもらう目的

で、発足しました。今回、参加人数は、 45名で、そのうち、外科医 2名、臨床検査

技師7名と大盛況でした。参加してくださった、会員の皆様ありがと うございました。

さて、乳腺疾患の画像診断において、マンモグラフィ同様、乳がんを診断する重要

なモダリティーである、乳腺超音波にスポッ トをあてました。

以前より、超音波検査の勉強会を開催したかったので、今回は、非常に楽しみにし

ていま した。講師を選定するなかで、いろいろ悩みましたが、実際、病院見学に行き、

生の仕事ぶりを拝見してから、決めました。

今回、講師に選びました、大垣市民病院の川地 俊明先生は、乳腺超音波の著書を

書かれたこ ともあ り、消化器科領域などでも有名な方で、懇親会に参加させてくれま

せんかと、 参加者から依頼が殺到した方です。先生のスケジュールを調整していまし

た関係上、年度末開催と なり、会員の皆様には、ご迷惑をおかけしました。すみませ

んでした。バングラデッシュに超音波を教えにいくということで、 2月の渡航がキャ

ンセルになり、今月 15日間のミッションを終了し、無事帰国されたようです。

講演内容は、さまざまな症例から超音波の画像を提示していただき、マンモグラフ

ィとの比較、 MRIとの比較など、いろんな切り 口から、 乳腺疾患に対して診断価値

の高い画像提供の重要さを講演していただきました。また、超音波の話の途中に、大

垣市民病院での新人教育、超音波検査への取り組み、当直体制など、病院組織の内容

も講演頂きました。1日外来患者数2,350人、病床数90 3床の不動の黒字経営病

院を徹底解剖してみたかったのです。放射線技師48名は、全員、読影レポートを作

成しています。MMG,USだけでなく、 PET, RI, CT, MR  I,透視造影、

アンギオ検査など、全ての領域において、レポー トシステムを完成させています。厚

生労働省から通告があったように、読影補助は、我々がこれから取り組むべき最大の

ミッションだと思っています。すでに、読影補助を確立している施設なので、今回鹿

児島に呼びました。

乳腺超音波は、これから、 我々放射線技師にも重要な領域でもあると思います。 私

は、 非常に勉強になりました。

今年も、企画計画中です。ぜひ、参加して ください。

鹿児島市立病院隈浩司

また、 研究会では、ご意見をお待ちしています。今後の運営方法や、研究会の案内方

法など、下記メールアドレスまでご連絡下さい。

E-mail: kuma_kch@~ 
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『第 7回鹿児島超音波研究会報告』

鹿児島超音波研究会

霧島市立医師会医療センター 塩屋晋吾

平成 27年 6月 12日（金）に第 7回鹿児島県放射線技師会超音波研究会を鹿児島厚生連

病院で開催した。今回は肝臓の形態評価をメインテーマに企画した。

参加者は 35名(JART会員 24名・非会員 11名）で毎回参加されている方や今回初めて参

加される方まで様々であった。

内容としては，まず線維化変化を中心とした基本的な肝形態評価に纏わるレクチャーが行

われた。肝炎発症から肝硬変に移行する過程は 20~30年の長い年月を経て進行することは

周知されているがそれを超音波でどのような点を留意して診ていくのか，またどのような表現で

記載するのかといった内容であった。

その後に症例画像の所見の捉え方に関するディスカッションが行われた。肝臓の左葉と右

葉のキー画像を提示し司会者が会場の参加者を指名して読影してもらい会場でディスカッショ

ンする形式であった。チェックポイントは肝臓のエッジ，表面実質内部エコーの状態の 3点に

絞り行った。やはり形態の評価は捉え方が人により様々で多種多様の意見があり，予め 30例

問題を準備していたが 90分で 3例しかできない程ディスカッションは大盛況であった。

日常の検査で肝形態に関しここまで深く考察する機会はあまりなく新鮮な内容であった。肝

形態評価は基本的に「正解」はない。 だからこそ経験年数に関わらず様々な捉え方があり，

またしつかり捉えるためには的確な描出が必要となる。今回は肝形態評価をメインテーマと

したが，それだけでなくそこから超音波検査に必要となる点を自分自身が幾つも学ぶことがで

きた。

今回の研究会で肝形態評価に関する引き出しが一つでも増えたと思ってもらえたなら幸い

である。

今後も少しでも参加者のニーズに応えられるような研究会を企画していきたい。
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．
 

第 94回公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会定時総会議事録

・日時 ：平成 27年 6月 21日 （日）11:00~ 12 : 30 

・会場 ：鹿児島大学医学部保健学科 共通教育棟 5階 503講義室

総会次第

1・開会の辞

2.会長挨拶

3・表彰

4・資格審査

5.議長団選出

6.議事録署名人選出

7・議事

議案第 1号

平成 26年度事業報告に関する件

議案第2号

平成 26年度決算報告に関する件

議案第 3号

平成 26年度監査報告に関する件

議案第4号

平成 27年度事業計画案に関する件

議案第 5号

平成 27年度収支予算案に関する件

議案第 6号

役員選挙に関する件

議案第 7号

その他

8.議長団解任

9.その他

1 0 ・閉会の辞
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出席

理事

監事

議長

選挙管理委員

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

池田睦新村栄次大久保光男藤崎拓郎石本裕二中島祐二

原口誠平田勝佐藤洋一藤坂智史坂下周一郎岡野三男

平賀真雄島児末治田畑ー文 野中康博

西元広男 鮫嶋宗俊

児玉公輝萩原純久

永田隆二

・正会員数 458名（平成 27年 6月 21日 現在）

・出席会員数 53名 委任状数 247名 合計 300名

総会開始

1. 開会の辞

新村栄次副会長による第94回定時総会開会の辞が行われた。

2. 会長挨拶

池田睦会長より挨拶。平成 27年 4月から開始の診療放射線技師拡大業務についての説

明と講習会受講について。また、理事任期満了につき新定款に沿って選挙がおこなわ

れること。診療放射線技師の待遇改善、更なる業務拡大のため、次回の参議院選への

診療放射線技師立候補時のお願い。

3.表彰

西元広男外部監事が任期満了により退任になった。

今回の選挙には立候補されないということで、長年当会のためご尽力くださった西元

広男外部幹監事に池田会長より感謝状が手渡された。

4. 資格審査

藤坂智史総務理事より正会員数458名（平成 27年 6月 21日現在）のうち 300名（書

面表決者 247名を含む）が出席し総会が成立する旨の報告が行われた。

5.議長団選出

会場からの立候補はなく、執行部より正議長に県立薩南病院の児玉公輝氏、

副議長に鹿児島厚生連病院の萩原純久氏を推薦し、満場一致で選出された。

議長団登壇
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6. 議事録署名人選出

藤坂智史総務理事より公益社団法人移行後の新定款の 31条に沿って議長及び

出席した理事をもって議事録署名人とする説明が行われた。

7.議事

正議長：議事録署名人を議長及び出席した理事として早速審議に入ります。

時間の関係上、議事議案第 1号から議事議案第3号まで続けて説明を受けた後、

質疑応答及び採決にはいりたいと思います。

正議長：議事議案第 1号から議事議案第3号まで執行部の説明をお願いします。

議事議案第 1号 平成 26年度会務報告について

池田睦会長より平成 26年度事業報告の総括が述べられた。

藤坂智史総務理事より別冊配布した総会資料により事業報告の説明がなされた。

正議長：議案第2号、平成26年度決算報告に関する件について説明をお願いします。

議事議案第 2号 平成 26年度決算報告について中島祐二財務理事より別冊配布し

た総会資料により説明がなされた。

正議長：議案第2号、平成 26年度決算報告に関する件について説明をお願いします。

議事議案第 3号 監査報告について鮫嶋宗俊監事、西本広男監事より別紙配布資

料監査結果について、会務執行は的確に行われている。事業については順調に執

行運営されている。会計処理は間違いなく処理されている。その他特に指摘すべ

き事項は認められないとの

報告があった。

議事議案第 1号から議事議案第 3号までの一括質疑応答に入った。

正議長：会場より質間はないですか？

石山氏：減価償却費は何ですか？

中島祐二：事務所の維持費にかかる費用です。

石山氏：もう一つお伺いします。管理費の中の諸謝金はなんですか？

中島祐二：監査のために公認会計士さんに支払った謝礼です。

正議長 ：他に会場より質問はないですか？

正議長：他にないようですので、採決に入りたいと思います。

採決は挙手にて 反対、 保留、 賛成 の順に行います。
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議案第 1号 平成 26年度事業報告対して反対の方の挙手をお願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第 1号 平成 26年度事業報告は承認されました。

続きまして、議案第 2号 平成 26年度決算報告対して反対方の挙手を

お願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第 2号 平成 26年度決算報告

貸借対照表、正味財産増減計算書、貸借対照表及び正味財産増減計算書の付属明

細書、財産目録は承認されました。

続きまして、議案第 3号 平成 26年度監査報告対して反対の方の挙手を

お願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第 3号 平成 26年度監査報告は承認されました。

正議長：これで議案第 1号から議案第3号までの審議を終了します。

議長交代

副議長：議事議案第4号、議事議案第5号の審議に入ります。

議事議案第4号、議事議案第 5号の説明を受けた後、質疑応答及び採決にはいり

たいと思います。

副議長：議案第 4号、平成 27年度事業計画案に関する件について執行部の方から

報告をお願いします。

池田睦会長より平成 27年度事業計画案が述べられた。

副議長：議案第 5号、平成 27年度収支予算案に関する件について財務理事より報告

をお願い します。
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中島祐二財務理事より別冊配布した総会資料により平成 27年度収支予算案の説明

がなされた。

副議長：議事議案第4号、議事議案第5号の説明が終わりましたので、

質疑応答に入ります。 なお、発言される方は挙手で所属と名前を名乗って

からお願いします。

質疑応答なし

副議長 ：質問はないでしょうか。

ないようですので、採決に入りたいと思います。

議案第4号 平成 26年度事業計画案対して反対の方の挙手をお願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第4号平成 26年度事業計画案は承認されました。

続きまして、議案第 5号 平成 27年度収支予算案対して反対の方の挙手を

お願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第 5号 平成 27年度収支予算案は

承認されました。

4)議事議案第6号 役員選挙に関する件について

副議長 ：議案第 6号、役員選挙に関する件について会長より役員選挙規定について説

明をお願いします。

会 長：本年度は役員選挙の年度となっており、理事・監事の交代がありますので

鹿児島県診療放射線技師会役員選挙規程に則り立候補並びに推薦の受付を行

った。鹿児県診療放射線技師会定款第 14条第 1項の理事・監事の定数に従い

選挙を行います。詳細は選挙管理員会より説明してもらいます。

副議長：役員選挙について会場からご意見がありますか？

副議長：ないようですので選挙管理委員より選挙について報告をお願いします。
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選挙管理委員：選挙管理委員長永田隆二です。

公益社団法人鹿児島県放射線技師会役員選挙結果を報告します。

平成 27年 5月 28日付の鹿児島県診療放射線技師会ニュースに平成 27年役員選

挙の告示を掲示しました。理事定数 20名（うち 6名は地域理事）、監事定数2名

です。

平成 27年 6月 11日午後 5時までに立候補・推薦あわせて理事 18名 監事2名

の届け出がありました。

候補者が役員定数を超えませんでしたので、公益社団法人・鹿児島県診療放射

線技師会の役員選挙規程第 10条の無投票当選に該当しました。よって平成 25

年 6月 22日の鹿児島県診療放射線技師会総会にて理事 18名、監事 2名を当選

者としました。

当選者を届け出順に読み上げます

理事平賀真雄藤崎誠島児末治佐藤洋一藤坂智史太田原美郎

渡邊義治吉村洋一松本俊也新村栄次西憲文松野下直美

藤崎拓郎 中島祐二坂下周一郎岡野三男 田畑ー文野中康博

監事池田睦宮寄信

以上報告いたします。

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会選挙管理委員会委員長 永田隆二

副議長 ：只今報告がありました、役員選挙に関しましてご意見ありますか。

副議長：ないようですので採決に入ります。

それでは、定款 29条第 3項に沿って各候補者ごとに決議にはいります。

平賀真雄さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により平賀真雄さんの当選は承認されました。

藤陥誠さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により藤崎誠さんの当選は承認されました。

島児末治さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により島児末治さんの当選は承認されました。

佐藤洋一さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により佐藤洋一さんの当選は承認されました。

藤坂智史さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により藤坂智史さんの当選は承認されました。

太田原美郎さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により太田原美郎さんの当選は承認されました。
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渡邊義治さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により渡邊義治さんの当選は承認されました。

吉村洋一さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により吉村洋一さんの当選は承認されました。

松本俊也さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により松本俊也さんの当選は承認されました。

新村栄次さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により新村栄次さんの当選は承認されました。

西憲文さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により西憲文さんの当選は承認されました。

松野下直美さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により松野下直美さんの当選は承認されました。

藤崎拓郎さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により藤崎拓郎さんの当選は承認されま した。

中島祐二さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により 中島祐二さんの当選は承認されました。

坂下周一郎さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により坂下周一郎さんの当選は承認されました。

岡野三男さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により岡野三男さんの当選は承認されました。

田畑ー文さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により田畑ー文さんの当選は承認されました。
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野中康博さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により野中康博さんの当選は承認されました。

池田睦さんの監事当選を承認される方は挙手をお願いいた します。

（採決）

挙手多数により池田睦さんの当選は承認されました。

宮寄信さんの監事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により宮寄信さん当選は承認されました。

副議長：以上をもちまして、議案第6号の審議を終了します。

以上により議事議案第6号は承認された。

被選任者は即時就任を承諾した。

副議長：続いて議案第 7号の その他 に入ります。

執行部並びに会場からのご意見・提案はないでしょうか。

副議長：ないようですので、これで議案第 7号その他を終了します。

8.議長団退席

副議長：以上を持ちまして議案第 1号から議事議案第 7号までの審議を終わり、

私たちの議長の責を退かせて戴きます。会場の皆様のご協力ありがと う

ございました。

9.その他

池田会長より議事に協力していただいた会員へのお礼の言葉があった。

1 0. 閉会の辞

すべての審議を終え、本総会が終了し、新村栄次副会長により閉会が宣言された。
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以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、定款第 31条 2項に沿って、議長及び

出席した理事が記名押印する。

平成 27年 6月 25日

正 義 長

副議長

児玉公輝

萩原純久

理 事 池田睦 新村栄次

大久保光男 藤崎拓郎 石本裕二

中島祐二 原口誠 平田勝

佐藤洋一 藤坂智史 瀬戸和人

齊藤 二郎 藤陥誠 坂下周一郎

岡野 三男 平賀真雄 島児末治

野中康博 田畑ー文

議事録作成 藤坂智史

この議事録は原本と相違あり ません

平成 27年 6月 25日

公益社団法人鹿児島県診療放射線百雙喜汎呈込乏

師療虚益
池田 睦会方女心元

艮g昇噂
印線照X

会 長
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虜94回

児島県診覆散

松本新会長 池田前会長

i島県診憲訊射繹汲圃云に＂
直
匪児島県砂盪

I云疋吋闊云

―---"4舅公益社団滋人
直
頂児島県診覆譲射緯枝編会定峙総会

理事・監事
会場より
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第 94回

公益社団法人

鹿児島県診療放射線技師会

定時総会資料

日時：平成 27年 6月21日 （日） 11:00,....,,_,12:30

会場：鹿児島大学医学部保健学科 共通教育棟

5階503講義室

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
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総会次第

1・開会の辞

2.会長挨拶

3・表彰

4・資格審査

5.議長団選出

6.議事録署名人選出

7・議事

議案第 1号

平成 26年度事業報告に関する件

議案第 2号

平成 26年度決算報告に関する件

議案第 3号

平成 26年度監査報告に関する件

議案第4号

平成 27年度事業計画案に関する件

議案第 5号

平成 27年度収支予算案に関する件

議案第 6号

役員選挙に関する件

議案第 7号

その他

8.議長団解任

，．その他

10 ・閉会の辞
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平成 26年度決算総会事業報告

総括

平成 26年度も前年度と同様に本会の目的である会員の職業倫理を高揚する事業と共

に、診療放射線の安全管理に関する知識の普及啓発並びに診療放射線技師の資質の向上

を図り、地域医療の振興と県民の健康増進に寄与する事業を行った。

平成 26年度は公益社団法人 2年目に当たり、前年度と同様に公益性の高い事業を行

う事に留意した。

公益事業として、まず、平成 26年 5月 10日に開催されたリレー・フォー・ライフ・ジ

ャパンかごしまのイベン トに、 昨年と同様に鹿児島県診療放射線技師会のブースを設置

して参加した。このイベントはがん患者さんやサポートする家族と共にがんに向かう勇

気や生きる感動を分かち合うためのイベントで、平成 26年度で 3回目の開催になる。

鹿児島県診療放射線技師会は放射線検査や放射線被ばくに関するパネルの展示や超音

波による骨密度の測定を行った。さらに今回はブースの設置だけではなく 24時間リレ

ーウォークにも参加し、技師会理事をはじめ地域の会員の協力を仰ぎながら 24時間の

ウォークを完遂した。骨密度測定者は 100名を超え鹿児島県診療放射線技師会の啓発も

行えた。2日間の延べ参加者数は約 1,300人であり、がん撲滅のイベントとして大きな

成果を挙げ鹿児島県診療放射線技師会としても貢献できた。

平成 27年 3月 15日にレントゲン週間市民公開講座を開催した。今回もコ・メデイカ

Jレ職種の紹介を行い「病院でのコ・メデイカルの仕事について」と題して、医療現場で

働く理学療法士、臨床検査技師、臨床工学技士、歯科衛生士、診療放射線技師の 5職種

と診療放射線技師の養成機関のよりそれぞれの代表者を招いての講演会を鹿児島県内

の高校生及び家族を対象に行った。参加人員は今回も事前の案内にも力を注いだが約

50名と昨年よりは少なめであった。講演会の質疑応答では将来の職業について活発な

質問がありコ・メデイカルヘの関心の高さが伺えた。この講演会は次年度も継続して行

う予定とした。もう 1つの公益事業の市民健康まつりは直前の台風接近により残念なが

ら中止となった。

平成 25年 6月 21日の定期総会後に鹿児島県診療放射線技師会が平成 25年 4月に公

益社団法人に移行して 1年が経過したのを受けて、これまでの歴史を振り返る記念講演

会と式典並びに祝賀会を開催した。記念講演会では鮫島監事による「県技師会 67年の

あゆみ」、また記念式典ではこれまでご苦労をかけた各支部長を表彰した。記念祝賀会

では公益社団法人の申請段階でお世話になった方々への謝辞と村山元会長より祝辞を

頂しヽ た。

その他、鹿児島県内における診療放射線技師の職業倫理の高揚や知識の向上に関する

研修会、研究会を行った。フレッシャーズセミナー、 リーダー及びリーダー育成研修会

をそれぞれ 1回ずつ開催した。地域研修会を 6地域にてそれぞれ行ない、鹿児島地域、

-95-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

南薩地域、大隅地域、霧島・姶良地域は年間 2回開催した。また 11月 8日の大隅地域研

修会は秋季学術大会を同時に開催し、「手術支援画像について」と題してシンポジウム

を開催した。鹿児島消化器画像研究会を 4回、鹿児島県放射線治療技術研究会を 2回、

鹿児島 CT研究会を 4回、鹿児島 MRI研究会を 2回、鹿児島乳腺画像研究会を 1回、鹿

児島超音波研究会を 4回、少人数ハンズオンセミナーを 10回、鹿児島X線撮影研究会

を2回開催した。

第 3回鹿児島県診療放射線技師女性の集いを新しく 開院した米盛病院で開催した。

放射線管理士部会、放射線機器管理士部会、画像情報精度管理士部会をそれぞれ 1回

ずつ開催した。その他、地域保健協力事業は鹿児島市夜間急病センター担当者の研修を

3回行った。平成 26年度の鹿児島県原子力防災訓練は鹿児島県診療放射線技師会の訓

練への参加はなかった。
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平成26年度事業報告

本会創立の目的である、診療放射線学および診

療放射線に関する技術の向上発展ならびに県民保

健の維持発展に寄与するため以下 16の事業を行

った。

1．生涯学習の推進

安全で質の高い医療の提供を求める県民の負託

に応えるためには、卒後教育が重要である。また、

大き く変化していく診療放射線技術や社会情勢に

対応すべく生涯学習の推進に努める。

2．フレッシャーズセミナーの開催

社会人・医療人としての心構えや接遇について

の教育を行うとともに、臨床現場ですぐに役に立

つ医療安全・一般撮影・気管支解剖等の研修を行

。
ぷ
ノ

日時 ：平成 26年 6月 29日 （日）

会場：鹿児島大学医学部 第 4講義室

主催：鹿児島県診療放射線技師会

内容：エチケット・マナー講座

医療安全講座

基礎講座(X線撮影）

気管支解剖講座

感染対策講座

入会案内

対象：会員および非会員

参加人数 ：42名

3. リーダー及びリーダー育成研修会

放射線部門のリ ーダーとして、いかにして優秀

な人材を育てていくか、どのように行動すること

が県民や病院に貢献できるか等の研修会を開催す

る。また、次代を担う リーダーの育成に

努めるとともに施設間の情報の交換を行う。

日時：平成 26年 7月 19日 （土）

会場 ：鹿児島大学医学部 第 2臨床実習室

主催 ：鹿児島県診療放射線技師会

内容 ：「部下をやる気にさせる指導・育成」

対象 ：会員

参加人数： 38名

4. レントゲン週間に放射線展ならびに市民公開

講座の開催

日本放射線技師会が推進する『国民から見える

職業へ』・『期待に応える専門職種として』のスロ

ーガンを達成するために、県民と直に接し、放射

線技師の業務等を紹介するため、当会独自のイベ

ントを開催する。また、 市民公開講座や無料検診

を行うことにより、より公益性を高めていく 。

日時 ：平成 27年 3月 15日 （土）

会場：鹿児島県民交流センター

主催．鹿児島県診療放射線技師会

内容：「病院でのコ・メデイカルの仕事について」

対象：一般市民、会員、葬会員

参加人数： 50名

5.特別企画の実施

公益社団法人移行 1周年記念式典 ・祝賀会

日時 ：平成 26年 6月 21日 （士）

会場：パレスイン鹿児島

主催：鹿児島県診療放射線技師会

内容：記念式典・講演会・祝賀会

記念講演：「県技師会 67年のあゆみ」

対象：会員および非会員

参加人数 ：61名

6. 地域研修会の実施

6地域（鹿児島地域、南薩地域、北薩地域、霧

島・姶良地域、大隅地域、大島地域）研修会を地

域理事の企画において開催する。また、 開催の規

模や頻度に応じた助成を行う。

鹿児島地域

第 13回鹿児島地域研修会

日時：平成 26年 8月 8日 （金）
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会場：鹿児島医療センター 大会議室

対象 ：会員、非会員

参加人数： 69名（非会員 6名含む）

第 14回鹿児島地域研修会

日時：平成 27年 2月 7日 （金）

会場：南風病院ANNEXI 

対象：会員、非会員

参加人数： 48名（非会員 4名含む）

南薩地域

第 29回南薩地域研修会

日時：平成 26年 9月 13日 （土）

会場 ：指宿浩然会病院 浩然記念ホール

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

霧島・姶良地域研修会

日時：平成 27年 1月 31日 （土）

会場 ：霧島市立医師会医療センター 大会議室

対象：会員及び非会員

参加人数 ：出席者 48名（うち非会員18名）

大隅地域

大隅地域研修会及び鹿児島県放射線技師会秋季学

術大会（合同開催）

日時：平成 26年 11月 8日 （土）

会場：垂水市立医療センター垂水中央病院

対象：会員及び非会員

参加人数： 47名

対象：会員および非会員 第 36回大隅地域研修会

参加： 59名（うち技師 41、非会員 10、学生 5、メ 日時：平成 27年 2月 14日（土）

ーカー13) 会場：鹿屋医療センター

対象：会員及び非会員

第 30回南薩地域研修会 参加人数： 47名（うち非会員 10名メ ーカー12名）

日時：平成 27年 3月 7日 （土）

会場：県立薩南病院 会議室

対象：会員および非会員

参加： 48名（うち非会員 2、メーカー11、他 14)

北薩地域

第 23回北薩地域研修会

日時：平成 26年 11月 22日 （土）

会場：出水総合医療センター 2階講堂

対象：会員及び非会員

参加人数： 50名

霧島・姶良地域

霧島 ・姶良地域研修会

日時：平成 26年 7月 5日 （土）

会場：加治木温泉病院講堂

対象：会員及び非会員

参加人数： 出席者 32名（うち非会員6名）

大島地域

大島地域研修会

日時：平成 27年 2月 7日 （土）

会場：県立大島病院救命センター研修ホール

対象：会員及び非会員

参加人数 ：17名（うち非会員 1名）

7.秋季学術大会の実施

平成 26年度鹿児島県放射線技師会秋季学術大会

日時：平成 26年 11月 8日 （土）

会場：垂水市立医療センター垂水中央病院

対象：会員及び非会員

参加人数 ：47名

8.各研究会の実施

鹿児島消化器画像研究会、鹿児島放射線治療研

究会、鹿児島 CT研究会、 MR研究会、鹿児島乳腺
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画像研究会、鹿児島超音波研究会、鹿児島 X線研

究会を鹿児島県診療放射線技師会の事業とし、研

究会の充実を固るとともに非会員に対して入会の

勧誘を積極的に行 う。また、各研究会の活動が充

実していくための助成を行う。

鹿児島消化器画像研究会

第 46回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 26年 4月 16日 （水）

会場 ：厚生連病院別館 3階

対象：会員および非会員

参加人数 ：49名（うち非会員 15名，医師 l名）

第47回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 26年 7月 26日 （土）

会場 ：南風病院 ANNEX-I 

対象 ：会員および非会員

参加人数 ：43名（ うち非会員 9名）

第48回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 26年 10月 22日（水）

場所会場：厚生連病院別館 3階

対象 ：会員および非会員

参加人数： 29名（うち非会員 7名）

第 49回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 27年 1月 24日 （土）

会場 ：南風病院 ANNEX-I 

対象 ：会員および非会員

参加人数 ：42名（ うち非会員 7名）

鹿児島県放射線治療技術研究会

第 12回鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 26年 7月 19日 （土）

会場 ： 鹿児島大学病院 第 4講義室

対象 ：会員および非会員

参加者： 43名

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第122号

第 13回鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 26年 12月 20日 （土）

会場 ： 鹿屋医療センター 講堂

対象：会員および非会員

参加者： 26名

鹿児島 CT研究会

第 26回鹿児島 CT研究会

日時 ：平成 26年 5月 21日 （水）

会場 ：鹿児島医療センター 大会議室

対象 ：会員および非会員

参加人数 ：93名

第 27回鹿児島 CT研究会

日時：平成 26年 8月 20日 （水）

会場 ：鹿児島医療センター 大会議室

対象：会員および非会員

参加人数： 86名（ うち非会員 10名）

第 28回鹿児島 CT研究会

日時： 平成 26年 11月 19日 （水）

会場 ：鹿児島医療センター2階大会議室

対象： 会員および非会員

参加者 103名（ うち非会員 25名）

29回鹿児島 CT研究会

日時：平成 27年 2月 18日（水）

場 所：鹿児島医療センター 2階大会議室

対象：会員および非会員

参加者 84名（うち非会員 20名）

MRI研究会

第 16回鹿児島県MRI研究会

日時 H26年 5月 17日 （土）

場所鹿児島大学医学部第 4講義室

参加者 56名
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第 17回鹿児島県MRI研究会

日時 H26年 12月 6日 （土）

場所鹿児島大学医学部第 4講義室

参加者 64名

鹿児島乳腺画像研究会

第 2回鹿児島乳腺画像研究会

日時：平成 26年 3月 27日（金）

会場： 鹿児島市立病院 視聴覚室

対象：会員および非会員

参加人数 45名

鹿児島超音波研究会

第 3回鹿児島超音波研究会

日時：平成 26年 5月 24日（土）

会場 ：南風病院 ANNEX-I 

対象：会員および非会員

参加人数 39名（うち非会員 12名）

第 4回鹿児島超音波研究会

日時：平成 26年 8月 22日（金）

会場：鹿児島厚生連病院別館

対象 ：会員および非会員

参加人数 49名（うち非会員 20名）

第 5回鹿児島超音波研究会

日時：平成26年 11月 15日（土）

会場：さがらパース通り クリニック 博愛ホール

対象 ：会員および非会員

参加人数 43名（ うち非会員 21名）

第 6回鹿児島超音波研究会

日時：平成 27年 2月 13日（金）

会場 ：鹿児島厚生連健康管理センター

対象：会員および非会員

参加人数 47名（うち非会員 17名）

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

第4回少人数ハンズオンセミナー

2014/11 / 5~2015/2/ 4 計 10回

参加者 4名（非会員 4名）

開催場所 ヲサメ内科クリニ ック

鹿児島X線撮影研究会

第 2回鹿児島 X線撮影研究会

日時：平成 26年 7月 12日（土）

会場 ：鹿児島医療技術専門学校 大講義室

対象：会員および非会員

参加人数 74名（ うち非会員 19名）

第 3回鹿児島 X線撮影研究会

日時：平成27年 1月 10日（土）

会場 ：米盛病院 ラーニングセンター講堂

対象：会員および非会員

参加人数63名（うち非会員 19名）

9．管理士部会による研修会開催

安全で質の高い医療を提供するためには、放射

線管理 ・機器管理 ・画像情報管理を適正に行うこ

とが不可欠である。これらの管理は、 日々の業務

の中で継続的に実践することが重要である。より

効率的な管理を行ううえで必要な講習会を管理士

部会主催で開催する。

放射線管理士部会

日時：平成 27年 3月 14日 （土）

場所：南風病院アネックス I

参加数： 52名

放射線機器管理士部会

日時：平成 26年 10月 18日 （土）

会場： 鹿児島大学病院第 4講義室

対象 ：会員および非会員

参加者： 26名
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鹿児島医療画像情報精度管理士部会

日時： 平成 26年 9月 23日 （土）

場所： 南風病院アネックス I

参加数 ：37名

1 0．鹿児島県診療放射線技師 女性の集い

第 3回鹿児島県診療放射線技師 女性の集い

平成 27年 1月 17日 （土）

米盛病院 ラーニングセンター

参加者： 89名

1 1. ホームページの活用促進

ホームページの更新に伴い内容の充実を図り、

会員、県民に積極的に情報を発信する。また各支

部からも情報発信しやすいシステムを構築する。

随時更新中

1 2．各種イベント等への積極的参加・協力

他関係団体との共催である市民健康まつり等に

積極的に参加し、他職種との連携を深めるととも

に公益法人としての社会的役割を果たす。

市民健康まつり

今年度は台風接近のため中止になった。

リレー・フォー ・ライフジャパン参加

日時 ：平成 26年 5月 10日（土）

会場 ：ドルフィンポー ト

がん撲滅のイベン トである リレー・ フォー・ ライ

フジャパンに 2回目 の参加をした。今回もブース

を設置しパネル展示、骨密度測定を行った。また、

今回初めて 24時間リ レー・ ウォークにも参加 し、

理事、会員の協力によ りリレーを完遂 した。

1 3．原子力防災支援

原子力災害時に適正かつ迅速に対応するために

必要な研修に出席する。また、県が開催する原子

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

力防災訓練に参画し、放射線に関する専門家とし

ての放射線技師の存在を誇示していく 。

（原子力防災訓練）

平成 26年度は鹿児島県診療放射線技師会の参

加はなかった。

1 4．地域保健協力事業

鹿児島市医師会より委託を受けた鹿児島市夜間

救急センター放射線業務に対して、診療放射線技

師を派遣する。業務の安全ならびに質の高い画像

情報を提供するために必要な連絡調整会議や研修

会を開催する。

派遣登録者数： 20名

第 1回夜間急病センター研修会

日時：平成26年 7月 19日 （金）

場所 ：鹿児島大学病院 第 2臨床実習室

対象：派遣登録者（会員）

参加人数： 14名

第 2回夜間急病センター研修会

日時 ：平成 26年 11月 28日 （金）

場所：鹿児島市精神保健福祉交流センター

対象 ：派遣登録者（会員）

参加人数 ：15名

第 3回夜間急病センター研修会

日時 ：平成26年 12月 20日 （土）

場所 ：鹿児島大学医学部保健学科5階

対象：派遣登録者（会員）

参加人数 ：12名

1 5.公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会規

程集の発行

定款やその他規程をまとめた規程集を発行した。

1 6.その他の事業

環境測定事業

いちき串木野市立脳神経外科センター
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実施日 H26年 4月、 9月

測定者大久保、小磯

博悠会温泉病院（大久保、小磯）

実施日 H26年 4月、10月

測定者大久保、小磯

ふくいわ耳鼻咽喉科クリ ニック

実施日 H26年 4月、 10月

測定者西郷

田上クリニック

実施日 H26年 7月、 H27年 1月

測定者隈、西元

守屋病院

実施日 H26年 7月、H27年 1月

測定者藤崎、吉見

出版事業

平成 26年 4月：ニュース59号発行

平成 26年 9月：第 120号会報発行

平成 27年 2月：第 121号会報発行

表彰事業

表彰委員会報告

日時：平成 27年 3月 3日 （金）

場所：鹿児島大学病院臨床技術部部長室

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第122号

日本診療放射線技師会主催講習会

診療放射線技師基礎講習「乳房撮影」

日時：平成 26年8月3日 （日）

場所：鹿児島大学医学部

対象：会員および非会員

内容：講義（視聴）及び技能試験

参加人数： 21名

静脈注射（針刺しは除く） 講習会

日時：平成 26年 8月 24日 （日）

場所：鹿児島大学医学部臨床講義実習室

対象 ：会員および非会員

内容：講義 （視聴）及び技能試験

参加人数 ：27名

診療放射線技師基礎講習「一般撮影」

日時：平成 26年 12月 14日 （日）

場所 ：鹿児島大学医学部臨床講義実習室

対象 ：会員および非会員

内容：講義 （視聴）及び技能試験

参加人数 ：28名

平成 26年度理事会

第 1回理事会：平成 26年 6月 21日

第 2回理事会 ：平成 26年 10月 18日

第 3回理事会：平成 26年 12月 20日

第 4回理事会：平成 27年 3月 15日

平成26年度常務理事会

第 1回常務理事会 ：平成 26年 4月 22日

組織拡大事業 第 2回常務理事会：平成 26年 7月 16日

フレッシャーズセミナー、各地域研修会、各研究 第 3回常務理事会：平成 26年 9月 5日

会等にて会員勧誘を実施 第4回常務理事会：平成26年 11月26日

関連団体との連携

以下、関連団体と連携し、学術大会等を開催した。

公益社団法人日本診療放射線技師会

第 5回常務理事会：平成 27年 2月 25日
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

貸借対照表

平成 27年 3月 31 日現在

‘ ’ '-ヽ

科 目 当 年 度 月‘’IJ 年 度 増 減

I 資産の部
1. 流動資産

現金預金 2,525,054 3,373,695 -848, 641 
未収会費 49,000 210,000 -161,000 
未収金負担金 3 500 15 000 -11 500 
流動資産合計 2 577 554 3 598 695 -1 021 141 

2. 固定資産
(1) 基本財産
土地 7,900,000 7,900,000 

゜建物 11,330,000 11, 330, 000 

゜減価償却累計額 -5 302 440 -4 894 560 -407 880 
基本財産合計 13 927 560 14 335 440 -407 880 
(2)特定資産
事務所建替資産 8 167 791 7 947 292 220 499 
特定資産合計 8 167 791 7 947 292 220 499 
(3) その他固定資産
什器備品 3,362,480 3,362,480 

゜什器備品減価償却累計額 -2 252 813 -1 654 338 -598 475 
その他の固定資産合計 1 109 667 1 708 142 -598 475 
固定資産合計 23 205 018 23 990 874 -785 856 
資産合計 25 782 572 27 589 569 -1 806 997 

II 負債の部
1. 流動負債

預り金 30 630 

゜
30 630 

流動負債合計 30 630 

゜
30 630 

2.固定負債
固定負債合計

゜ ゜ ゜負債合計 30 630 

゜
30 630 

III 正味財産の部
1. 指定正味財産
指定正味財産合計

゜ ゜ ゜2.一般正味財産
(2) その他一般正味財産 -3 504 460 -1 666 833 -1 837 627 
一般正味財産 -3 504 460 -1 666 833 -1 837 627 

負正債味財及産び合正計味財産合計
25 751 942 27 589 569 -1 837 627 
25 782 572 27 589 569 -1 806 997 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第122号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

正味財産増減計算書

平成 26年 4月 1日 から 平成 27年 3月 31 日 まで

（単位： 円）

科 目 当 年 度 月‘’lj 年 度 増 減

I 一般正常増味財減産増部減の部
1. 経の 〖
(1) 経常収益
基本財産運用益

゜ ゜ ゜特定資産運用益

゜ ゜ ゜受取入会金

゜ ゜ ゜受取会費 2,989,000 2,876,000 113,000 
正会員会費 2,989,000 2,856,000 133,000 
準会員会費

゜
20,000 -20, 000 

事業収益 645,500 672,000 -26, 500 
研修会会費 105,500 65,000 40,500 
広告 360,000 360,000 

゜環境測定事業 180,000 247,000 -67, 000 
業務委託費 72,400 67,400 5,000 
日本放射線技師会業務委託 72,400 67,400 5,000 
受取負担金 505,500 496,000 9,500 
受取負担金 213,500 496,000 -282, 500 
市医師会負担金 292,000 

゜
292,000 

受取寄付金

゜ ゜ ゜雑収益 803,969 343,887 460,082 
受取利息 317 2,476 -2, 159 
雑収益 803 652 341 411 462 241 

経常収益計 5 016 369 4 455 287 561 082 

(2)経常費用
事業費 4,653,946 3,937,389 716,557 
旅費交通費 783,810 529,520 254,290 
通信運搬費 174,794 168,870 5,924 
消耗品費 864 1,680 -8 16 
印刷製本費 582,480 558,280 24,200 
光熱水料費 63,852 73,653 -9,801 
賃借料 359,030 176,550 182,480 
保険料 43,528 43,528 

゜諸謝金 998,000 1,060,000 -62, 000 
租税公課 33,000 33,360 -360 
会議費

゜
53,000 -53, 000 

減価償却費 826,043 826,043 

゜雑費 788,545 412,905 375,640 
管理費 2,200,050 2,184,731 15,319 
会議費 89,171 88,803 368 
旅費交通費 364,600 283,280 81,320 
通信運搬費 59,818 133, 103 -73, 285 
消耗什器備品費

゜
200,813 -200,813 

消耗品費 24,663 88,947 -64,284 
印刷製本費 303, 132 120,085 183,047 
光熱水料費 98,716 97,152 1,564 
賃借料 210, 960 7,000 203,960 
保険料 29,018 29,018 

゜諸謝金 364,000 345,000 19,000 
租税公課 43,000 43,240 -240 
支払負担金 226,500 236,000 -9, 500 
減価償却費 180,312 190,089 -9, 777 
雑費 206 160 322 201 -116 041 

経常費用計 6 853 996 6 122 120 731 876 
評価損益調幣前経常増減額 -1 837 627 -1 666 833 -170 794 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会
（単位： 円）

科 目 当 年 度 則‘’ 年 度 増 減

基本財産評価損益等

゜ ゜ ゜特定資産評価損益等

゜ ゜ ゜投資有価証券評価損益等

゜ ゜ ゜評価損益等計

゜ ゜ ゜当期経常増減額 -1 837 627 -1, 666 833 -170 794 

2. 経常外増減の部
(1)経常外収益
固定資産売却益

゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜経常外収益計

゜ ゜ ゜(2)経常外費用
固定資産売却損

゜ ゜ ゜固定資産減損損失

゜ ゜ ゜災害損失

゜ ゜ ゜経常外費用計

゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜当期一般正味財産増減額 -1 837 627 -1 666 833 -170 794 
一般正味財産増減額 -1 837 627 -1 666 833 -170 794 
一般正味財産期首残高 -1 666 833 

゜
-1 666 833 

一般正味財産期末残高 -3 504 460 -1 666 833 -1 837 627 

II 指定正味財産増減の部
受取補助金等

゜ ゜ ゜受取負担金

゜ ゜ ゜受取寄付金

゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜基本財産評価益

゜ ゜ ゜特定資産評価益

゜ ゜ ゜基本財産評価損

゜ ゜ ゜特定資産評価損

゜ ゜ ゜一般正味財産への振替額

゜ ゜ ゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜ ゜ ゜指定正味財産期末残高

゜ ゜ ゜m 正味財正産味期財末産残期末高残商
-3 504 460 -1 666 833 -1 837 627 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

正味財産増減計算書内訳表
平成 26年 4月 1日から 平成 27年 3月 31日 まで

（単位：円）

勘定科目 公益目的 法人会計 合計

I 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
(1)経常収益

基本財産運用益

゜ ゜ ゜特定資産運用益

゜ ゜ ゜受取入会金

゜ ゜ ゜受取会費 1,793,400 1, 195, 600 2,989,000 
正会員会費 1,793,400 1,195,600 2,989,000 

事業収益 645,500 

゜
645,500 

研修会会費 105,500 

゜
105,500 

広告 360,000 

゜
360,000 

環境測定事業 180,000 

゜
180,000 

業務委託費 72,400 

゜
72,400 

日本放射線技師会業務委託 72,400 

゜
72,400 

受取負担金 505,500 

゜
505,500 

受取負担金 213,500 

゜
213,500 

市医師会負担金 292,000 

゜
292,000 

受取寄付金

゜ ゜ ゜雑収益 803,969 

゜
803,969 

受取利息 317 

゜
317 

雑収益 803,652 

゜
803,652 

経常収益計 3,820,769 1,195,600 5,016,369 

(2)経常費用

事業費 4,653,946 

゜
4,653,946 

旅費交通費 783,810 

゜
783,810 

通信運搬費 174,794 

゜
174,794 

消耗品費 864 

゜
864 

印刷製本費 582,480 

゜
582,480 

光熱水料費 63,852 

゜
63,852 

賃借料 359,030 

゜
359,030 

保険料 43,528 

゜
43,528 

諸謝金 998,000 

゜
998,000 

租税公課 33,000 

゜
33,000 

減価償却費 826,043 

゜
826,043 

雑費 788,545 

゜
788,545 

管理費

゜
2,200,050 2,200,050 

会議贅

゜
89, 171 89, 171 

旅費交通費

゜
364 600 364 600 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

（単位：円）

勘定科目 公益目的 法人会計 合計

通信運搬費

゜
59,818 59,818 

消耗品費

゜
24,663 24,663 

印刷製本費

゜
303,132 303,132 

光熱水料翡

゜
98,716 98,716 

賃借料

゜
210,960 210,960 

保険料

゜
29,018 29,018 

諸謝金

゜
364,000 364,000 

租税公課

゜
43,000 43,000 

支払負担金

゜
226,500 226,500 

減価償却費

゜
180,312 180,312 

雑費

゜
206, 160 206, 160 

経常費用計 4,653,946 2,200,050 6,853,996 
評価損益調整前経常増減額 -833, 177 -1, 004,450 -1,837,627 
基本財産評価損益等

゜ ゜ ゜特定資産評価損益等

゜ ゜ ゜投資有価証券評価損益等

゜ ゜ ゜評価損益等計

゜ ゜ ゜当期経常増減額 -833, 177 -1, 004,450 -1,837,627 

2 経常外増減の部
(1)経常外収益
固定資産売却益

゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜経常外収益計

゜ ゜ ゜(2)経常外費用
固定資産売却損

゜ ゜ ゜固定資産減損損失

゜ ゜ ゜災害損失

゜ ゜ ゜経常外費用計

゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜当期一般正味財産増減額 -833, 177 -1,004,450 -1,837,627 
一般正味財産増減額 -833, 177 -1, 004,450 -1,837,627 
一般正味財産期首残高 -632, 502 -1, 034, 331 -1,666,833 
一般正味財産期末残高 -1,465, 679 -2,038, 781 -3, 504,460 

II 指定正味財産増減の部
受取補助金等

゜ ゜ ゜受取負担金

゜ ゜ ゜受取寄付金

゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜基本財産評価益

゜ ゜ ゜特定資産評価益

゜ ゜ ゜
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

（単位： 円）

勘定科目 公益目的 法人会計 合計

基本財産評価損

゜ ゜ ゜特定資産評価損

゜ ゜ ゜一般正味財産への振替額

゜ ゜ ゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜ ゜ ゜指定正味財産期末残高

゜ ゜ ゜田 正味財産期末残高
正味財産期末残高 -1 465 679 -2 038 781 -3 504 460 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

財務諸表に対する注記

l．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

定額法によ っている。
(2) 消費税等の会計処理

税込方式によっている。

2基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目 前期末残高 当期増加額

基本財産
土地 7,900,000 
建物 6,435,440 

小 計 14,335,440 
特定資産
事務所建替資産 7,947,292 220,499 

／」ヽ 計 7,947,292 220,499 
ノロ＿、 計 22,282,732 220,499 

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

I基本財産
土地 7,900,000 ( ） 
建物 6,027,560 ( ） 

小 計 13,927,560 ( ） 
特定資産
事務所建替資産 8, 167, 791 ( ） 

小 計 8, 167, 791 ( ） 
合 計 22, 095, 351 ( ） 
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（単位 ：円）

当期減少額 当期末残高

7,900,000 
407,880 6,027,560 
407,880 13,927,560 

8,167,791 
8,167,791 

407,880 22,095,351 

（単位：円）

（うち一般正味財 （うち負債に
産からの充当額） 対応する額）

（ 7,900,000) ( ） 

（ 6,027,560) ( ） 

（ 13,927,560) ( ） 

（ 8, 167, 791) ( ） 

（ 8, 167, 791) ( ） 
（ 22,095,351) ( ） 
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平成 26年度監査報告書

平成27年6月13日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長 池田睦殿 公益旦人鹿：〗鳥島県：｀支師会
監事両名は、平成26年度の技師会運営に関する監査を定款第18条に則って中間監

査及び期末監査を技師会事務所において実施し、協議の上、この監査報告書を作成した

ので、以下のとおり報告する。

記

1. 監査の概要

理事会に出席する他、会長及び担当理事から技師会運営に関する報告を受け、会務執

行、事業計画及び会計処理について監査した。

2. 監査の結果

(1)会務執行

会員の異動状況報告、各種の歳事録、文章綴りを閲覧した結果、定款及び総会決巖

に違反する事実は認められず的確に処理されていることを認める。

(2)事業について

事業計画に基づき順調に執行運営されていることを認める。

(3)会計処理

収支状況について収支計算書ならびに証拠書類などを審査した結果、不整の連は認

められず、諸帳簿類の記載ならびに会計処理は間違いなく処理されていることを認め

る。

(4)その他

特に指摘すべき事項は認められない。
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平成27年度事業計画

平成 27年度事業計画案の説明を行います。

鹿児島県診療放射線技師会は平成 27年度も公益社団法人 3年目として、前年度と同じよ

うに公益社団法人にふさわしい事業を行います。

第 4回リレー・ フォー・ライフ・ジャパンかごしまへ参加し、ブースの設置だけでなく 24

時間リレーウォークに参加し、がん患者さんへの理解とイベントのサポートを行います。同

時に診療放射線並びに鹿児島県診療放射線技師会の啓発を行います。

市民健康祭りにおいてブースを設置し放射線被ばくの相談や診療放射線への理解並びに

放射線検査の説明等をパネルで行います。また、超音波骨密度測定器により骨年齢の測定を

行い県民の健康増進に寄与する事業を行います。

市民公開のレン トゲン週間イベン トを開催し、コ・メディカル職種の理解や発展に繋げる

事業を行います。同時にパネル展示等を行い放射線検査の説明や放射線被ばく相談にあたり

ます。

特別企画の実施として総会時において公益性に富む一般講演会の開催を企画し、専門性以

外の知識・素養も身につける予定です。

春季並びに秋季学術大会を春季は鹿児島市で秋季は大島地域で開催予定です。さらに、フ

レッシャーズセミナー、リーダー及びリーダー育成研修会、その他研修会を開催予定です。

また、各地域研修会並びに研究会、部会及び女性の集い等も昨年同様に開催いたします。

平成 27年度の原子力防災訓練には鹿児島県診療放射線技師会も参加予定です。地域保健

協力事業として引き続き鹿児島市夜間急病センター支援事業を行い、担当者による研修会も

複数回開催予定です。

上記の通り、鹿児島県内の診療放射線技師の職業倫理の高揚と資質の向上並びに鹿児島県

民の健康増進に寄与する事業を行います。平成 27年度も鹿児島県診療放射線技師会活動に

ご理解並びにご協力をよろしくお願いいたします。
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本会創立の目的である、診療放射線学および診療放射線に関する技術の向上発展ならびに県

民保健の維持発展に寄与するため以下の事業を行う。

|1．生涯学習の推進I
安全で質の高い医療の提供を求める県民の負託に応えるためには、卒後教育が重要であ

る。また、大きく変化していく診療放射線技術や社会情勢に対応すべく生涯学習の推進

に努める。

|2．フレッシャーズセミナーの開催I
社会人・医療人としての心構えや接遇についての教育を行うとともに、臨床現場ですぐ

に役に立つ一般撮影 •CT • MRI等の研修を行う。

|3． リーダー及びリーダー育成研修会I
放射線部門のリーダーとして、いかにして優秀な人材を育てていくか、どのように行動

することが県民や病院に貢献できるか等の研修会を開催する。また、次代を担うリーダ

ーの育成に努めるとともに施設間の情報の交換を行う。

|4． レントゲン週間に放射線展ならびに市民公開講座の開催I
日本診療放射線技師会が推進する『国民から見える職業へ』・『期待に応える専門職種と

して』のスローガンを達成するために、県民と直に接し、放射線技師の業務等を紹介す

るため、当会独自のイベン トを開催する。また、市民公開講座や無料検診を行うことに

より、より公益性を高めていく。

|5．特別企画の実施1
総会時において公益性に富む一般講演会の開催を企画し、専門性以外の知識・素養も

身につける。

|6．地域研修会の実施1
6地域（鹿児島地域、南薩地域、北薩地域、霧島・姶良地域、大隅地域、大島地域）

研修会を理事会の企画において開催する。会員、 非会員に限らず出席を可能とし、 会

員増加の促進を因る。

|7．学術大会の実施1
学術大会は春季と秋季に開催している。春季は鹿児島市開催、秋季は各地域の持ち回

りで企画・開催しているが、平成 27年度は大島地域で開催する。各地域の持ち回り

で開催することにより、地域間の協力体制の強化を医る。
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|8．各研究会の実施1
消化管研究会、放射線治療研究会、 CT研究会、 MR研究会、鹿児島乳腺画像研究会、

鹿児島超音波研究会、鹿児島X線撮影研究会を県の事業とし、研究会の充実を図るとと

もに非会員に対して入会の勧誘を積極的に行う。また、各研究会の活動が充実していく

ための助成を行い、 CT研究会、 MRI研究会に関しては各地域でも開催できるよう企

画する。

|9．管理士部会による研修会開催I
安全で質の高い医療を提供するためには、放射線管理 ・機器管理・画像情報管理を適

正に行うことが不可欠である。これらの管理は、日々の業務の中で継続的に実践する

ことが重要である。より効率的な管理を行ううえで必要な講習会を管理士部会主催で

開催する。

|1 0．第4回女性診療放射線技師の集い1
鹿児島県内の女性診療放射線技師が集い研修会を行う。今年度は 4回目の開催予定で

ある。

|1 1．ホームページの活用促進I
ホームページの更新に伴い内容の充実を図り 、会員、県民に積極的に情報を発信する。

また各支部からも情報発信しやすいシステムを構築する。また、メールアドレス、フ

ァックス番号を公開し、公益社団法人として一般市民からの問い合わせに応じる体制

作り を考える。

|1 2．各種イベント等への積極的参加 ・協力I
他関係団体と の共催である市民健康まつり等に積極的に参加し、他職種との連携を深

めるとともに公益社団法人と しての社会的役割を果たす。

・リレー・ フォー・ ライフ・ジャパンかごしまリレーウォークに参加。パネル展示、放

射線相談、骨密度測定等で協力予定。

•第 32 回市民健康まつり

今年度は従来通り ブースを設定して診療放射線技師会並びに診療放射線技師の啓発

活動を行う。超音波による骨密度測定も予定する。

|1 3．原子力防災支援I
原子力災害時に適正かつ迅速に対応するために必要な研修に出席する。また、県が開

催する原子力防災訓練に参画し、 放射線に関する専門家としての放射線技師の存在を

誇示していく 。
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|1 4．地域保健協力事業I
鹿児島市医師会より委託を受けた鹿児島市夜間救急センター放射線業務に対して、 1

療放射線技師を派遣する。業務の安全ならびに質の高い画像情報を提供するためにL

要な連絡調整会議や研修会を開催する。

|1 5．その他の事業I

環境測定を放射線管理士部会の組織下に置き、事業の見直しを検

環境測定事業 討する。各施設からの依頼を受け、環境測定を実施するとともに、

放射線施設や機器の安全性に関する指導を行う。

会報を 2回発行するとともに、緊急連絡が必要な場合にはニュー

出版事業
スを発行する。編集委員を設置し内容の充実を図るとともに表紙

デザインの変更を検言寸する。また、会員からの投稿も積極的に勧

誘し掲載していく。

組織拡大事業 各種の行事に非会員も参加させ、入会の勧誘を行う。

関連団体との連携
公益社団法人 日本診療放射線技師会や関連団体と協力し、歩調を

合わせて進むことにより連携を強化していく 。
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公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
平成27年度収支予算書（案）

平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

I．一般正味財産増減の部

1経常増減の部 （単位：円）

前年度予算額 予算額 増減 備考

経常収益 公益目的 法人会計 費用計 公益目的 法人会計 費用計

受取会費 1,923,000 1,282,000 3,205,000 1,797,600 1,198,400 2,996,000 △ 209,000 

正会員会費 1,911,000 1,274,000 3,185,000 1,797,600 1,198,400 2,996,000 △ 189,000 70歳以上除外 428人分／437人

準会員会費 12,000 8,000 20,000 

゜ ゜ ゜
△20,000 本年度よりなし

事業収益 770,000 

゜
770,000 930,000 

゜
930,000 160,000 

研修会会費収入 50,000 

゜
50,000 120,000 120,000 70,000 研修会・研究会の非会員参加費

広告収入 360,000 

゜
360,000 450,000 450,000 90,000 15社 X30000円

環境測定事業収入 360,000 

゜
360,000 360,000 360,000 

゜業務委託費 60,000 

゜
60,000 75,000 

゜
75,000 15,000 

日本放射線技師会業務委託柑 60,000 

゜
60,000 75,000 

゜
75,000 15,000 9月会費完納者数 X200円

受取負担金 292,000 

゜
292,000 292,000 

゜
292,000 

゜市医師会負担金 292,000 

゜
292,000 292,000 

゜
292,000 〇夜間急病センター研修委託費

雑収益 160,000 

゜
160,000 410,000 

゜
410,000 250,000 

受取利息 10,000 

゜
10,000 10,000 

゜
10,000 

゜雑収益 150,000 

゜
150,000 400,000 

゜
400,000 250,000 

3,205,000 1,282,000 4,487,000 3,504,600 1,198,400 4,703,000 216,000 

経常費用 公益目的 法人会計 公益目的 法人会計 増減 備 考

事業費会議費

゜ ゜ ゜ ゜ ゜旅費交通費 450,000 450,000 500,000 500,000 50,000 

通信運搬費 250,000 250,000 170,000 170,000 △ 80,000 

消耗什器備品費 200,000 200,000 100,000 100,000 △ 100,000 

消耗品費 120,000 120,000 30,000 30,000 △ 90,000 

修繕費 20,000 20,000 20,000 20,000 

゜印刷製本費 600,000 600,000 550,000 550,000 △ 50,000 

燃料費 20,000 20,000 20,000 20,000 

゜光熱水料費 42,000 42,000 80,000 80,000 38,000 

賃借料 250,000 250,000 300,000 300,000 50,000 

保険料 10,000 10,000 50,000 50,000 40,000 

諸謝金 800,000 800,000 930,000 930,000 130,000 

租税公課 50,000 50,000 50,000 50,000 

゜雑費 150,000 150,000 150,000 150,000 

゜減価償却費 830,000 830,000 830,000 810,000 △ 20,000 

管理費会議費 100,000 100,000 100,000 100,000 

゜旅費交通費 250,000 250,000 200,000 200,000 △ 50,000 

通信運搬費 45,000 45,000 150,000 150,000 105,000 

消耗什器備品費 80,000 80,000 80,000 80,000 

゜消耗品費 40,000 40,000 60,000 60,000 20,000 

修繕費 30,000 30,000 20,000 20,000 △ 10,000 

印刷製本費 100,000 100,000 100,000 100,000 

゜燃料費 20,000 20,000 20,000 20,000 

゜光熱水料費 28,000 28,000 90,000 90,000 62,000 

賃借料 15,000 15,000 150,000 150,000 135,000 

保険料 73,000 73,000 30,000 30,000 △ 43,000 

諸謝金 300,000 300,000 350,000 350,000 50,000 

租税公課 83,000 83,000 45,000 45,000 △ 38,000 

雑費 100,000 100,000 300,000 300,000 200,000 

減価償却費 190,000 190,000 190,000 170,000 △ 20,000 

3.792,000 1,454,000 5,246,000 3,780,000 1,885,000 5,665,000 419,000 
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2 経常外増減の部
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 759,000 △ 962,000 △ 203,000 

基本財産評価損益等

゜特定資産評価損益等

゜投資有価証券評価損益等

゜評価損益等計

゜ ゜ ゜当期経常増減額 △ 759,000 △ 962,000 △ 203,000 

゜(1)経常外収益

゜中科目別記載

゜経常外収益計

゜ ゜ ゜(2)経常外費用

゜中科目別記載

゜経常外費用計

゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜他会計振替額

゜当期一般正味財産増減額 △ 759,000 △ 962,000 △ 203,000 

一般正味財産期首残高 29,650,000 29,256,000 △ 394,000 

一般正味財産期末残局 28,891,000 28,294,000 △ 597,000 

゜受取補助金等

゜■ ■ ■ ■ ■ 

゜一般正味財産への振替額

゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜指定正味財産期首残局

゜指定正味財産期末残局

゜ ゜ ゜28,891,000 28,294,000 △ 597,000 
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平成27年4月～8月 入会者一覧

会員番号 氏名 施設名 地域

62145 神禎子 出水総合医療センター 北薩

62146 松永隆志 独立行政法人国立病院機構 南九朴I病院 霧島・姶良

62147 田畑涼二 医療法人くすのき会 新門整形外科 北薩

62184 松下徹郎 社会医療法人緑泉会米盛病院 鹿児島

62186 大野優 社会医療法人緑泉会米盛病院 鹿児島

62185 荒木研太 鹿児島労働衛生センター 鹿児島

62183 萩原陽子 社会医療法人博愛会 さがらパース通り クリニ ック 鹿児島

62187 燃脇孝平 メディポリスがん粒子線治療研究センター 南薩

62320 池田 真一 今給黎総合病院 鹿児島

62321 横手保樹 メディポリスがん粒子線治療研究センター 南薩

62338 川原美咲 今給黎総合病院 鹿児島

62339 門松真央 社会医療法人緑泉会米盛病院 鹿児島

62340 白木龍之進

62341 大澤遼平 さかき脳神経外科 鹿児島

62505 寺脇愛子 社会医療法人博愛会 さがらパース通りクリニック 鹿児島

62537 上舞優介 今村病院 鹿児島

62591 植木翔吾 社会医療法人緑泉会 米盛病院 鹿児島

62764 桐木平直輝 医療法人くすのき会 新門整形外科 北薩

62780 中村 綾那 今村病院 鹿児島

62865 川畑 朋之 今給黎総合病院 鹿児島

62905 小谷祐樹 今給黎総合病院 鹿児島
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．
 

平成27年度第 1回（公社）鹿児島県診療放射線技師会理事会 議事録（抄）

期日：平成 27年 5月 31日（日） 10時～12時

場所：鹿児島大学病院 3階カンファレンス室

出席者理事：池田睦新村栄次藤崎拓郎石本裕二中島祐二原口誠平田勝佐藤洋一

藤坂智史瀬戸和人藤崎誠 坂下周一郎 岡野三男平賀真雄島児末治

野中康博 佐々木崇（霧島・姶良地域理事代理オブザーバー）

出席者監事：鮫嶋宗俊

欠席者 ：大久保光男石本裕二 中島祐二平賀真雄 田畑ー文

齊藤二郎

議事録署名人：池田睦鮫嶋宗俊

池田会長より理事の過半数以上が出席 しており第 1回理事会が成立することが宣言された。

〇議題

1. 決算・予算総会について (6月 21日）

①退任者と立候補者について

藤坂理事より総会資料として配布予定の 26年度の事業報告、平成27年度の事業計画に

ついて、説明があった。役員選挙については退任者・後任立候補予定者の説明がなされた。

また重任の理事も立候補届を提出するようにお願いされた。

鮫島監事より副会長が 1名不在なので現在の理事から副会長候補を決めた方がいいのでは

ないかという意見があった。

出席理事全員で慎重協議の結果 地域理事から副会長を選任することになり、 27年 6月の

総会日から 29年6月の総会日までの任期は大隅地域理事の島児理事が副会長候補となるこ

ととなった。

他に意見がなく

池田会長より採決がなされ

全員挙手にて承認された。

②総会進行について

藤坂理事より総会進行についてタイムスケジュールの説明、議長団候補者の説明

総合司会者の説明があった。また、総会直後に新執行部で理事会を開催し会長、副会長、

を選定し新執行部の挨拶を行うことの提案があった。

他に意見がな く

池田会長より採決がなされ

全員挙手にて承認された。
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2. 春季学術大会演題応募状況 (6月21日）

①進行

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

藤崎拓理事より春季大会の演題数の状況の説明があり、更に募集しているとの説明があっ

た。

②座長

藤崎拓理事より座長は演題によって、実績等を考慮し決めていきたいとの説明があった。

他に意見がなく

池田会長より採決がなされ

全員挙手にて承認された。

3. 特別講演準備状況 (6月21日）

藤坂理事より特別講演を洋画家の佳月優先生に「芸術と数学と私」という演題名でお願い

してあり、生徒さんも数名同行され、控室を準備している説明があった。

他に意見がなく

池田会長より採決がなされ

全員挙手にて承認された。

4. フレッシャーズセミナー開催準備状況 (6月14 B) 

藤崎拓理事より JART主催であり、 昨年と 同様に行うこと。セミナー終了後に新人技師

による懇談会を行いたいと説明がなされた。

また、フレッシャーズセミナー参加者と技師会入会の関係を示し、セミナーヘの参加者が

年々増えている説明がなされた。

坂下地域理事より原田学園にも連絡をしてよいか質問があった。

藤崎拓理事より原田学園にも連絡してよいし、 地域理事からも新人への声掛けをお願いさ

れた。

他に意見がなく

池田会長より採決がなされ

全員挙手にて承認された。

5. リーダー研修会準備状況 (7月 18日）

鹿児島大学医学部臨床第 2実習室

日時 ：平成27年 7月 18日 15時 30分～17時 30分

講師：中村朋美（元アナウンサー）

池田会長より中村先生の講義は南薩地域の研修会でも大変好評であったこと。内容も管理

職向けの講演を 2時間依頼してあること。急病センターの研修も兼ねているので平田理事

に連絡をお願いした。また、新村副会長に座長をお願いした。理事の参加もお願いされた。

他に意見がなく
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池田会長より採決がなされ

全員挙手にて承認された。

〇報告事項

1. リレー・フォー・ライフジャパン鹿児島開催結果

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

藤崎誠理事より報告があり、 5月 9・ 10日で開催され、全部で 52チームの参加があり、受

付人数は 1318名、募金総額が 165万5256円、技師会ブースでは骨密度測定を 149名行っ

た。

リレーの 1週 1円募金で技師会は 29 1円になったこと、 地域研修会での募金が 2559円集

まったことの報告があった。

池田会長より藤崎誠理事に技師会からの実行委員として尽力いただいたお礼の言葉があり、

今後もこのイベントに参加していき、さらに理事中心だけではなく若手の技師にも積極的

に参加させて、がんと向き合う患者の想いを知ってほしいとの言葉があった。

2. JAR T永年勤続表彰者の決定

池田会長より鹿児島から 3人を推薦し、表彰されることになったことが報告された。

3. 地域研修会、研究会の開催結果報告書の様式・宛先について

藤崎拓理事より超音波研修会より少数で毎週しているので報告書をまとめて報告していい

のか問合せに対し、まとめて報告書を出してもらうように連絡したとの報告。

また、旅費等の計算は会計で行うこと。形式も Excel形式とし。報告書はすべて藤崎（拓）

理事にメールで送るように、また会場借用願いについても学術の藤崎（拓）理事までメー

Jレで連絡するようにとの説明があった。

4. 各研究会の運営規程の作成のその後

新村副会長より研究会の名称と規約にについて女性の会は名称変更するが、他の研究会は

認定機構等への変更申請があるため、名称変更については難しいとの返答があったこと、

規約については CT研究会の規約を参考に各研究会で規約を作成するようにお願いをして

いるとの報告があった。問い合わせ報告についても藤崎（拓）理事への報告で統一してい

るとの報告があった。

池田会長より名称については「鹿児島」の記載があるのでこのままとし、案内の際に「公

益法人鹿児島県放射線技師会」と記載するようにお願いがあった。

5. 市民健康祭りの開催について

新村副会長より昨年は台風で中止になったが、公共交通機関が動いていたため、会場代が

必要で返金は9万円弱戻ってきたこと。今年も 10月4日にアリーナで開催される予定です。

昨年と同様になるとの報告があった。

-120-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

6．医師会急病センターにおける X線撮影業務の登録条件について

藤坂理事より内容が古いですので書き換えるように提案された。

池田会長より生涯学習の資格に関しては、ア ドバンス以上の方で、事務所負担金を払った

方と いう項目 を削除し「研修会を受講すること」を加える。

平成 27年度県会員増減表

藤坂理事より 5月28日時点では、会員数451名、仮会員数 5名、入会が 14名、退会が 1

名転出者 2名と報告があった。

池田会長より入会者・退会者に関しては、会報に載せるように。

鮫島監事より会員名簿に関して、 地域ごと増減が分かるようにした方がよい。その方が各

地域理事も対策を取りやすいとの意見があり。

池田会長より各地域の増減に関しても理事会前に、各地域へ連絡するようにと発言があっ

た。

0その他

1. 九州地域放射線技師会関係

①九州地域放射線技師研修会

日時：平成 27年 9月12日（土） 13時30分～18時

場所： ホテルパレスイン鹿児島

藤崎拓理事より「モダリティ毎の読影補助」について行う。また JARTからの講演予定

もある。プログラムはできてお り、 HPに掲載予定と報告があった。

②九州放射線医療技術学術大会平成 29年度鹿児島大会

藤坂理事より場所は宝山ホー）レで、 11月4・ 5日に開催する。3日より仮予約済み

隣の中央公民館もできるだけ借りる方向で行うとの報告があった。

藤崎（拓）理事より今回は技術学会が大会長になります。準備金も用意してある。

大会長に関しては、九州部会の推薦がありますので、県では決められないが、 近々決まる

との報告があった。

2. 鹿児島県診療放射線技師会創立 70周年

平成29年度（鹿児島県診療放射線技師会の前身 鹿児島県X線師会設立：昭和 22年11月）

池田会長より祝賀会や講演会等を 29年度内で検討するようにとのことであった。

その他

鮫嶋監事より CTの被ばく等に関する問題もHP等に記載し市民への情報提供も行う必要

がある との提案が出された。
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藤崎拓理事より管理士部会から現在医療センターが被ばく低減認定施設になっているが被

ばくに関しての広報も必要と考えていると意見が出された。

野中理事より各地域世話人の役職までまとめたリストの提出について質問があった。

池田会長より委嘱状もあるので、各地域に役職の付いたリストの提出をお願いされた。

平田理事より急病センターの業務に関して 2名希望者がいる件について

池田会長より 資格書類を提出してもらい理事会で検討が必要との回答があった。

その他意見がなく

池田会長よりすべての議題が終了し、第 1回理事会の閉会を宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

平成 27年 6月 10日

仔炉令甘
公益社団法人鹿児島県診療放射

会長池
l艮約語さ
印線梨2、
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平成 27年度 鹿児島県診療放射線技師会第 2回理事会議事録

日時 ：平成 27年 6月 21日 （日） 12: 30~12 : 50 

場所：鹿児島大学医学部共通教育棟5階 504号室

出席理事：松本俊也新村栄次島児末治藤崎拓郎 中島祐二佐藤洋一坂下周一郎

岡野三男 平賀真雄田畑ー文野中康博藤崎誠太田原美郎松野下直美

吉村洋一西憲文渡湛義治藤坂智史

出席監事：池田睦

議事録署名人：松本俊也 池田睦

〇開会

新村栄次：理事の過半数以上が出席しており本日の理事会は成立します。選挙も終わりまして、

皆様当選おめでとうございます。それでは、 27年度からの執行部を決めていきたいと

思います。

〇議題 1 代表理事（会長）の選定

新村栄次：池田代表理事が任期満了により退任になりました。従って代表理事の選定を行いま

す。

理事全員で慎重協議した結果，松本俊也氏が選ばれた。

新村栄次：では、松本俊也氏を代表理事に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願いし

ます。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

新村栄次：では代表理事は松本俊也氏でよろしくお願いします。

〇議題2 副会長2名の選定

新村栄次：次に副会長です。

理事全員で澳重協議した結果，新村栄次氏と島児末治氏が選ばれた。

新村栄次・では新村栄次を副会長に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願いします。

全員賛成 なお，被選定者は， 席上その就任を承諾した。

次に、島児末治氏を副会長に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願いします。

全員賛成 なお，被選定者は， 席上その就任を承諾した。

新村栄次 ：副会長 2名は新村と島児末治氏でよろしくお願いします。
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〇議題 3 常務理事 7名の選定

新村栄次：次に 7名の常務理事決めないといけないですが、今まで 7部門 1名ずつ、常務理事

という形でお願いをしましたが、大久保氏、原口氏、瀬戸氏、齊藤氏、平田氏が退任

されましたが、常務理事をここで決めたほうがいいですか？それとも次の常務理事会

で決めますか？

池田 睦：早い時期に理事会開いてそこで決めて決めたほうがいいです。ここでは決まらない

新村栄次：わかりました。では、常務理事は後日理事会で決めることにします。

〇議題4 地域理事6名の選定

新村栄次：続きまして地域理事6名の選定を行います。地域理事は残留で大島地域を田畑ー文氏、

大隅地域を島児末治氏、霧島・姶良地域を平賀真雄氏、南薩地域を野中康博氏、北薩

地域を岡野三男氏、鹿児島地域を坂下周一郎氏でよろしいでしょ うか？

意見なし

新村栄次：それでは選定にはいります。

大島地域理事を田畑ー文氏に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願いします。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

次に、大隅地域理事を島児末治氏に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願い

します。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

次に、霧島・姶良地域理事を平賀真雄氏に選定したいと思います。賛成の方の挙手を

お願いします。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

次に、南薩地域理事を野中康博氏に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願い

します。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

次に、北薩地域理事を岡野三男氏に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお願い

します。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

次に、鹿児島地域理事を坂下周一郎氏に選定したいと思います。賛成の方の挙手をお

願いします。

全員賛成 なお，被選定者は，席上その就任を承諾した。

新村栄次：地域理事に選定された皆様よろしくお願いします。

それでは以上で選定を終わりたいと思います。

0その他
新村栄次：その他に入ります。皆様から何かありませんでしょうか？

0閉会

ないようですので、新しく理事になられた方に一言挨拶よろしいでしょうか

新しく理事になった松本俊也氏、太田原美郎氏、松野下直美氏、吉村洋一氏、

西憲文氏、渡邊義治氏より挨拶が行われた。

新村栄次：では本日の議題をすべて終了いたしました。

これをもちまして、平成 27年度 第 2回理事会を終了します。
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以上ですべての審議を終了した。

定款第 38条 2項に沿って、 出席した会長及び監事が記名押印する。

平成 27年 6月 25日

会 長 松本俊 也

監 事 池田睦

諮事録作成 藤坂智史

この議事録は原本と相違ありません

平成 27年 6月 25日

喜
夏冒”俊

放

本

療ク^菩ロ

松

県島児鹿人法

長
団社益

会

公
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議事録
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．
 

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成 27年度 第 1回常務理事会議事録（抄）

日時：平成27年 7月 18日 （土） 13時 30分～14時45分

場所：鹿児島大学医学部第 2臨床実習室

出席理事：松本俊也新村栄治島児末治藤崎拓郎太田原美郎 中島祐二佐藤洋一

藤崎誠 松野下直美吉村洋一渡邊義治藤坂智史

欠席理事・監事：西憲文池田睦宮寄信

議長 ：松本俊也

議事録署名人 ：松本俊也

開会：松本会長より理事の過半数以上が出席しており、第 1回の常務理事会を開催が宣言された。

議題 1.会長私案

①．役員の業務分担の見直し

松本会長より、規定に沿った形で業務の見直しを行いたい。編集広報理事に会報、ニュース、総会資

料の 2次校正までお願いしたいと提案があり、吉村理事は了承した。

また、組織担当理事に会員、役員、地域世話人、研究会、入退会など県技師会全体の組織管理を して

いただきたいと提案があり。佐藤理事は了承した。

福利厚生理事にホームページの更新と福利厚生の会場設定をお願いしたい。本日欠席の西理事からは

ホームページを大きく変えるのであれば会員の協力を頂きたいという提案があったのでお願いしてい

る。

また、全体について太田原理事が表彰、吉村理事は編集広報、組織が佐藤理事、総務が藤坂理事と渡

邊理事、学術は藤崎拓理事と藤崎誠理事と松野下理事、財務が中島理事、福利厚生が西理事の説明が

あり了承された。

太田原理事より理事業務をお互い認識すること、ホームページは定期的に変えチェック機能が必要と

の意見が出された。

藤坂理事より常務理事と理事の区分について質問があり、松本会長より各業務の責任者を常務理事と

する回答がなされた。

吉村理事より医師会病院の理事が急病センターの担当になっているが、急病センター業務に携わって

いる人のほうがいいのではないかと意見が出され、松本会長より今後検討するとして、まずは窓口と

して担当してほしいと提案され、吉村理事は了承した。

②． 作業の効率化

松本会長より今年度から研究会起案、報告の統一化を行ってもらっているが、今後は申請書なども定

型文を作ってホームページに載せて使ってもらうようにしたいと提案され了承された。
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③．鹿児島地域の役割の見直し

松本会長より鹿児島地域には鹿児島市で行われる研究会などのまとめ役になってもらうのはどうか検

討してもらいたいと提案が出された。理事会で話し合うことで了承された。

④．ホームページの改善

①で話し合われたので割愛された。

⑤．ポイントカードの導入（年度ごと）

松本会長よりポイントカードを作り、研究会に参加した人のポイント制で上位者に優遇することで参

加意欲を上げられないかと提案され了承された。

⑥．発表支援窓口開設

松本会長より発表支援の窓口を開設し、技師会が積極的に発表のサポート行いたいとの提案が出され

了承された。

⑦．収支の改善（研究会・部会・地域の旅費・講師謝礼のバランス）

松本会長より研究会ごとに収支にばらつきがあると思います。大きなマイナスは避けたいので制限を

設けたいと提案された。中島理事より研究会の会員参加費を500円、非会員を 1000円にしたら良いか

と意見が出されたが、今後意見を募り検討することとなった。

⑧診療放射線技師実態調査

松本会長より鹿児島県の技師の実態調査を したいとの提案があり 了承された。

⑨．原田学園卒業予定者への診療放射線技師会説明

松本会長：原田学園の卒業生を対象に技師会の話をしに行きたいと提案があり了承された。

⑩．小学生、中学生、高校生への放射線に関する話（課外授業的な）技師の派遣

松本会長よりレントゲン週間で高校生に進路の一参考として技師の話をすることをやっているが、 小

学生、中学生にも「医療の中の放射線」みたいな話ができないか提案があり、今後検討することで了

承された。

議題2. 業務分担見直し

議題3. 部会・研究会の規程

議題2．議題3については議題 1の中で審議されたので割愛された。

議題4．日本放射線技師会、九州地域技師会関係の行事につて

藤崎拓理事より、フレッシャーズセミナーは、 6月 14日に開催済で、 36名の参加者数であったこと、

統一講習会は、 1月 23,24日に開催予定で、今年度は、抜針講習会を受けた人が対象であること、今

年度は基礎技術講習会を開催しない方向であること等が説明され了承された。

議題5．第2回FRT九州について (8/1) 

松野下理事より会場が鹿児島医療センターから商工会議所ビルに変更になった件、]ARTより 中澤会長

と熊代理事が参加されるとの説明があった。
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議題6．平成27年度九州地域放射線技師研修会 (9/12)

松本会長より九小1,1地域研修会地域放射線技師研修会にもできるだけ参加のお願いがあった。

議題7．第10回九州放射線医療技術学術大会 (10/31から11/1)

松本会長より第 10回九州医療技術学術大会が宮崎で開催されます。7月 12日の時点で演題締切が 22

日まで伸びており演題を出してなるべく参加する旨のお願いがあった。

議題8.レントゲン週間イベント (10月11月中開催希望）

松本会長よりレン トゲン週間イベン トについて 12月 20日の県民交流センター仮予約を変更があれば

まだ可能との説明があった。 島児副会長より来年は 8月辺りがいいのではないかとの意見が出され

た。

議題8．その他

0新村副会長より研究会会費の件でメーカーさんからの協力を今後ど うしていくか質問があり審議し

た結果、はっきりしていない点、これまでのことを見直すことなど、全理事の意見を聞いて理事会で

検討することとなった。

0藤坂理事より研究会世話人委嘱期間について規定がないとの質問があった。 松本会長より代表世話

人は理事などと同様の 2年とし、世話人の方は各研究会で決めて理事会で承認し委嘱状が必要であれ

ば教えていただくという形で提案され、 了承された。

0吉村理事より急病センターの業務を担当する方が一人増えるという報告があり、理事会で承認する

こととなった。

0松本会長より県技師会員が大麻所持で逮捕された件の現状報告があり、注意喚起をお願いされた。

他に常務理事会が終了となった。

開会：松本会長より全ての議事が終了し、常務理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

平成 27年 7月 21日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線—-Jヽ =

会長松 本 l叶ヽxt.’-＝ -
会が心冠
艮約勺競匡芝こ
印線照X
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• 

＊会員からの投稿
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夏祭り体験記 「新栄町内会財宝夏祭り！ 」

県民健康プラザ鹿屋医療センター 白坂記男

皆さんがお住まいの町内会では、夏祭りを開催しますか？私が住む鹿屋市新栄町では 2

年に 1回夏祭りが開催されます。けっして大きな町内会ではないのですが、 町内に財宝温

泉の事務所本社があり、スポンサーとしてバックアップくださるので盛大となります。財

宝温泉といえば、東京ドームのバックスクリーン横に「財宝」の大きな看板を出したり、

遠藤関を CMに起用したりしています。町内会の夏祭り名に「財宝」が入るなんてなかな

か無いです。

異動に伴いこの町内会に引っ越して 4年目になりますが、病院勤務をしていると週末は

当直や学会への出席があるため町内会行事への参加は皆無の状態でした。ところが昨年、

娘が小学生高学年になり親子会長として 1年間無事役目を終えると（父ちゃん頑張りまし

た）、今年は町内会の役員に任命され夏祭りに向けて準備を進めてきました。夏祭りは 7月

12日の日曜、前日 の土曜から会場設営を行います。普段は、長寿会のグランドゴルフや、

子供達がサッカーやプランコ、滑り台で遊ぶ公園に、財宝グループの大型トラックを乗り

入れ、立派なステージが作られました。

当日は雨の予報で心配されましたが、なんとかスタート。屋台を親子会と財宝グループ

で出店し夏祭りを盛り 上げます。飲み物、焼き鳥、ポップコーン、財宝の商品などなど。

ステージでは、親子会子供達によるソーラン節やバンド演奏など盛りあがり、 町内外のみ

んなで楽しみました。

私は夏祭り終了まで、不足する物品や来賓頂く方への対応でバタバタ、片付けは深夜ま

でとなりま したが無事終わり ました。町内会長さんからは 「2年後も頼むぞ」と財宝の水を

頂きましたが、今度はビールを飲みながら楽しむ側で参加したいです。

今回、夏祭り準備のために 7月 11日の鹿児島県放射線沿療技術研究会を欠席する結果に

なり 、豊田 さん、大迫さん、 世話人の皆様にご迷惑をおかけしました。すいませんでした。

お詫びに、財宝の水持って行きます ！
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．
 会計だより

27年度会費納入に関するお願い

本年も鹿児島県診療放射線技師会においては、昨年度に引き続き日本診療放射線技師会費

との合算請求をすることになりました。

本年度の会費請求者リス トはすでに咋年度末 JART宛てに送付済みですが、年度末に会費

を納入された方は行き違いで昨年度分会費が末納扱いになっている可能性がありますこと

をあらかじめご了承いただきますと共にご不明な点等がございましたらご連絡をお願いい

たします。

つきましては会費納入は決められた期限内にお早めにしていただきますことをお勧めいた

します。

会費免除に関する規定について

鹿児島県診療放射線技師会では公益法人移行を機に所管課の指導の下、諸規定の見直しを

理事を中心として行ってまいりました。

とりわけ会費納入に関する規定の中の会費免除に関する規定においては

平成 17年 5月に制定されております（社）鹿児島県放射線技師会の会費免除に関する規定

のなかで

（終身会員資格取得者の免除）

第 5条 35年以上本会会員であり、満 70歳に達した者は、その旨を申請することにより、

翌年度以降の会費を終身にわたって免除されるものとする。

との条項があります。

昨年度より この規定を見直し、本人よりの申請がなくても満 70歳に達した会員の翌年度以

降の会費を免除する旨の条項へと変更する方針と なりま した。

また事務的手続き を簡素化するためにも九州地域放射線技師会費についても同様の方針で

対処させていただくこととなりましたのでご周知のほどよろしくお願いいたします。
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［ 編集後記 ）

理事に就任し、広報業務に携わることとなり改めて記事一つ一つへの思い入れを感じます。軽

く目を通すだけの文章も、推敲、書き直し直しを重ねて出来上がったものだと思います。一人で

も多くの方に 目を通して頂く方策や、イベン ト、 総会、研究会など技師会活動への参加人数を増

やす方法など、是非皆様のアイデアを聞かせて頂ければと思います。併せて、困っていること、

一人で考え込んでいることなど何でもお寄せ頂き、技師会を活用し、資質向上に繋げていくこと

が出来るようになればと思います。

連絡先： yosimul 713@gmail.com 

-132-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 122号

理事・監事

役職名 氏名 勤務先施設名 勤務先電話番号

会長 松本俊也 鹿児島大学病院 099-275-5664 

副会長 新村栄次 今給黎総合病院 099-226-2211 

副会長 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5111 

表彰理事 太田原美郎 鹿児島市立病院 099-230-7000 

学術理事 藤崎 拓郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

学術理事 松野下直美 徳久整形外科 0993-53-4311 

学術理事 藤崎 誠 鹿児島共済会南風病院 099-226-9111 

財務理事 中島祐二 鹿児島大学病院 099-275-5664 

福利厚生理事 西憲文 鹿児島厚生連病院 099-252-2228 

編集・広報理事 吉村洋一 鹿児島市医師会病院 099-254-1125 

組織理事 佐藤洋一 鹿児島市立病院 099-230-7000 

総務理事 渡邊義治 清泉ク リニック整形外科鹿児島 099-223-1936 

総務理事 藤坂智史 鹿児島大学病院 099-275-5664 

鹿児島地域理事 坂下周一郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

北薩地域理事 岡野三男 丸田病院 0996-32-2263 

霧島 ・姶良地域理事 平賀真雄 霧島市立医師会医療センター 0995-42-1171 

大隅地域理事 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5211 

大島地域理事 田畑 ー文 鹿児島県立大島病院 0997-52-3611 

南薩地域理事 野中康博 医療法人菊野会菊野病院 0993-56-1135 

監事 池田 睦 白坂病院 099-255-3161 

監事 宮寄信
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広告掲載一覧（順不同）

会社名 郵便番号 住所

東洋メディック株式会社福岡支店 812-0007 
福岡県福岡市博多区東比恵2-2-40
コロナ福岡ビル4F

バイエル薬品株式会社 892-0847 
鹿児島市西千石町11-25

鹿児島フコク生命高見馬場ビル2F

富士フィルムRIファーマ株式会社福岡支店 812-0018 
福岡市博多区住吉三丁目1番1号
富士フィルム福岡ビル

エーザイ株式会社
890-0053 

鹿児島市中央町12-2
鹿児島コミュニケーションオフィス 明治安田生命鹿児島中央町ビル6F

GEヘルスケアジャパン株式会社鹿児島営業所 890-0062 
鹿児島県鹿児島市与次郎2T目4-35KSC 

鴨池ビル3F

日立アロカメディカル株式会社鹿児島営業所 890-0082 鹿児島県鹿児島市紫原5丁目16番8号

南九州電子サービス株式会社鹿児島営業所 890-0063 鹿児島市鴨池2丁目15-2

株式会社舞研 891-0115 鹿児島市東開町4番94号

シーメンス・ジャパン南九州営業所／
892-0823 

鹿児島市住吉町12-11
サービスオフィス 鹿児島共同倉庫本社ビル1F

日本メジフィジックス株式会社鹿児島営業所 892-0842 
鹿児島市東千石町2番1号
（芙蓉ビル3F)

第一三共株式会社鹿児島営業所 892-0847 
鹿児島市西千石町17-3
太陽生命鹿児島第ニビル3F

株式会社ドクターネット 105-0012 
東京都港区芝大門2T目5-5
住友芝大門ビル12階
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TOYO MEDIC 
http://www.toyo-medic.eo.jp/ E-mail info@toyo-medic.co.Jp 

Unfors RaySafe社日本代理店

東洋メテ午ック株式会社
本 社：〒162-0813東京都新宿区東五軒町2-13

TEL. (03) 3268-0021（代表） FAX (03) 3268-0264 

大阪支店： 〒550-0002大阪府大阪市西区江戸堀1-25-7
TEL. (06) 6441-5741（代表） FAX (06) 6441-5745 

福岡支店：〒812-0007福岡県福岡市博多区東比恵2-2-40
TEL. (092)482-2022（代表） FAX (092) 482-2027 

支店・営業所：名古屋・札幌・新潟・仙台•岡山

非イオン性MRI用造影剤〈ガドブトロール注射液〉

ガドビスド見兒肋．l;しL/10mL
処方箋医薬品（注意ー医師等の処方箋により使用すること） I薬価基準収載I

※効能・効果，用法・用量，警告，禁忌を含む使用上の注意につきましては製品添付文書をご参照ください

資料請求先

バイエ）し薬品株式会社
大阪市北区梅田2-4-9〒530-0001
http:llwww.bayer.co. jplbyl 2015年7月作成



FUJ~f=ILM 処方せん医薬品主） I薬価基準収載 I

非イオン性尿路・血管造影剤

イオプロミド注「FRI」

ざ造販売元

富士フィルムRIファーマ株式会社
只949n求先 〒 104•0031 東京都中央区京1●2-14・1兼松ピル TEL03{5250)2620 

ホームベージ • hnp/IIrifullhlmCOIP 

イオプロミド300注「FRI」20ml・ 50ml ・ l 00ml 

イオプロミド370注「FRI」20ml・ 50ml ・ l 00ml 

イオプロミド300注シリンジ「FRI」50ml・ 80ml ・ l 00ml 

イオプロミド370注シリンジ「FRI」50ml・ 80ml ・ l 00ml 
lopromide Injection FRI・ lopromicle Injection Syringe FRI 

（イオブロミド注射液） 注）注意ー医師等の処方せんにより使用すること

●「警告」、「禁忌」、「原則禁忌」、「効能又は効果」、
「用法及び用量」、「使用上の注意」等につきましては、
製品添付文書をこ参照ください。

I イオプ醤霊芦溢;;は‘‘伝閉により

,.入先

ご―̀ バイエル・ファーマ社
（ドイツ述邦共和国）

2012年4月作成

処方せん医薬品注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性造影剤 ［薬価基準収載］

ィ’'ン£9二350
R300注20mL/50mL/100mL

注20mL/50mL/100mL

400注20rnL/50mL/100mL
〈イオメプロール注射液〉

処方せん医薬品注意ー医帥等の処方せんにより使用すること

非イオン性造影剤 ［薬価基準収載］

ィ~ン£9、二塁：：□：:：ば：仇:::：/135mL
〈イオメプロール注射液〉

処方せん医薬品注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性MRI用造影剤 ［薬価基準収載］

フ〖99じンヌ
R 

静注5mL/10mL/15mL/20mL
〈ガドテリドール注射液〉

処方せん医薬品注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性MRI用造影剤 ［薬価基準収載］

フZ’’じンヌ⑪ 静注シリンジ13mL/17mL〈ガドテリドール注射液〉

●効能・効果、用法・用量及ひ警告、禁忌、原則禁忌を含む使用上の注意等については添付文書をこ参照ください。
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製造販売元

so ブラッコ・エーサイ株式会社
東京都文京L•K塚3-11-6

゜
販売元

エーザイ株式会社
東京都文京区小石川4-6-10

("'、
BRACCO 

ヽ

提携先

プラッコスイス株式会社

製品情報お問い合わせ先：工ーザイ株式会社お客様ホットラインフリーダイヤル 0120-419-4979-18時（土、日，祝日9~17時） CM1204M02 



GE Healthcare 
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世界で最も、

高齢者の笑顔が

輝いている国へ。
高齢者へのやさしさを追求し、

新たなソリュージョンを開発しています。

高齢社会を見つめた最適な医療の形が、いま求められています。

例えば、自宅と医療が密接につながった安心できる仕組みを。

年齢を重ねることによるリスクを、可能な限り低減できるテクノロジーを。

高齢者が、幸せで輝かしい人生を送れるような、

やさしい医療環境をサポー トするために、

GEヘルスクアは皆さまとともに歩みつづけます。

Silver to Gold. 
GEヘルスケア・ジャバ`ノ
カスタマー • コールセンター 0120-202-021 wwwgehealthco「eco」P

healthymagination 

• GE imagination at wo「k

安全•安心を世界へ提供。
日立アロカメディカルの放射線測定装置
放射能汚染はないか、放射線のレベルはどのくらいか、

どれだけ放射線を受けたか、それらは測定器で見ることができます。

目的に応じた、豊冨な機器をご用意しております。

--、-.
⑤没＝ク

寺

IGC-7F 

/― 

ご

一Y線測定用
―̀' --ーノ

ICS-323C TCS-1728 

悦取疇i賑赤沌的

JDC-1711/1712 ( 

＇ h' 
→ 

,
/
 TGS-146B 

廂邸疇泊

MSR-3000 

PDM-501（高感度） PDM-222VC 

HITACHI 
lnspire the Next 

ALOKA  
illuminate the change 
一

⑤没＝€Jo
伍
芽羽K糾
守吼戸⇒迎炉委

SDM-301C 

トレンド情報をグラフ化できます。
対応1蔑種：POM-222VC、POM-227C、POM-501

多
X(y)線測定用 ""'... 1ちン

PDM-127B 

一~ー·•--‘ 

⑲日立アロカメディカル株式会社
〒181-8622束京都三屈市牟礼6-22-1 計測システム営業部 0422-45-5131 www.hitachi-aloka.co.jp 

、--^ヽ

PDM-227C 

1町0機能付」
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Radical thinking required. 
i199lIVJ I IVe. h叫 IIgegt. III l叫 Ive

確かな技術で

より高い安全性をめざして

医療用リニアック、

治療計画装置をサポートします

南九州電子サービス株式会社
http:f_f_www.mkds.co. ・ 

宮崎本社 宮崎市広島 1丁目 1-1 0 
TEL 0985-29-8371 

鹿児島（営） 鹿児島市鴨池2丁目 15 -2 
TEL 099-253-7397 

www.buken.co.jp 

株式会社舞届 耐升
〒891-0115鹿児島市東開町4-94 TEL 099-266-2501 

FAX 099-266-2601 

sound、lighting、visual,art

株式会社柑旨オミ舞t碍升 株式会社苫：峠｝要届耐升



SIEMENS 

SIEMENS 
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“時代が求めた新コンセプト’'64スライスCT
シーメンスでは、常に必要な改良 ・開発を繰り返し、‘'最良な臨床結果＇を得るためのソリュ ーションを追求しています。昨今の多様化

する医療環境に最適化することは重要であると考えており、数値スペックだけにとらわれず、適合性や優しさにもフォーカスして

います。高機能なスキャンスペックを維持したまま、設置性や快適性・容易さなどを高め、さらに経済性も考慮した設計で、守備範囲を

拡大したCTスキャナが登場しました。

www.siemens.eo.jp/healthcare/ 

耀抒m
medi＋瓢瓢◎◎

資料請求先

(/t)日本メジフィジックス株式会社
〒136-0075東京都江束区新砂3丁目4番lD号

弊社ホームページの＂医租関係者専用情報＂サイトで

SPECT検査について紹介しています。

I製品に間するお問い合わせ先If!l!i 0120-07-6941 I http://www.nmp.co.jp 20,s年3月作成
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非イオン性造影剤
I処方せん医薬品 I I薬価基準収載I

ォムニ99゚ーワ
OMNIPAQUE 
※注意ー医師等の処方せんにより使用すること

日本薬局方イオヘキソール注射液（バイアル製剤）

オムニパーク300注50ml・l00ml（尿路血管用）
オムニパーク350注50ml（尿路血管用）
オムニパーク350注100ml（血管用）

イオヘキソール注（バイアル製剤）

オムニバーク240注20ml（尿路血管用）
オムニパーク300注20ml（尿路血管用）
オムニパーク350注20ml（尿路血管用）
オムニパーク180注10ml（脳橿脊髄用）
オムニパーク240注10ml（脳橿脊髄用）
オムニパーク300注10ml（脊髄用）

イオヘキソール注（プラスチックボトル製剤）

オムニバーク140注50mL・220mL（血管用）
オムニパーク240注50mL・lOOmL（尿路血管用）
オムニバーク300注50ml・l00ml（尿路血管用）
オムニパーク300注150ml（血管用）
オムニパーク350注50ml（尿路血管用）
オムニバーク350注100ml（血管用）

日本薬局方イオヘキソール注射液

オムニパーク240注シリンジ100ml（尿路血管CT用）
オムニパーク300注シリンジ50ml（尿路•CT用）
オムニパーク300注シリンジBOmL·lOOmL（尿路血管•CT用）
オムニパーク300注シリンジ1l Oml・ l 25ml・ l 50ml(CT用）
オムニバーク350注シリンジ45mL・70mL・l 00ml（血管CT用）

＊効能・効果、用法・用量、肇告、禁忌および使用上の注意等の

詳細につきましては、製品添付文書をご参照ください。

a、̀u Daiichi-Sankyo 

製造販売元（資料・請求先）

第一三共株式会社
東京都中央区日本橋本町3-5-1

2015年5月作成

DOCTOR NET~偽
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クラウド型
遠隔読影ASPサーピス

3 ヽ 依頼元医租慨閲

クラウド型遠隔読影ASPサービス

9 Virt:ual-R/¥D 
遠隔画像診断支援サーピス

0Te/e-R/¥D 

ドクターネットの遠隔画像診断
遠隔画像診断を一貫したワークフローで考えるドクターネットなら、場面にあわせて選べます。

株式会社ドクターネット
医療と人と社会を技術でつなぐ遠隔画像移断のリーディングカンパニー

東京本社 105-0012東京都港区芝大門2丁目5-5 TEL: 03-3459-5665 

宇都宮本社 028-657-8200I大阪事業所 06-4862-5018／福岡事業所 092-409-2760

www.doctor-net.co.jp 








